よくお読みになってご使用ください。 
取扱書は車の中に保管しましよラ。 
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知つておいていただをたいこと 


本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあ D ます。 
また、車の仕様変更によ D 、 内容びお車と一致しない場合びあ D ますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取りつけられた装備（販売店オプション）の取 D 扱いについて 
は、その商品に付属の取扱書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあります。 


\違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品しツ外のちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

♦車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因となったり、事故をおこし、重大な傷害を受 
けるおそれびあ〇を険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには S RS エアバッグ 
び内蔵されているため、不適切に扱ラと、正常に作動しなくなった D 、 誤っ 
てふ <らみ、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ 
D ます。 

• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナットの交換。 

異なった種類や指定しソ外のちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違ま改造になることびあります。 

-電装品•無線機などの取りつけ、取りはずし。 

電モ機器部品に悪影響をおよぼした D 、 故障や車両火災など事故につなび 
るあそれびあ〇を険です。 

• フ□ントガラス、および運転席•助手席の窓ガラスに着色フィルム（含む透 
巧フィルム）などを貼りつけないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につなびるおそれびあります。 
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運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、ま全運転をむびけて<ださ 
い。 

飲ミ酉運転は絶対しないでください。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶ D 、 思い 
びけない事故を引を起こすおそれびあります。また、眠気をちよおす薬を飲んだ 
とさち運転を控えてください。 

運転中に携帯電話を使用した D 、 装置の調節などをしないでくださしん周囲の状 
況などへのミ主意び不十分にな D 、 大変を険です。八ンズフ U —しツ外の自動車電話 
や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


' お子さまを乗せるときは 


おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症がにな0、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ D ます。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれた D 、 ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故につなびる 
おそれびあ D を険です。 

お車におテさまを乗せる場合は、おテさまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取りつけちなどをまとめた「チャイルドシートの取りつけ」 
(一 P .109) をお読みください。 


保罰および点検について 


イ呆証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。（ま 
律で義務づけられています。） 
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本書の中の表おについて 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させた D するためおずお読みください。 


ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれびあ0ます。 


曰知識 


機能の説明や操作方法の説明しツがで知っておいていただをたいこと、知っておく 
と便利なことを説明しています。 


[イラスト内①表示について 


Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"といラ意味を表しています。 



操作を示す矢印 

スイッチなどの操作（押す、回すなど）を示し 
ています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示していま 
す。 
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-1 .キーの取り扱い 


お客様へ巧のキーをお渡ししまず。 


スマートエントリ ー& スタートシステム非装着車 



n キー（ワイヤレス機能装着） 
ワイヤレス機能の作動 （^ P . 3日) 
0キー（ワイヤレス機能非装着) 
且サブキー 

(ワイヤレス機能非装着） 

Q キーナンバープレート 


スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 電モキー 



• スマートエント U — Si スター 
トシステムの作動 (^ P . 2已） 

-ワイヤレス機能の作動 
(^ P . 3曰） 

曰メカニカルキー 
且キーナンバープレート 





-1 .キーの取0扱い 


[メカ ニカルキー を使ラには 


六カニカルキーを取り出すには、 
解除ボタンを押してキーを取り出 
す 

使用後はちとに戻し、電子キーと一緒 
に携帯してください。電子キーの電池 
び切れたとさやスマートエント U — 
Si スタートシステムび正常に作動し 
ないとを、メカニカルキーび必要にな 
0ます。 372) 


口知識 

■キーナンバープレート 

車の中し U がのま全な場所（財布の中など）にな管して<ださい。万一、キー（ス 
マートエント U -& スタートシステム非装着車）またはメカニカルキー(スマー 
トエン ト 1」 一&スター トシステム装着車）を紛失した場合、トヨタ販売店でキー 
ナンバーから新しいキーび作製でをます。 UP . 371) 

■航空機に柔るときは 

航空機に電子キー-ワイヤレスキーを持ち込む場合は、航空機内で電子キーの 
スイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単 
にスイッチび押されないよラに保管してください。スイッチび押されると電波 
び発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれびあります。 
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-1 .キーの取0扱い 


A 汪意 

■キーの 故障を防ぐために 

参 キーに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所に置いたり、めらしたり 
しないで < ださい。 

♦キーを 磁気のあるちのに近付けたり、電磁波を適断するちのをキー表面に貼り 
付けたりしないでください。 

♦キーを 分解しないでください。 

■電子 キーに ついて 

電モキー-ワイヤレスキーは電波法の認証に適合しています。必ず;欠のことを 
お守りください。 

♦電池 交換時しツ外は、不用意に分解しないで<ださい。分解、改造したちのを使 
用することは法律で禁止されています。 

♦おず 日本国内でご使用ください。 

■キーを 携帯ずるとさは 

電源を入れた状態の電化製品とは10 cm (上離して携帯してください。10 cm 
し U 内にあると電化製品の電波と干渉し正常に機能しない場合びあります。 

■スマー トエントリ ー& スタートシステムの故障などで販売店に車両を持ってい 
<とさは 

車両に付属しているすべての電子キーをお持ちください。 

■キー を紛失したときは 

キーを紛失した状態で放置すると、盗難のを険性び極めて高<な0ます。車両 
に付属している残 D のキーをすべてお持ちのラえ、ただちにトヨタ販売店にご 
相談 < ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、 □ ック①しかた 

ス7— トエントスタートシステム 


電子キーをポケットなどに携帯していると、巧の操作び行えまず。 
(必ず運転者び携帯してください） 



曰トランクを解錠ずる（一 P . 27) 
旦エンジンを始動ずる（一 P .130) 



吕已 












































1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I ドアの解綻•施錠（フ□ント席ドア八ンドルのみ) 



八ンドルを握って解綻ずる 

八ンドル裏面のセンサー部に確実に 
ふれて < ださい。 

施錠操作後3秒間は解錠でをません。 



ドア八ンドル上側の□ックセン 
サー部（八ンドルの < ぼみ部）に 
ふれ施錠ずる 


吕已 









































トランクの解錠 



トランクオープンスイッチを巧し 
て解綻ずる 


アンテナの位置と作動範囲 


アンテナの位置 



田車外アンテナ 
B 車内アンテナ 
H トランク内アンテナ 
B トランク外アンテナ 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■作動節囲（電子キーの検知エリア) 



0 :ドアの解錠-施錠時 

フ□ント席ドア八ンドルから周囲約70 
cm 1；(内で電モキーを携帯している場合 
に作動します。（電子キーを検巧している 
ドア八ンドルのみ作動します） 

0 :トランクの解錠時 

トランクオープンスイッチから周囲約 
70 cm しソ内で電モキーを携帯している 
場合に作動します。 


0 :エンジン始動時または"エ 
ンジン スター トストップ" ス 
イッチ切りかえ時 


車内で電子キーを携帯している場合に作 
動します。 


口知識 

■作動の合図 

ブヴーと非常点滅灯の点滅で巧らせます。（解錠は2回、施錠は1回） 

■ ドア A ンドル上側の□ックセンサーで施錠できないときは 

ドア八ンドル上側の□ックセンサー部にふ 
れてち施錠でをないとさは、上下のロック 
センサー部に同時にふれて<ださい。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■警告音と警告表示について 

誤動作などによる予期せめ事故やを難を防ぐため、車内や車外で警告音び鳴つ 
たり、マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されることびあり 
ます。マルチインフォメーションディスプレイに警告び表示されたとをは、ディ 
スプレイの表示をもとに適切に対処してください。（一 P . 347) 

警告音のみび鳴る場合の状況と対処ち法はなのよラになります。 


敢化な 
言□曰 

状況 

対処方法 

車外から"ピー"と 
10秒間鳴る 

いずれかのドアび開いているとを 
にスマートエント IJ —&スタート 

システムで施錠しよラとした 

全ドアを閉めたあと、 
再度施錠して < ださい。 

車内から"ポーン、 
ポーン"と 
鳴り続ける 

運転席ドアび開いている状態で 
"エンジンスタートストップ"ス 

イッチをアクセヴ1」ーモードにし 

た（アクセヴ U - モードのとを運 
転席ドアを開いた） 

"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを 
日 FF にしたあと、運転 
席ドアを閉めて<ださ 
い。 


■ 解錠操作のセキュリティ機能 

解錠操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

■節電機能 

長期駐車時に電子キーの電池と車両のノ（ッテ U —あびりを防止するため、節電 
機能び働きます。 

♦なの状況では、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠に時間び 
かかる場合びあります。 

-車の外約 2 m 1；(内にスマートキーを10分！; Lb 放置した。 

•已日間に(上スマートエント U -& スタートシステムを使用しなかった。 

•14 日間(上スマートエント U —&スタートシステムを使用しなかった場 
合、運転席しツ外での解錠びでさな<なります。この場合は、運転席のドア八 
ンドルを握る、ちしくは、ワイヤレス機能、メカニカルキーで解錠してくだ 
さし、。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■機能げ正常に働かないおそれのある状況 

スマートエント U -& スタートシステムは微弱な電波を使用しています。なの 
よラな場合は電子キーと車両間の通信をさまたげ、スマートエント1」一&ス 
タートシステムやワイヤレスリモコン、イモビライヴーシステム*び正常に作動 
しない場合びあります。閒処方法： 一 P . 372) 

♦電モキーの電池び消耗しているとを 

♦近くにテレビ塔や発電所-ガソリンスタンド-放送局-大型ディスプレイ • 
空港びあるなど、強い電波やノイズの発生する場所にいるとを 

♦無線機や携帯電話-コードレス式電話などの無線通信機器を携帯していると 
を 

参電子キーび、なのよラな金属製のちのに接していた D 、 覆われたりしている 
とを 

-アル5をなどの金属の貼られたカード 
-アル5をを使用したタバコの箱 
-金属製の財布やかばん 
-ル銭 
-カィ □ 

- CD や DVD などのメディア 
♦近くで他の電波式ワイヤレス U モコンを使用しているとを 
♦電子キーを、なのよラな電波を発信する製品と同時に携帯しているとを 

-他の車の電モキーや電波式ワイヤレスリモコン 
•パソコンや携帯情報端末 （ PDA など） 

-デジタルオーディオプレーヤー 
-ポータブル ゲーム 機器 

♦ U ヤガラスに金属を含むフイルムなどび貼ってあるとを 
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■ご留意いたださたいこと 

♦電子キーび作動範囲内（検知エ1」ア内）にあってち、なのよラな場合は正し 
く作動しないことびあります。 

-ドアの解錠-施錠時に電子キーびドアガラスやドア八ンドルに近付をすぎ 
る、または地面の近くや高い場所にある場合 
-トランクの解錠時に電子キーび地面の近くや高い場所にある、または1」ヤ 
バンノ f 一中央に近付をすざた場合 

-エンジン始動時または"エンジンスタートストップ"スイッチの切りか 
え時に、電モキーびインストルメントパネルやフロア上-1」ヤシート後方 
のパッケージトレイ上.ドアポケット.またはグローブボックス内などに 
置かれていた場合 

♦電子キーび作動範囲内にあれば、電子キーを携帯している人な外でち解錠- 
施錠でをます。 

♦車外でもドアガラスに近い位置に電子キーびあるときは、エンジンの始動び 
可能になる場合びあります。 

♦電子キーび作動範囲内にある場合、洗車や大雨などでドア八ンドルに大量の 
水びかかると、ドアび解錠することびあります。（ドアの開閉操作びなけれ 
ば約30秒後に自動的に施錠されます） 

♦手袋を着用していると、ドア八ンドルを握ってち解錠されない場合びありま 
す。 

♦車両に近い位置に電子キーびあるときにワイヤレス機能などで施錠を行5 
と、スマートエント U -& スタートシステムによる解錠びでをなくなること 
びあります。（ワイヤレス機能を使って解錠すると復帰します） 

♦ま外アンテナの作動範囲内への急な接近やドア八ンドル操作では、解錠され 
ない場合びあります。その場合は、ドア八ンドルを一度ちとの位置にをどし、 
解綻されたことを確認してからドア八ンドルを引いてください。 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■施錠時の留意事項 

♦手袋を着けてロックセンサーにふれた場合、施錠び遅れたり、施錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして□ックセンサーに 
ふれて < ださい。 

♦ ロック操作は、連続で2回まで有効で、3回目しツ降はロック動作しません。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、解錠/施錠動作 
を< り返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しソ上離れた場所 
にな管して、洗車などをしてください。（キーの盗難に注意してください） 

♦車内にキーびあるとをに、洗車機で洗車するなどして水をドア八ンドルにか 
けた場合、警報びマルチインフォメーションディスプレイに表示され、車が 
のブヴーび吹鳴することびあります。その場合は全ドアを施錠すれば警報表 
示は消え、ブヴーは停止します。 

♦ ロックセンサーの表面に氷や雪、ミ尼び付着した場合、センサーび反応しない 
場合びあります。反応しない場合は表面に付着した氷や雪、ミ尼を取 D 除いて 
再度操作するか、ドア八ンドル下部のロックセンサーを使って操作してくだ 
さい。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよラま意してください。 


3吕 




■解錠時の留意事項 

♦急なドア八ンドル操作や、車外アンテナの作動範囲内へ急に入ってドアノ、ン 
ドルを操作したとさは、解錠されない場合びあります。その場合は、ドア八 
ンドルを一度ちとの位置にもどし、解錠されたことを確認してからドア八ン 
ドルを引いてください。 

♦手袋を着けてドア八ンドルを握った場合は、解錠び遅れたり、解錠されな 
かったりすることびあります。その場合、手袋をはずして八ンドル裏面のセ 
ンヴー部にふれて < ださい。 

♦キーを携帯して洗車などで水をドア八ンドルにかけた場合、解錠/施錠動作 
をくり返すことびあります。その場合はキーを車両から 2 m しツ上離れた場所 
にな管して、洗車などをしてください。（キーの盗難に注意してください） 

♦作動範囲内に他の電子キーびあるとをは、ドア八ンドルを握ってから解錠す 
るまでの時間び少し長くなる場合びあります。 

♦ドア八ンドルを操作するとをに、 m びドアにあたる場合びあります。ドアを 
傷付けたり、 m を割ったりしないよ5ま意してください。 

■長期間運転しないときは 

♦盗難防止のため、電子キーを車から2 m (上離しておいてください。 

♦あらかじめスマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることび 
でをます。（一 P . 390) 

■システムを正しく作動させるために 

電子キーを必ず携帯した上で作動させて<ださい。また、車外から操作する場 

合は電子キーを車両に近付けすざないよラにして < ださい。 

作動時の電モキーの位置や持ちちによっては、電子キーび正し<検ミ□されず、シ 

ステムび正しく作動しないことびあります。（誤って警報び鳴ったり、キー閉じ 

込み防止機能び働かないことをあります） 

■スマートエントリー&スタートシステムび正常に作動しないとさは 

• ドアの解錠.施錠、トランクの解錠： 一 P . 372 

♦エンジンの始動： 一 P . 373 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■電池の消耗について 

♦電池の標準的な寿命は1〜2年です。 

♦電池残量び少なくなると、エンジンを停止した際に車内から警告音び鳴りま 
す。（一 P . 3已己） 


♦電モキーは常に電波を発信しているため、使用していないあいだでち電池び消 
耗します。なのよラな状態になったとさは、電池び消耗している可能性びあり 
ます。新しい電池に交換してください。 

-スマートエント U -& スタートシステムやワイヤレス U モコンび作動しな 
い 

-作動範囲び狭<なった 
-電モキーの LED び点灯しない 

•電池の著しい消耗を防ぐためになのよラな磁気を発生する電化製品の1 m しツ 
内に電子キーを置かないでください。 

- TV 

-パソコン 

-携帯電話やコードレス電話機、および充電器 
-電気スタンド 
-電磁調理器 

■電池が切れたとさは 

一 P . 323 

■販売店で設定可能な機能 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にするなどの変更びできます。 
(カスタマイズー覧一 P . 390) 
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-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■電波び およぼず暴響についての警告 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器を装着されている 
ちは、室内アンテナ.車かアンテナ（一 P . 27) から約22 cm しツ内に近づか 
ないよラにしてください。電波により植え込み型む臓ペースメーカーおよび植 
え込み型除細動器の作動に影響を与えるおそれびあります。 

♦植え込み 型む臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器し i (かの医療用電気 
機器を使用される場合は、電波による影響について医療用電気機器製造業ちな 
どに事前に確認してください。電波により医療用電気機器の動作に影響を与え 
るおそれびあります。 

スマートエント U -& スタートシステムを非作動にすることもでをます。詳しく 

は販売店にお問い合わせください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

ワイヤレスリモコン 


ドアを解錠-施錠、トランクを解綻できまず。 

スマートエント U -& スタートシステム非装着ま 

n 全ドアを解綻ずる 
B ドアガラスと ムーンルーフを 
開けるけ甲し続ける）* 

0全ドアを施綻ずる 
□ ドアガラスと ムーンルーフを 
閉めるけ甲し続ける）* 

且トランクを解錠ずる虑巧し） 

トヨタ販売店での設定び化要で 
す。 

スマートエント U -& スタートシステム装着車 

n 全ドアを解錠ずる 
□ ドアガラスと ムーンルーフを 
開ける（巧し続ける ）’X 
0全ドアを施綻ずる 
□ ドアガラスと ムーンルーフを 
閉める（巧し続ける ）’X 
且トランクを解綻ずる虑巧し） 

トヨタ販売店での設定び化要で 
す。 




3已 




























口知識 

■作動の合図 

ドア ：ブヴー（スマートエント1」一&スタートシステム装着車）と非常点 

滅灯の点滅で巧らせます。（解錠は2回、施錠は1回） 

トランク：ブヴー(スマートエント U -& スタートシステム装着車）で知らせ 
よ9 0 

■半ドア警告 ブザー 

ドアび完全に閉まっていない状態で、ドアを施錠しよラとすると、ブヴーび鳴 
ります。ドアを完全に閉めてからちラー度施錠してください。 

■電池の消耗について 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

電池の標準的寿命は1〜2年です。（ワイヤレス機能を使用しなくても電池は 
消耗します）ワイヤレス機能び作動しない場合は、電池び消耗している可能性 
びあります。新しい電池と交換してください。（一 P . 323) 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

一 P ' 34 

■ 解錠操作のセキュリティ機能 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着ま 

解錠操作後、約30砂し U 内にドアを開けなかったとさは盗難防止のため、自動 
的に施錠されます。 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

一 P ' 29 

■電池が切れたとさは 

一 P . 323 

■機能が正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム装着車） 

一 P ' 30 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■販売店で設定可能な機能 

ワイヤレス U モコンを非作動にするなどの変更びでをます。 
(カスタマイズ機能一覽 一 P . 390) 


A ミち意 

■機能が 正常に働かないおそれのある状況（スマートエントリ ー& スタートシス 
テム非装着車） 

なのよラな場合、ワイヤレス機能び正常に働かないおそれびあ D ます。 

♦近 <にテレビ塔や発電所、放送局、空港など強い電波を発生する設備、電波式 
のオーディオ機器など電波を発生する電子機器、大型ディスプレイびあるとを 

♦無線機 や携帯電話、コードレス式電話などの無線通信機器を携帯しているとを 

•複数の ワイヤレスキーび近くにあるとを 

♦ワイヤレス キーび金属製のをのに接したり、覆われているとを 

•近くで 電波式ワイヤレスキーを使用しているとを 

♦ワイヤレス キーをパソコンなどの電化製品の近くに置いているとを 
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. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


スマートエントリ ー& スタートシステムやワイヤレス機能、キー、ド 
ア□ックスイッチを使って解綻•砲綻できまず。 

■ スマー トエントリー& スター トシステム 

(スマートエントリ ー& スタートシステム装着車） 

一 P ' 2日 

■ワイヤレス機能 

一 P ' 3巨 

■ キー 

スマー トエジト U -& スタートシス テム非装着ま 

n 全ドアを解錠ずる 
曰全ドアを施綻ずる 



スマー トエント U -& スター トシステム 装着ま 

メカニカルキーを使ってドアを解錠-施錠でさまず。（一 P . 372) 

ドア□ックスイッチ 

n 全ドアを解錠ずる 
曰全ドアを施綻ずる 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


■□ックレバー 



□ ドアを解錠ずる 
B ドアを施錠ずる 

運転席ドアは、 □ックレバーび 施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを 引くと開けられます。 


I キーを使わずに外側か5フ□ント席を施錠するときは 

IHMI 1 1 □ックレノ（一を施錠側にずる 
ffimn ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 

スマートエント U -& スタートシステム 非装着車 

キーびエンジンスイッチに差し込まれているとさは施錠されません。 


スマートエント y -& スタートシステム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードまた 
はイグニッション ON モードのとさや車内に電モキーび放置されてい 
るとをは施錠されません。 

キーび正しく検巧されずに施錠される場合びあります。 


I チャイルドプ□テクター 



施錠側にずると、 U ヤ席ドアび車 
内から開かな<なりまず。 

おモさまび車内から U ヤ席ドアを開 
けられないよラにでをます。両側の U 
ヤ席ドアを施錠側にしてください。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


I 才ートドア□ック.アン□ック機能 

次の機能を設定-解除ずることびでさまず。 


機能 

作動内容 

シフト連動オート□ック 

エンジン回転中にシフトレバーを P から動かすと 
全ドアが施錠されます。 

シフト連動オートアン□ック 

シフトレバーを P に入れると全ドアが解錠されま 
す。 

車速感応才ート□ック 

車速が 20km/h 上になると全ドアが施錠され 
ます。 

運転席ドア連動 
オートアン□ック 

スマー トエント U -& スター トシステム巧装着ま 

エンジンスイッチを "LOCK" にしてから10 
砂しツ内に運転席ドアを開けると全ドアび解錠され 
ます。 

スマー トエント y-s スター トシステム装着ま 

"エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF 

にしてから10砂しツ内に運転席ドアを開けると全 
ドアび解錠されます。 


■設定•解除のしかた 

次の手順で、各機能の設定と解除び交互に切りかわりまず。 

旧腳|11 

スマートエント U -& スタートシステム 非装着車 

すべてのドアを閉め、エンジンスイッチを " ON " にずる（その後 
]0秒 j ツ内に手順2を行う） 

スマー トエント U -& スター トシステム 装着車 

すべてのドアを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッチをイ 
グニッシヨン ON モードにずる（その後10秒じ(内に手順2を行ラ） 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 



シフトレバーを P または N にい 
れ、運転席ドア□ックスイッチの 
6または d を約己秒間巧 
して離す 

設定を行ラ機能によってシフトレ 
ノ（一とスイッチの位置を次の表から 
選択します。 

機能を解除するには、同じ手順を行い 
9 〇 


機能 

シフトレバーの位置 

ドア□ックスイッチの 
位置 

シフト連動オートロック 

P 

a 

シフト連動オートアンロック 

a 

車速感応才ート□ック 

N 

台 

運転席ドア連動 
オートアン□ック 

a 


設定または解除の切りかえ操作が完了すると、全てのドアが施錠されたあ 
と、解錠されます。 
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口知識 

■チヤイルドプ□テクター使巧時のドアの開けち 

ドアを解錠して車がのドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車かのドア八ンドルを引いてください。 

■衝撃感知ドア□ック解除システム 

車両び前後左右から強い衝撃を受けると、すべてのドアび解錠されます。衝撃 
の度合いや事故の形態によっては作動しないことびあります。 

■販売店で設定可能な機能 

キー操作によって解錠されるドアの設定などを変更でをます。 

(カスタマイズ機能一覽 一 P . 390) 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦シー トベルトを必ず使用する 
♦全ての ドアを施錠する 
♦全ての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開を車がに放り出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
甘こつなびるおそれびあります。特に、運転駐ま□ックレバーび施錠側になつ 
ていてもドアび開くため、ま意してください。 

♦お テさまを U ヤ席に乗せるとさは、チャイルドプ□テクターを使用して車内か 
らドアび開かないよラにする 

■ ドアを開巧ずるとさは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など周囲の状況を確認し、予 
期せめ動きにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実にイ呆持してドアを開閉し 
て < ださい。 


-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 汪意 

■才 ートドア□ック-アン□ック機能の切りかえについて 

設定または解除の切りかえ操作び完了すると、全てのドアび施錠されたあと、解 
錠されます。解錠-施錠の作動びない場合、切りかえられていない場合びあり 
ぶ9 〇 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ック①しかた 

トランク 


トランク オープ ナーゃ スマー トエント U -& スター トシステム、ワイ 
ヤレス機能を使って開けることびできます。 

■ 車内か！5トランクを開けるには 

レバーを引さ上げて、トランク 
の□ックを解除ずる。 


■ 車外か！5トランクを開けるには 
ワイヤレス拐！能 

一 P ' 3巨 

スマート エン ト U -& スター トシステム 

一 P ' 27 




4已 








1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


曰知識 

■ トランクグリップ 



トランクを閉めるときにお使いくださ 
い。 

引を下げるとさは、トランクグリップを 
持って、横方向に力をかけないように引を 
下げます。 


■ トランクライト 

トランクを開けたとを、トランクライトび点灯します。 

■ トランク内キー閉じ込み防止機能について 

( スマー トエントリー& スター トシステム装着車） 

♦全てのドアび施錠されている場合、トランク内に電子キーを置いたままトラ 
ンクを閉めると、警告音び鳴ります。この場合トランクオープンスイッチ 
(車外）で開けられます。 


♦全てのドアび施錠されている状態で、予備のキーをトランクに入れたとを 
も、キー閉じ込み防止機能び働を、トランクを開けることびでをます。盗難 
防止のため、車から離れるとをは必ず全ての電子キーを携帯して<ださい。 

♦全てのドアび施錠されている状態でトランク内に電子キーを置いていてち、 
電モキーび置かれた場所や、周囲の電波状況によっては、トランク内の電子 
キーを検巧でをないことびあります。この場合は、キー閉じ込み防止機能び 
働かず、トランクを閉めたとさに施錠されてしまいます。トランクを閉める 
とをには、化ず電子キーの所在を確認して<ださい。 

• ドアびひとつでも解錠されている場合は、キー閉じ込み防止機能は働をませ 
ん。この場合は、車内のトランクオープナーでトランクを開けてください。 


4已 












1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

トランクび開いた状態でトランクライトび点灯したまま長時間放置しないでく 
ださい。 


A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車がのちのにあたったり荷物び投げ出され 
たりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死亡につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開を、思わめ事故につなび 
るおそれびあ D を険です。 

♦ トランク内には絶対に人を乗せないでください。急ブレーキをかけたとをや衝 
ましたとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
びあ D を険です。 

■お 子さまを柔せているとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ〇を検です。 

• トランクの中でおテさまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引を起こすおそれびありま 
す。 

♦お 子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだ D 
するおそれびあ D ます。 
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1-2. ドアの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ トランクの使用にあたって 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
危険です。 

♦ トランクを開ける前に、トランク U ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク1」ッドび落下するおそれびあります。 

• トランクを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
し、。 

♦強風 時の開閉には十分注意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

♦半開 状態で使巧すると、トランク1」ッド 
び落ちて重大な傷害を受けるおそれびあ 
ります。特に傾斜地では、平坦な場所よ 
りちトランクの開閉びしにくく、急に卜 
ランクび開いた0開じたりするおそれび 
あります。必ずトランクび全開で静止し 
ていることを確認して使用してくださ 
い。 

♦トランクを 閉めるとさは、トランク1」ッ 
ドで指などを挟まないよ5十分ま意して 
ください。 

• トランクは必ず外からトランク上面を軽 
く押して閉めてください。トランクグ 
U ップで直接トランクを閉めると、手や 
腕を挟むおそれびあります。 

♦ トランク U ッドにトヨタ純正品しツ外のアクセヴ U —用品を取り付けないでく 
ださい。トランク U ッドの重量び重くなると、開いたあとに落ちるおそれびあ 
ります。 
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1-3 .シート、バンドル、ミラー①調藝のしかた 

フ□ントシート 


マニュアルシート装着ま 



□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
且シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 











-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


パワーシート装着ま 



□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
且クッション前端の上下調整 
(運転席のみ） 

□ シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 

且腰部硬さ調整 
(運転席のみ） 

0腰部高さ調整 
(運転席のみ） 


已〇 









I アクティブへッドレスト 


背をたれに強い衝撃を受けると、 
フ□ント席乗員のむち巧ちの症状 
を軽減させるためにへッドレスト 
びかし前方上側に動をまず。 


曰知識 

■アクティブへッドレストについて 

背ちたれに弱い衝撃を受けてちへッドレストび動く場合びありますび、故障で 
はありません。 


A 警告 

■シー ト調豊について 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さないで<ださい。 

必要しツ上に倒しすざると、事故のとをに体びシートベルトの下にちぐり、腹部 
などに強い圧迫を受けたり肩部ベルトび首にかかるなどして、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦マニュアル シート装着車は、シート調整後はシートびをちんと固定されている 
ことを確認してください。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

IJ ヤシ—卜 



□ ックび確実に解除されるまでレノ（一を弓 I いてください。 


I リヤシートの前倒しをずる前に 

[ J 画の車を停止させ、しっか0とパーキングブレーキをかける 
へッドレストをいちばん下に下げる（一 P . 已 6) 
num U ヤ中央席用シートベルトを分離-格納ずる（一 P . 60 ) 

運転席側のシートのみを操作する場合、この手順は不要です。 

因画互 U ヤセンターアームレストを格納ずる（一 P . 277) 

運転席側のシートのみを操作する場合、この手順は不要です。 


已吕 


















リヤシートの前倒し 



レバーを引をなびら、背ちたれを 
前方に倒ず 



背ちたれを起こし、固定ずる 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[フラットシートにずるには 

[ J 画田車を停止させ、しっかりとの(ーキングブレーキをかける 
nur 可 フ□ントシート のへ ッドレストをはずず（一 P . 已 6) 

因画回フ□ントシートをいちばん前まで移動させる（一 P . 49) 

因画]互フ□ントシートの背もたれを後方いっぱいまで倒ず（一 P . 4日) 



U ヤシートとのずを間びな<なる 
よラにシートを移動させる 
(一 P . 49) 


《 4 WD 車は運転席側のみフラットにでをます。 

因圆互ちとにちどずときは、逆の手順で操作ずる 


A 警告 

■ リヤシートを操作ずるときは 

次のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ D ます。 

♦走行 中に U ヤシートを操作しない 

♦平坦な 場所でノ（ーキングブレーキを確実にかけ、シフトレノ（一を P にする 
♦操作 中は、パッケージトレイとまわりの部品とのあし)だに指や腕などを入れない 
♦倒した 背ちたれやトランクに人を柔せて走行しない 
♦お テさまびトランクに入らないよ5を意する 
■ リクライニング調整について 
背ちたれは必要！;■(上に倒さないでください。 

事故のときに体びシートベルトの下にもぐり、腹部などに強し化迫を受けるなど生 
命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびあり危険でず。 


已4 














A 警告 

■フ ラットシートについて 

フラットにした状態で人や荷物をのせて走行しないでください。 

■背ち たれをちとの位置にちどしたあとは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦シートを 前後に軽くゆさぶり、確実に固定する 

♦シー トのあいだにシートベルトび挟み込まれていないか確認する 


A 汪意 

■シ ートを操作ずるとさは 

♦可動 部や結合部に手や足などを挟まないよラにま意してください。 

♦シー トに人び柔っている状態でシートアレンジ操作をしないでください。 

■フ ラットシートについて 

♦マニュアル シート装着までは背もたれをもどすとさは、背もたれを押さえなび 
ら U クライニング調整を行ってください。 

♦フラットに した状態でシートの上を走りまねらないでください。またシートの 
上を移動するとをは、シートの中央を踏んでゆっくり移動してください。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



已已 







1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

ぺッドレスト 



□ 上びる 
曰下びる 

下げるとさは、解除ボタンを巧し 
なびら操作します。 


グレードにより U ヤ左ち席のへッドレストは固定式の為、調整ずるこ 
とびでをません。 


曰知識 


■へッドレストを取りはずずときは 



解除ボタンを押しながら取りはずします。 


■へッドレストの高さについて 



必ずへッドレストの中むが両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 
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■ リヤ席のへッドレストの使用について 

使用するとをは、常に格納位置（ヘッドレ 
ストび最も下びった位置）から"カチッ"と 
音びするまで上げた位置にしてください。 
また、ヘッドレストを押し下げ、確実に固 
定されていることを確認してください。 


A 警告 

■へッ ドレストについて 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ D ます。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のちのを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレストを調整したあとは、固定されていることを確認する 
♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 

♦ U ヤ席に乗車するとをは、必ずへッドレストを上げた状態にする 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

シー トベルト 


走行前にずベての乗員は必ずシートベルトを正しぐ着用して<ださ 
い。 

■正しく着用するには 



■着け方、はずし方 



• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

参腰部べルトをおず腰骨のでさ 
るだけない位置に密着させる 

♦背をたれを調整し、上体を起 
こし、深く腰かけて座る 

• ねじれび無いよラにずる 

n ベルトを固定ずるには、"力 
チッ"と音びずるまでプレー 
卜をバックルに挿し込む 

曰べルトを解除ずるには解除ボ 
タンを巧ず 
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分離格納式シートベルトの着け方（リヤ中央席） 

□ プレート A 
曰プレート巨 



シートベルトを引き出し、ガイ 
ドに通ず 



n プレート A を取0付ける 
曰プレート目を取0付ける 

"カチッ"と音びするまで} 串し 込 
みます。 


手順 


手順 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


分離格納シートベルトの格納のしかた（リヤ中央席) 




n バックルの解除ボタンを巧ず 
曰キー（一 P . 22) などでバッ 
クル日の解除ボタンを巧ず 


シートベルトをガイドからは 
ずす 

ガイドの切り込みのあいだを通し 
て、シートベルトをガイドからは 
ずします。 


プレート A 、 日を重ねてをとに 
戻す 

確実に固定されるよう、しっかり 
と奥まで挿し込みます。 
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■シートベルトの高さ調節（フ□ント席） 

□ 解除ボタンを巧しなび日、ア 
ジャスターを下げる 
曰アジャスターを上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 


I シートベルトプリテンシ ヨナー (フ□ント席） 


前方か b 強い衝突を受けたとを、 
シートベルトを引を込むことで適 
切な乗員巧束効果を確保しまず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか6の衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 


I フリクラッシュシ—トベルト(プリクラッシュセ—フテイシステム装着車のフ□ント瞄 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避けられない 
と判断したとき、衝突の前にフ□ントシートベルトををき込み、プ U テ 
ンシヨナーの効果を高めまず。 

急ブレーキをかけたとをや、車びコント□ールを失ったとをも同様に作動します。 
い P ' 207) 




-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


口知識 

■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
シートベルトをすばやく引を出してち□ックする場合びあります。一度ベルト 
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをま 
す。 


■巧娠中の女性の場合 

医師に注意事項を確認の上、必ず正し<着 
用してください。（一 P . 已 8) 

妊娠中の方ち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけほ 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 
ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ D ます。 



■疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正しく着用してください。 

■お子さまのシートベルトの使いち 

この車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を 
持った人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをないルさなお子さまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してください。（一 P . 100) 

♦シートベルトび正しい位置で着用でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 已 8) 
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■ シー トベルトプリテン シヨナー について 

シートベルトプ1」テンシヨナーは、一度しか作動しません。玉まさ衝突などで 
連続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、その後の衝突では作動 
しません。 


A 警告 

■シー トベルトの着用について 

急フレーキや事故の際のけびを避けるため、なのことを必ずお守りください。 
お守りいただかないと、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

♦全員び シートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトは一組につを一人で使用する 
おテさまでち一組のベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは U ヤ席に座らせてシートベルトを着用させる 

♦背ち たれは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

♦ U ヤシートベルトを使用するときは、シートベルトびガイド（一 P . 已 9) に通っ 
ていることを確認してください。 

♦ U ヤ中央席のシートベルトを使用すると 
きは、プレート A とバックルを結合して 
ください。 



-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



63 









-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■お テさまを柔せるときは 

おテさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻さ付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 

■プリ テンシヨナー付シートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点灯します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
し、ため、 必ずトヨタ販売店で交換してください。 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベル トやプレート'バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に挿し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
なしかを確認してください。うまく挿し込めない場合はただちにトヨタ販売店 
に連絡してください。 

♦をし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜-シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付シートベルトの取0付けや取りはずし-分解-廃棄など 
は、トヨタ販売店しツ外でしないでください。 

不適切に扱5と、正常に作動しなくなり、重大な傷害を受けた D 、 最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■プリ クラッシュシートベルトについて 

プ U クラッシュシートベルトを過信しないでください。 

運転するとをは常に周囲の状況に注意し、ま全運転をむびけてください。 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

八ンドル 


バンドル位置を運転しやずいよラに調壁できまず。 


マニュアルチルト&テレスコピックステアリング 



電動チルト&テレスコピックステアリング 



n 上方へ 
曰下方へ 
0 手前へ 
Q 前方へ 






























-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


[才ートチルトアウェイ&リターン機能* 



" エンジンスタートストップ"ス 
イッチを OFF にずると、乗降びし 
やずくなるよラに、八ンドルび動 
さまず。 

" エンジン スター トストップ"ス 
イッチをアクセヴ U —モードまたは 
イグニツシヨン ON モードにすると、 
ちとの位置にちどります。 


[才ートシートスライドアウェイ&リターン機能* 

運転者び乗0降0ずる際に、運転席シートび自動で、次のよラに動をま 
ず。 



降車時：運転席シートび後方に移 
動（オートアウエイ機能) 

乗車時：運転席シートびちとの位 
置’ X に移動（オート1」ター 
ン機能） 

※オートアウエイ機能び作動する 
前のシートの位置 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















1-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 



運転者び柔り降りずる際に、八ンドルと運転席シートび自動で、次のよ 
ラに動さまず。 


降車時：八ンドルび最上段、最前 
方に移動、運転席シート 
び後方に移動（オートア 
ウェイ機能） 

柔車時：八ンドル、運転席シート 
びちとの位置’ X に移動 
(オート U ターン機能） 

※八ンドルの上下前後位置、運転 
席シートの前後位置をお好みの 
位置に調整しておけば、八ンド 
ル-シートびその位置で記憶さ 
れます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



1 


運転する前に 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


日知識 „ 

■電動チルト&テレスコピックステアリングの作動を件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン ON モードのとを 

■電動チルト&テレスコピックステアリングの A ンドル位置調豊について 

パワー- r ージーアクセスシステム装着車では、販売店で設定可能な機能での r 降 
車時運転席シート移動量調節」で 「OFF」 し U 外を選択しているとをは、"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチび OFF でも、シートベルトのバックルを装着 
すると、八ンドルの位置を調整することびでをます。 

■ 降車時の運面席シートの才ートアウ1イ機能について 
(才ートシートスライドアウェイ&リターン機能/ 

パワーイージーアクセスシステム機能装着車） 

降車時に、シートの位置び最後方に近い位置にある場合、オートアウェイ機能 
を行わない場合びあります。 

■才ートアウェイ機能の作動を件けートシートスライドアウェイ&リターン機 
能装着車） 

♦なの条件を満たすと作動します。 

-シフトレバーを P にする 

-"エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にする 
-シートベルトのバックルをはずす 

(販売店で設定可能な機能での r 降車時運転席シート移動量調節」で roFF」 
しツ外を選択しているとをのみ） 

♦作動中になの操作をすると作動び停止します。 

-シフトレバーを操作する 

-運転席のシート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作する（腰部調 
整スイッチを除< ) 


68 






■才ートリターン機能の作動を件（才ートシートスライドアウェイ&リターン機 
能装着車） 

• なの条件のいずれかを行5と作動します。 

- "エンジン スタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モードまたはイ 
グニッシ ヨン ON モードにする 
-運転席シートベルトのバックルを装着する 
(販売店で設定可能な機能での r 降車時運転席シート移動量調節」で roFF」 

し U がを選択しているとをのみ） 

♦作動中になの操作をすると作動び停止します。 

-運転席のシート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作する（腰部調 
整スイッチを除< ) 

-車両を発進させる 

■才ートシートスライドアウェイ&リターン機能でのシートの作動について 

♦オートアウェイ機能作動中-オートアウ王イ機能作動終了後に、運転席の 
シート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作した場合、才ート U 夕一 
ン機能は作動しません。 

♦エンジン始動時にシートの作動び一時停止し、エンジン始動後に作動び再開 
することびあ0ます。 

♦オート1」ターン機能作動中に、車両を発進させるとシートの作動び停止しま 
す。停止したとさは、車両を停止しシートの前後位置を適切な位置に調整し 
て < ださい。 

麵販売店で設定可能な機能 

才ートシートスライドアウェイ &U 夕ーン機能のシートスライドを非作動にし 
たり、シートスライド量の変更びできまず。 

(カスタマイズ機能一覧一 P. 390) 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■才ートアウェイ機能の作動を件（パワーイージーアクセスシステム装着車） 

♦なの条件を満たすと作動します。 

-シフトレバーを P にする 

-"エンジンスタートストップ’’スイッチを OFF にする 
-シートベルトのバックルをはずす 

(販売店で設定可能な機能での r 降車時運転席シート移動量調節」で roFF」 
しツ外を選択しているとをのみ） 

♦作動中になの操作をすると作動び停止します。 

-シフトレバーを操作する 

♦作動中になの操作をするとシートの作動のみび停止します。 

-運転席のシート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作する（腰部調 
整スイッチを除く） 

■才ートリターン機能の作動を件（パワーイージーアクセスシステム装着車） 

• なの条件のいずれかを行5と作動します。 

-"エンジン スタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モードまたはイ 
グニッシ ヨン ON モードにする 
-運転席シートベルトのバックルを装着する 
(販売店で設定可能な機能での r 降車時運転席シート移動量調節」で roFF」 
しツ外を選択しているとをのみ） 

♦作動中になのいずれかを行ラとシートの作動のみび停止します。 

-運転席のシート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作する（腰部調 
整スイッチを除く） 

-車両を発進させる 

♦作動中になのスイッチを操作すると八ンドルの作動のみび停止します。 

-電動チルト&テレスコピックステア U ングのスイッチ（一 P. 日己）を操作 
する 
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■パワーイージーアクセスシステムでの A ンドル、シートの作動について 

♦オートアウエイ機能作動中-オートアウエイ機能作動終了後に、運転席の 
シート調整スイッチ（一 P. 已 0) のいずれかを操作した場合、才ート U 夕一 
ン機能は作動しません。 

♦エンジン始動時に八ンドル、シートの作動び一時停止し、エンジン始動後に 
作動び再開することびあります。 

♦オート U ターン機能作動中に、車両を発進させるとシートの作動び停止しま 
す。停止したとさは、車両を停止しシートの前後位置を適切な位置に調整し 
て < ださい。 

なお、この場合、八ンドルは1」ターン機能作動を継続します。 

■販売店で設定可能な機能 

パワーイージーアクセスシステムのシートスライドを非作動にしたり、シートス 
ライド量の変更びできます。シートスライドを非作動にした場合、パワ ー-r- ジー 
アクセスシステムは八ン ドルのみの作動になります。 

(カスタマイズ機能一覧 一 P. 390) 


A 警告 
■走行 中の 警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
9 〇 

■ A ンドル位置を調豊したあとは（マニュアルチルト&テレスコピックステアリ 
ング装着車） 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと、八ンドルの位置び突然かわり、思わめ事故につなびり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあ0ます。 

■才ー トシートスライドアウェイ&リターン機能でシート、パワーイージーアク 
セスシステムで A ンドル-シートが作動しているとをは 

体や荷物などび挟まれないよラにしてください。けびをしたり、荷物び破損す 
るおそれび友0ます。 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

インナーミラー 


手動防広 S ラー 

後続車のライトびまぶしいとさは、 
(防眩）でさます。 



レノ（一を操作して反射光を減み 

□ 通常使用状態 
B 防眩時 


自動防吃ミラー 

自動 （ AUTO ) モードにしておくと、センサーび後続車のライトを感 
知し、自動で反射光を減少させまず。 



自動モードの ON • OFF を切り 
か无る 

自動モードのとをはインジケー 
ターび点なします。 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチをイグニツシヨン ON モー 
ドにしたとをは、 ミラーは常に自 
動モードになっています。 


7吕 










[上下調整のしかた 


インナーミラー本体を持って、上 
下方向に調整ずる。 


曰知識 


■センサーの誤作動防止（自動防眩 S ラー装着車） 

センサーの誤作動を防ぐため、センサーに 
触れたり、センサーを覆ったりしないでく 
ださい。 





-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調藝①しかた 

ドア巧- 


スイッチで鏡面の角度調壁をしまず。 



調整する S ラーを選ぶには、ス 
イッチを巧す 

D 左 

0ち 

ミラーの鏡面を調整するにはス 
イッチを巧す 

且上 

Q ち 

且下 

0左 


I ドア S ラーを格納ずるとさは 


ボタンを巧してドアミラーを格納 
する。 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
を '! J 〇 
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曰知識 
■作動を件 

スマートエントリ ー S スタートシステム巧装着ま 

エンジンスイッチび "ACC " または " ON" のとき。 

スマートエント y -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モードまたはイグニッ 
シヨン ON モードのとを 

■ S ラーび量ったとさは* 

=ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでさます。（一 P. 232) 

■レインク U アリングミラー* 

雨天時など鏡面に付着した水ミ商を膜状に広げる（親水効果）ことにより、後ち 
を見やす< します。なの場合、一時的に親水効果び失われますび、晴天時に太 
陽光を1 • 2日間あてると回復します。 

• 5ラーの巧れをふを取ったとを 

♦S ラーび曇ったとを 

♦自動洗車機でワックス洗車をしたとを 

♦長期間、地下駐車場などの曰のあたらない場所に駐車していたとを 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■走行して いるとさは 

走行中はなのことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、運転を誤って重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t 
につなびるおそれびあ0ます。 

♦5 ラーの調整をしない 
参 5ラーを格納したまま走らない 

走行前に必ず、運転席側および助手席側の5ラーをちとの位置にちどして、正 
しく調整する 

■ S ラーび動いているとさは 

手をふれないでください。 

手を挟んでけびや、5ラーの故障などの原因になるおそれびあります。 

■5 ラーヒーターび作動しているとさは 

鏡面び熱くなるのでふれないでください。 


A ま意 

■ S ラーがず結したとさ 

親水膜の効果を持続させるため、5ラー鏡面の凍結部分はプラスチックの板な 
どで削り落とさずに、温水をかけるか、5ラーヒーター （5 ラーヒーター装着車 
) を作動させるなどして解氷してください。 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフ①開け方、閉め方 

ハでーウインドウ 


スイッチでドアガラスを開閉でさまず。 

スイッチを操作すると、ドアガラスを下記のよラに動かしまず。 

n 閉める 
曰自動全閉 X ’ 

且開ける 
Q 自動全開 X ’ 

&途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


[ウインドウ□ックスイッチ 


スイッチを巧すと、運転席じ(外の 
ドアガラスび作動不可にな0ま 
す。 

お子さまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でをます。 
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-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


曰知識 
■作動を件 


スマートエントリ ー& スタートシステムが装着車 

エンジンスイッチび "ON" のとを 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■エンジンスイッチ " LOCK " (スマートエントリ ー& スタートシステムミ E 装着車） 
または"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF ( スマートエントリ ー& ス 
夕ートシステム 装着車）後の作動 


スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にしたあとでも、約4已秒間 
ドアガラスを開閉でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作 
動しな < なります。 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

" エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モード、または OFF 
にしたあとでを、約4已秒間ドアガラスを開閉でさます。ただし、そのあいだ 
に運転席ドアを開閉すると作動しなくなります。 


■挟み込み防止機首目 

ドアガラスを閉めているとをに、窓巧とドアガラスのあいだに異物び挟まると、 
作動び停止し、少し開さます。 

■販売店で設定可能な機能 

ドア□ック連動ドアガラス開閉機能などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズ機能一覽一 P. 390) 
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A 警告 

■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D ます。 

• ドアガラスを開閉するとをは、乗員の手- 
腕 ■頭- 首などを挟んだ0巻を込んだり 
しないようにしてください。とくにおテ 
さまへは手などを出さないよラ声かけを 
してください。 

♦お テさまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたりきを込まれたり 
するおそれびあ D ます。 


■挟み込み 防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だりしないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦挟み込み 防止機能は、ドアガラスび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動しな 
い場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを引き続けた状態で 
は作動しません。指などを挟まないよラにま意して<ださい。重大な傷害を受 
けるおそれびあ D を険です。 


A 汪意 

■ ドアガラスを開閉ずるとさは 

し i (下のことをお守りください。 

♦運転席 スイッチと他のドアのスイッチを同時に逆方向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全開後に同じ方向にスイッチを押し続けない 



-4. ドアガラス-ムーンルーフの開けち、閉めち 
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1-4. ドアガラス•ムーンルーフ①開け方、閉め方 

ムーンルーフ* 


頭上のスイツチでムーンルーフを開閉、またはチルトアップ/ダウン 
でさまず。 


■ 開閉 



ムーンルーフを開く^ 

全開の手前の位置で止まります。 
(風切音の低減機能） 

全開にしたいとをは、スイッチを 


ちう一度押してください。 
曰ムーンルーフを閉める 




途中で止がるとをは、スイツチを 
軽く押します。 


■チルトアップ/ダウン 



n チルトアップ※ 

0チルトダウン* 

&途中で止めるとをは、スイッチを 
軽く巧します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


































口知識 

■作動を件 

スマートエント y -& スタートシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッション ON モードのとを 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着ま 

エンジンスイッチび "ON" のとを 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ OFF (またはエンジンスイッチ 
*■ LOCK ") をの作動 

スマートエント y -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセヴ U- モードまたは OFF に 
したあとでも、約4已秒間操作でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを 
開閉すると作動しなくなります。 

スマートエントリ ー& スタートシステムが装着ま 

エンジンスイッチを "ACC " または " LOCK" にしたあとでも、約4已砂間 
操作でをます。ただし、そのあいだに運転席ドアを開閉すると作動しなくなり 
ます。 

■挟み&み防止機宜目 

ムーンルーフを閉めるとを、またはチルトダウンするとをに、ムーンルーフび 
異物の挟み込みを感ミ□すると、作動び停止し、少し開をます。 

■サンシエード 

手動で開閉でをます。ただし、ムーンルーフび開くとさは連動して開をます。 

麵 閉め忘れ 警告 表示 

スマートエント y-s スタートシステム装着ま 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にして、運転席ドアを開けるとマルチインフ ォメーショ ンディスプレ 
イにメッセージび表示されます。（一 P, 3已 0) 

スマートエントリ ー& スタートシステムが装着車 

ムーンルーフび完全に閉まっておらず、エンジンスイッチを "LOCK" にし 
て、運転席ドアを開けるとマルチインフォメーションディスプレイにメッセー 
ジび表示されます。（一 P, 350) 


-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉めち 



81 





-4. ドアガラス-ムーンルーフの開け方、閉め方 


■ムーンルーフが正常に閉ま S ないとさは 

下記の操作を行って < ださい。 

♦閉まるとさに反転し、閉じ切5ない場合 
I JBI 1 I スイッチの "TILT UP " を押し続ける※1 

ムーンルーフび閉じ、再び開を、10砂間停止します。 X ’2その後再び 
閉じ、チルトアップし、け少間停止します。チルトダウン後、いったん 
開いてから閉じます。 

D 1 画互ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチから手 
を離す 

♦チル ト ダウン時に反転し、閉じ切 S ない場合 

m 画で スイッチの " SLIDE OPEN " を押し続け X ’1、ムーンルーフをチ 
ルトアップ位置にする 

因画回スイッチか b - 度手を離し、再度 "SLIDE OPEN " を巧し続 
ける※1 

ムーンルーフびチルトアップの状態で1〇秒間停止し、 ’X 2微調節後1秒 
間停止します。チルトダウン後、いったん開いてから閉じます。 

因画回ムーンルーフび完全に閉まったことを確認し、スイッチか日手 
を離す 

《1途中でスイッチから手を離すと、最初からやり直しとなります。 

《210秒間停止した後にスイッチか6手を離すと、それ!;!降オート作動でさなく 
なります。その場合は、スイッチの "TILT UP " を押し続けてください。 
ムーンルーフびチルトアップし、1砂間停止します。その後、チルトダウ 
ンし、いったん開いてから閉じます。ムーンルーフび完全に閉まったこと 
を確認したら、スイッチから手を離してください。 

LU 上の操作を行ってち反転して閉じ切らない場合は、トヨタ販売店で点検を受 
けて < ださい。 

■販売店で設定可能な機能 

ドアロック連動ムーンルーフ開閉機能などの設定を変更できます。 
(カスタマイズ機能一覽一 P . 390) 
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A 警告 

■ムーン ルーフを開けているとさは 

なのことをおずお守りください。お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦走行 中はルーフから手や顔を出さない 
♦開 □部に腰かけない 

■ム ーンルーフを開閉ずるとさは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、骨折など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につ 
なびるおそれびあ D ます。 

♦ムーン ルーフを開閉や、チルトダウンす 
るとをは、乗員の手-腕•頭-首を挟ん 
だり巻を込んだりしないよラにま意して 
<ださい。 

♦お テさまには、ムーンルーフの操作をさ 
せないで < ださい。 

ムーンルーフに挟まれたり巻を込まれた 
りするおそれびあります。 


■挟み込み 防止機首目 

♦挟み込み 防止機能を故意に作動させるため、柔員の手•腕•頭-首などを挟ん 
だ D しないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

♦挟み込み 防止機能は、ムーンルーフび完全に閉まる直前に異物を挟むと作動し 
ない場合びあります。また、挟み込み防止機能は、スイッチを押し続けた状態 
では作動しません。指などを挟まないよラに注意してください。重大な傷害を 
受けるおそれびありを険です。 



-4. ドアガラス-ムーンルーフの開けち、閉めち 
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1- 已.給油のしかた 

給油□の開け方 


:欠の手順で給油□を開けてください。 

■ 給油する前に 

スマートエント U -& スタートシステム非 装着ま 

ドアとドアガラスを閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にして 
<ださい。 

スマート エン ト U -& スター トシステム 装着車 

ドアとドアガラスを閉め、"エンジンスタートストップ"スイッ 
チを OFF にして<ださい。 

■給油□の開けち 



レバーを引を上げて、給油口を 
開ける 


キャップをゆつ< り回して開け 
る 
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キャップを八ンガーにかける 


給油□のキャップを閉めるとさは 



キャップを"カチッ"と音びずる 
まで回して閉めまず。 

手を離すと、キャップびを方向に少し 
ちど0ます。 


曰知識 


I 燃料の種類 

4 GR - FSE エンジン車：無鉛レギュラーガソリン 
2白 R - FSE エンジン車：無鉛プレミアムガソリン撫鉛八イオク） 

I 燃料タンク容量 
約71 L 
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-已.給油のしかた 


A 警告 

■給油に ついて 

給油前にはなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D ます。 

♦ボデ ーなどの金属部分にふれて体の静電気を除去する 
除去しないと放電による乂巧で燃料に引火するおそれびあります。 

♦キャップを ゆるめたとさに、"シュー"といラ音びする場合は、その音び止まっ 
てからゆっくり開けてください。 

キャップを開けるとを、キャップのツマ5部分を持ち、ゆっくりと開けます。 
ゆっくりと開けないと気温び高いとを、給油□から燃料び吹を返すおそれびあ 
ります。 

♦給油 □に、静電気を除去していない人を近付けない 

♦気化した 燃料を吸わないよラにする 
燃料の成分には、有害物質を含んでいるちのちあります。 

♦喫煙し ない 

弓 I 火して火災を弓 I を起こすおそれびあります。 

♦車内に もどったり、静電気を除去していない人や帯電しているものにふれない 
再び帯電する可能性びあ0ます。 

■給油 時のま意 

♦給油を するとをは給油口にノズルを確実に挿入してください。 

ノズルを浮かして継ざ足し給油を行5と、オートストップび作動せず、燃料び 
こぼれる場合びあります。 

♦正常に 給油でさない場合は、スタンドの係員を呼んで指示に従ってください。 

■キャップ 交換時の警告 

トヨタ純正!;(外のキャップを使用しないでください。 

純正品を使わないと乂巧などを引を起こし、その結果重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 


S 已 





-已.給油のしかた 


A 汪意 
■給油ず るとをは 

指定し U がのガソ U ンや他の燃料（粗悪ガソ U ン、軽油、灯油、アルコール系燃 
料）を使用したり、燃料をこぼしたりしないでください。 

なのよラな状態になるおそれびあります。 

♦エン ジンの始動性び悪くなる 
♦ノッキングび 発生する 
参 エンジン出力びほ下する 
•排気 制御システムび正常に機能しない 
•燃料 系部品び損傷する 
♦塗装び 損傷する 
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1-6. 盜難防止システム 

エンジンイモビライザーシステム* 


キーに信号発信機び内蔵してあり、あ5かじめ登録されたキーじ(外で 
はエンジンを$台動でさません。 



"エンジンスタートストップ" 
スイツチを OFF にずると、シス 
テムの作動を知らせるために 
メーター内の表示打び点滅しま 
ず。 


□知識 — 

■システムび正常に作動しないとを 

♦キーび金属製のちのに接したり、覆われているとを 

♦キーび他の車両のセキュ U ティシステム用キー（信号発信機内蔵キー）と重 
なっているとさや接近しているとを 

■機能が正常に働かないおそれのある状況 

一 P' 30 


A 汪意 

■エンジン イモビライザーシステムを正常に作動させるために 

システムの改造や取りはずしをしないでください。システムび正常に作動しな 
し、おそれびあ0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















1-7. 安全にお使いいただくために 

正しい運拓姿勢 


:欠のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背もたれから 
背を離さない（一 P . 4日） 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラなシート位置にず 
る（一 P ' 49) 

B 各装置び操作しやずい背をた 
れのち度にずる 

□ SRS エアバッグび自分の胸 
の方へ向くよラな八ンドルの 
位置にずる（一 P . 65) 
且へッドレストの中央び耳のい 
ちばん上のあた0になるよラ 
にずる（一 P . 已 6) 

且シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 已 8) 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびありを険です。 

♦背 もたれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッドレ 
ストなどの効果び十分に発揮されずに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ D ます。 

♦フロン トシートの下にものを置かないでください。 

ちのび巧まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になって、重大な傷害 
におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。また、調整機構の 
故障の原因になります。 

■シ ートを調整ずるときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

♦ シートの下や動いている部分に手を近付けないで < ださい。 

指や手を挟み、重大な障害を受けるおそれびありを険です。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは乗員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトが体を拘束ずる働きと併せて乗員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



フ□ジト SRS エアバッグ 

□ 運転席 SRS エアノ（ッグ/目力手席 SRS エアノ（ッグ 
(運転者と目力手席乗員の頭や陶などへの衝撃を緩和） 

0 SRS 二ーエアバッグ 
(運転者の衝撃緩和を補助） 

SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテジシールドエアバッグ 

且 SRS サイドエアバッグ 

(フ□ント席乗員の陶などへの衝撃を緩和） 

□ SRS 力ーテンシールドエアバッグ 

(フ□ント席と U ヤシート外側席乗員のおちに頭部への衝撃を緩 
和） 


1 


運転する前に 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


□知識 


■ SRS エアバッグび展開ずると 


• SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびありま 
す。 


♦作動音とともに白いガスび発生します。 

♦フロント席.フ□ントピラー. U ヤピラー.ルーフサイドレールの一部分な 
どだけでなくエアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八フ-エアバッグ 
カバ— r ンフレーター）も数分間熱くなることびあります。エアバッグそ 
のちのち熱<な0ます。 

♦フロントウインドウガラスび破損することびあります。 

■ SRS エアバッグが作動するとさ（フ□ント SRS エアバッグ） 

♦フロント SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値够動も変おもしなし個定 
された壁に、約20〜30 km / h のを度で正面衝突した場合の衝撃の強さに 
相当する値）し U 上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するをのに 
衝突した場合や、ちぐりこむよラな衝突（例えば、車両前部びちぐ D こむ、 
下に入り込む、トラックの下敷をになる、など）の場合は、展開車速は設定 
値より高くなります。 

♦衝撃の強さび設定値に近い場合での前方からの衝突の場合には、フロント 
SRS エアバッグとシートベルトプ U テンシヨナーび同時に作動しない場合 
びあ0ます。 


■ SRS エアバッグび作動ずるとを 

( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテンシールドエアバッグは、衝撃の強さび 
設定値（約！.已 t の車両び、約20 ~ 30 km / h の速度で客室へ直角に衝突し 
た場合の衝撃の強さに相当する値）な上の場合に作動します。 


92 





1-7. 安全にお使いいただくために 


■衝突 lil がで作動ずるとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 

♦縁石や歩道の端など、固いをのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、柔り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 


■ SRS エアバッグび作動しないとき（フ□ント SRS エアバッグ） 

フロント SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃、横転、またはほ速での前 
ちからの衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃 
び前ちへの減連を十分に引を起こす場合には、フロント SRS エアバッグび作動 
することびあ0ます。 

♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグが作動しないとを 
( SRS サイドエアバッグ& SRS 力ーテンシールドエアバッグ） 

斜めから衝撃を受けた場含和、客室部分外の側面に衝撃を受けたときには、 
SRS サイドエアバツグと SRS カーテンシールドエアバッグが作動しない場合 
が友0ます。 



♦ 客室部分し^外の側面への衝撃 
♦斜めからの衝撃 


SRS サイドエアバッグと SRS カーテンシールドエアバッグは、前方和後方か 
らの衝撃、横転、または低速での側面からの衝撃で作動するよラには設計され 
ていません。 



♦前方からの衝突 
♦後方からの衝突 
♦横転 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■ トヨタ販売店に連絡び必要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 

トヨタ販売店に連絡する前にバッテ U - のケーフルをはずさないでください。 

♦いずれかの SRS エアバッグびふくらんだとを 

♦フロント SRS エアバッグはふくらまな 
かったび、事故で車両の前部び衝突した 
とを、または破損•変形などびあるとを 


• SRS サイドエアバッグと SRS 力ーテン 
シールドエアバッグはふくらまなかった 
び、事故でドア部分び衝突したとを、ま 
たは破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分やダッシュボード 
の助手席 SRS エアバッグ付近、インスト 
ルメントパネル下部び傷付いたり、ひび 
割れたり、その他の損傷を受けたとさ 


• SRS サイドエアバッグび内蔵されている 
シート表面び、傷付いたり、ひび割れたり、 
その他の損傷を受けたとさ 

参 SRS 力ーテンシールドエアバッグび内蔵 
されているフロント- U ヤピラー部、ルー 
フサイド部び、傷付いたり、ひび割れた 
り、その他の損傷を受けたとを 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■ SRS エアバッグについて 

必ずなのことをお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあ D ます。 

♦運転者と 乗員全てびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのちのです。 

♦助手席 SRS エアバッグは強い力でふくらむため、特に乗員びエアバッグに近 
付をすざると、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ 
ります。乗員び SRS エアバッグのふくらむ場所に近い場合は特に樹卖です。 
シートの背もたれを調整して、シートをでさるだけ SRS エアバッグから離 
し、まっすぐに座ってください。 

♦お 子さまびシートにしっかり座っていないと、 SRS エアバッグのふくらむ衝 
撃で重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。お 
モさまびルさくてシートベルトび使えないときは、チャイルドシートでしっか 
り固定してください。 

おテさまは U ヤ席に乗せ、チャイルドシートまたはシートベルトを着用させる 
ことをおすすめします。（一 P .109) 

参 シートの縁に座ったり、ダッシュボード 
にをたれかかった0しない。 


♦お テさまを助手席 SRS エアバッグの前に 
立たせたり、ひざの上に抱いたりしない。 

♦運転者 および助手席柔員は、ひざの上に 
何を持たない。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


♦ ドアやフ□ント-センター- U ヤピラー- 
ルーフヴイ ドレールへ寄りかからない。 


♦助手席 和、 U ヤシート外側席でドアに向 
かってひざをついたり、窓から顔料手を 
出したりしない。 


♦ダッシュ ボード、八ンド V レのパッド部-イ 
ンストルメントパネル下部などには何ち 
取りつけたり、置いたりしない。 


♦ドア、 フ□ントガラス、ドアガラス、フ 
□ントおよび U ヤピラー、ルーフサイド 
レール、アシストグ U ップなどには何ち 
取り付けない。 


SRS エアバッグについて 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■SRS エアバッグについて 

♦ SRS こーエアバッグがふくらむ場所にビこールカバーが付いている場含は、 
取り除いてください。 

♦ SRS サイドエアバッグがふくらむ場所を覆ラよラなシートアクセヴ U —を使 
用しないで<ださい。エアバックが展開する際、アクセヴ U —が干渉するおそ 
れがあります。そのよラなアクセヴ U —がエアバッグが正常に作動するのをさ 
またげ、システムを不能にしたり、またはエアバッグが誤って展開したりし 
て、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につながるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たた<など過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグが正常に作動しなくなるおそれがあります。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだ直後は、構成部品が熱くなっているため、ふれ 
ないで < ださい。 

♦ SRS エアバッグがふくらんだあとに、もし呼吸が苦しく感じたら、ドアやド 
アガラスを開けて空気を入れるか、安全を確認して車外に出て<ださい。皮膚 
の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早<洗い流して<ださい。 

♦ SRS エアバッグが収納されているパッド部およびフ□ントピラーガーニッ 
シュ部に傷が付いていたり、ひび割れがあるときは、そのまま使用せずトヨタ 
販売店で交換して < ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

• SRS エアバッグの取りはずし.取り付け.分解.修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード、シート、シート表皮、 
フロント.センター. U ヤピラー.ルーフサイドレール周辺の修理、取りはず 
し、改造 

♦フロン トフてンダー、フロントバンパー、車両客室側面部の不適切な修理•改造 

♦グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウインチなどの 
取りつけ 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取口付け 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

子供専用シート 


子供専用シートの固定機構を使用して、子供専用シートを固定ずるこ 
とがでさまず。 



• おモさまの年齢や体格に合わせて、適切なモ供専用シートをお運びく 
ださい。 


• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は200日年10月1曰施行の保安基準に適合した IS0FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 



■質量グループについて 

ECE R44 &の基準に適合ずるモ供専用シートはおモさまの体重により 
次の已種類に分類されまず。 


グルー プ〇 : 10kg まで 
グループ 0+ : 13kg まで 

グループ I : 日〜 18kg 
グループロ ： 1 已〜 2 已 kg 
グループ in : 22〜 36 kg 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介しまず。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表示される分類記号と、それにとちなラ取0付け器具 
の記号にな0まず。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


べビーシート 



ECE R44 基準のグループ0、0^ 
にホ目当 


チャイルドシート 



ECE R44 基準のグループが 
にホ目当 



ECE R44 基準のグループ n、 の 
にホ目当 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


I シート位置別子供、専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り付け) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

( lOkg まで） 

X 

U 

UF 

が 

(13 kg まで） 

X 

U 

UF 

I 

(目〜 18 kg ) 

前向を UF 

ラしろ向を X 

U 

UF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF 

U 

UF 

m 

に2〜36喊 

UF 

U 

UF 


♦ 上記に記入ずる文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテゴ U —のモ供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’ U —の前向を 
子供専用シートに適しています。 

X :モ供専用シートを取り付けることはでをません。 

モ供専用 シー トの装着に際しては子供専用 シー トの取扱い説明書ちご確認<ださい。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


♦ 上表に記入する文字の説明 

(1): サイズ等級表示 （A から G) のない子供専用シートの各シート位置での IS 日 FIX 対 
応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちまたは 
販売業ちにご相談 < ださい。 

IUF: この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ ’U —のに日 FIX 
対応の前向を子供専用シートに適しています。 

IL: 侶日 FIX 子供専用シートの U ストに示す「特定自動車」、「限定」、または「準況用」 

カテコ ’U —の子供専用シートに適しています。 

X :に日 FIX 子供専用シートを取り付けることはでをません。 

子供専用 シー トの装着に際しては子供専用 シー トの取扱い説明書ちご確認下さい。 
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質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両 IS 日 FIX 位置 

U ヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

白 

IS 0/ L 2 

X 

0 

(1 日 k 呂まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

が 

(13 k 呂まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

I 

(目〜 18 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

臣 

IS 0/ F 2 

IUF 

臣1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 

A 

iS 0/ F 3 

IUF 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

m 

(22 〜吕 6 k 呂） 


(1) 

X 


I シート位置別子供専用シート適合性一覧表 
り SOFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 




1-7. 安全にお使いいただくために 


[旧 OFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

ISO 円 X 子供専用シート 

カテ j ’ u — 

0 (10 k 巨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 

0+ (13 kg まで） 

E 

IS 0/ R 1 

トヨタ純正 NE 0 G-Child 
ISO BABY 

準況用 


表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業をまた 
は販売業をにご相談下さい。 


曰知識 

■ ISOFIX 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合している子供専用シートの取り付け専用です。それしツ外のち 
のを使用することはでをません。 

■子供専用シートの選択-使用について 

♦おテさまに最適な子供専用シートにつしでは、テ供専用シート製造業者、または 
販売業者にご相談ください。 

♦体び十分大き<、テ供専用シートび不必要なおテさまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使巧してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■シートベルトで取り付ける（一 P . 109)タイプの子供専用シートの選択につい 
て 

「シート位置別テ供専用シート適合性一覧表」（一 P.102) を参照し、テ供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応するテ供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 

■ ECE R 44適合の旧0円 X 対応子巧専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覽表」 UP. 103) を確認して、適切 
なシートを選択してください。 

I 3画 111 お子さまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) :体重び1已 k 目の場合、質量グループは「I」になります。 

I 編 2 I サイズ等級を選択する 

IHIfll 1I でお認した-「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認し 
ます。※ 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級はに」 . の」- 「E」 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「I」の場合、サイズ等級は 「A」 '旧」' 旧1」 ' 
に」 • 「□」び該当します。 

&ただし、 該当のサイズ等級でち適合性一覧表の r 車両旧 OFIX 位置」に 
「X」と記載されているちのは還択でをません。また、 nu と記載され 
ている場合は、 nSOFIX 子供専用シートの U スト」（一 P . 104) で指定 
されている製品を使用してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



テ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

ミ化用（ユニバーサル）テ供専用シートには、 
なに示すマーク-ラベル類び表示されてい 
ます。**^ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 



□ ISOFIX 対応テ供専用シートであること 
を术す表 W 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異な D ます） 

I m \ 21で確認したサイズ等級に適合し 
ているものを選択してください。 


UNIVERSAL 9- 18 kg 



04**木* 


且ミ化巧（ユニバーサル）テ供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL はミ化用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 



□ トップ テヴー （一 P .109) を示す マーク 
商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


■旧 OFIX 対応モ供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向さ幼お用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

低型前向さ幼児田チャイルドシート 

目 1- に日 / F 2 X 

低型前向さ幼児用チャイルドシート 
(目-侶日 FIX / F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

ル型後向を幼お用チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向を乳お用チャイルドシート 

F - IS 0/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席にモ供専用シートを取り付けるとき 

やむを得ず助手席に子供専用シートを取り付ける場合には、助手席シートをな 
のよラに調整し、テ供専用シートを前向をに取り付けてください。 


♦背ちたれを直立状態にする 
♦シートをいちばんラしろに下げる 

♦シートベルトの高さをいちばんほい位置 
まで下げる 


■キャ U コッ トについて 

キヤ1」コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し < はテ供専用シート製造業者または販売業者にお尋ね < ださし、。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子 巧専用シートを使用しない場合 

♦子供 専巧シートを使用しないとさであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください（一 P . 110、 P . 11 1) 。ゆるめた状態で客室内 
に置くことは避けてください。 

♦子供 専巧シートの取りはずしび必要な場合は、車両からはずしてな管するか、 
トランク内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 

チヤイルドシート （ 子供き用シート）の取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるときは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安全のために、チャ 
イルドシートはリヤシート外側シートに取付けてください。 

取り付け方法は、商品に付属の取扱説明書に必ず従ってください。 



シートベルトによる取り付け 
(一 P ' 11 0) 



nisoFix 対応チャイルドシー 
卜固定専用バー（一 P . 11 1) 

1」ヤシートの外側の座席に装備さ 
れています。（固定専用バーび装備 
されていることを示すタグびシー 
卜についています。） 

曰トップテヴーアンカー 
(一 P . 1 12) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプテヴーアンカーは U ヤシー 
卜後ちのバッケージトレイに装備 
されています。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 


チャイルドシートにシートベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ"と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる 

チャイルドシートに付属の取扱書に 
従い、シートベルトをチヤイルドシー 
卜にしっかりと固定させてください。 


チャイルドシートにシートベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ側売）を 
使用して固定ずる 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。（□ツキングク U ツプ品ま： 

731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを軽くゆさぶり、しっかりと固定されて 
いることを確認してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用パ’ 一& トップテザーアンカーで固定する 





背ちたれの角度を調整する 

U クライニングレバーを引さ上げな 
びらいったん背もたれを前に倒し、一 
段目の固定位置まで起こします。 

P . 已 2) 


上下位置調整が可能なへッドレス 
卜装着車はへッドレストをいちば 
ん下まで下げる P . 曰 6) 


固定専用 バーの 位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれの商品に付 
属の取扱説明書に従ってください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



フタを開けて、トップテヴーアン 
カーにフックを固定し、テヴーべ 
ルトを締める 

テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを確認 
します。 



取り付けたチヤイルドシートを軽 
くゆさぶり、確実に取り付けられ 
ていることを確認ずる 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的にお子さまをな護するために、必ずお子さまの年齢 
や体の大ささに合ったシートベルトまたはチャイルドシートを使用してくだ 
さい。おモさまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりませ 
ん。事故の際、お子さまびフ□ントガラスや柔員、室内の装備にぶつかり、重 
大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦お テさまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して1」ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チャイルド シートに座らせている場合でも、ドア•シート•フロントピラー付 
近におテさまの頭や体のどの部分ちをたれかけさせないよラにしてください。 
SRS エアバッグびふ< らんだ場合、大変を険であり、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。おずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよ<お読みの 
上、確実に取り付け、使用ち法をお守り<ださい。使用方法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■チ ャイルドシートを取り付けるとさは 

♦お テさまをシートベルトで遊ばせないで< ださい。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シートベルトと バックルび固定されていて、ベルトびねじれていないか確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦チ ヤイルドシートを固定したあとは、シートを調整しないでください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■チ ヤイルドシートを取り付けるとさは 



♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の U ヤ席に取0付 
けて < ださい。 

♦助手席 シートとチャイルドシートび干渉 
しないよラに、助手席シートを調整して 
<ださい。 



♦やむ を得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシー 
卜を5しろ向をに取り付けないでください。 

ラしろ向をに取り付けていると、事故などで助手席 SRS エアバッグびふくら 
んだとを、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 

助手席側のサンバイヴーに、同内容の警告文び表示されています。併せて参照 
してください。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるとさは 

♦やむ を得ず助手席に前向をにチャイルド 
シートを取り付ける場合には、助手席 
シートをいちばんラしろに下げて取り付 
けて < ださい。 

助手席 SRS エアバッグはかなりの速度と 
力でふくらむので、お守りいただかない 
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるよラにしてください。ベルトを首から離すと供に肩から落ちないよラに 
してくださし、お守 D いただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害に 
およぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
び無いか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


A ミち意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとをはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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1-7. 安全にお使いいただくために 



運なするとをに 2 


2-1 .運転のしかた 

運転にあたって . 118 

エンジン（イグニッション）スイッチ 
(スマートエント U — & 

スタートシステム非装着車）…127 
エンジン（イグニッション）スイッチ 
(スマートエント U —& 

スタートシステム装着車).…130 

オートマチック 

トランスミッション . 13已 

方向指示レバー . 142 

パーキングブレーキ . 143 

ホーン（警音器） . 144 

2-2 .メーターの見方 

計器類 . 14已 

表示灯/警告な . 152 

ドライブモニター （ 常時発光式 
X —ター装着車） . 156 

マルチインフォメーション 
ディスプレイ（オプティト□ン 
ーター装着車） . 159 


2-3. ライトのつけ方- 
ワイパーの使い方 

ライトスイッチ . 163 

フォグライトスイッチ . 168 

ワイパー&ウォッシヤー 
(フ□ント） . 171 

ワイパー&ウオツシヤー 


(U ャ） . 176 

2-4. その他の走行装置の 
使い方 

レーダークルーズ 

コント□ール . 178 

ク U アランスソナー . 189 

運転を補助する装置 . 198 

ヒルスタートアシスト 
コント□—ル . 2日已 

PCS (プ U クラッシュ 
セーフテイシステム） . 207 

2-5. 様々な状況での運転 

荷物を積むとをのま意 . 213 

寒;令時の運転 . 21巳 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむがけて、巧の手順で走行ください。 


■エンジンをかける（一 P . 127、 P .130) 

■発進する 

固画でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 
(一 P' ] 35) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる（一 P .143) 

固画回ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<り踏み発進ずる 


■停車する 

固画のシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にする。（一 P . 1 35) 

■ 駐車する 

固画のシフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回パーキングブレーキをかける（一 P .143) 

固画回シフトレバーを P にずる（一 P . 135) 

坂道の途中で駐車をする場合は必要に応じて、輪止めを使用して<ださ 
しん 


輪止めはトヨタ販売店で磨入することびでさます。 

旧腳141 

スマートエジト U -& スタートシステム非装着ま 

エンジンスイッチを回してエンジンを停止ずる 

スマー トエジト U -& スター トシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチを巧してエンジンを停止 
する（一 P .130) 

固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


[上り坂の発進のしかた 

固画でパーキングブレーキをしっか0かけ、シフトレバーを D にずる 
旧11121 アクセルペダルをゆっくり踏む 

nan 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し発 
進ずる 

U 知識 

■雨の曰の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
たりするので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ンド 
ルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにしてく 
ださい。 

■運面標識の取り付け 

磁石式の巧む者運転標識や高齢ち運転標識などをアル5ボデー部に取り付ける 
ことはでをません。 

■ 環境にやさしい運転をずるには 

エコドライブインジケーターランプび点な 
すると環境にやさしい運転をしていること 
をお知らせします。 

必要しツ上にアクセ j レペダルを踏むと消灯し 
ます。 

なお、なの2つの条件を満たすと作動しま 
す。 

♦ D で走行中(シフトパドル装着車は、シ 
フトパドル未使用時） 

♦走行モードび通常走行モードまたは 
エコドライブモード 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■発進ず るとをは 

エンジンびかかったまま停車しているとをは、常にブレーキペダルを踏んでい 
てください。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 

■運 面ずるとをは 

♦踏み 間違いを避けるため、フレーキペダルとアクセルペダルの位置を巧握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ0ます。 

-後退するとをは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでさるよラミ主意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行したり、可燃物付近に車を止めたりしないで < ださ 
い。 

排気管や排気ガスは高温にな D 、 可燃物び近くにあると火災になるおそれびあ 
〇を険です。 

♦シフト レバーを前進側のシフトポジションに入れたまま惰性で後退したり 、 R 
に入れたまま惰性で前進することは絶対にやめてください。 

エンジンび止まり、ブレーキの効きび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因となるおそれびあります。 

♦ま 内で排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認して<ださい。多量の排気ガスび眠気を招を事故の原因になるほ 
か、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります 
すみやかにトヨタ販売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦走行 中にましてシフトレバーを P の位置に動かさないでください。 

機械に重大なダメージを与えると共に、車びコント□ールを失ラ場合びありま 
す。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦前ち 走行中にミ夫してシフトレバーを R の位置にしないでください。 

トランス5ッシヨンに重大な ダメージを 与えると共に、車びコント ロールを 失 
ラ場合びあります。 

♦走行 中はシフトレバーを N にしないでください。 

N にすると、エンジンブレーキびまったく効かないため、思わめ事故につな 
びるおそれびあ0ます。 

♦走行 中はエンジンを停止しないでください。 

ノてワーステア U ングおよびブレーキ倍力装置は、エンジン回転中でないと作動 
しません。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使いすざると、フレーキびオーバーヒートして正常 
に機能しなくなります。（一 P . 13己） 

♦走行 中は八ンドル•シート-ドア5ラー-インナ ー= ラーの調整をしないでく 
ださい。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。八ンドル-シート-ドア5ラー-インナー5 
ラーの調整をしないでください。 

運転を誤り、思わめ事故の原因となって重大な傷害や死 t のおそれびありを険 
です。 

♦すべての 乗員は頭や手、その他の体の一部を車から出さないよラにして < ださ 
し)。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦オフロード 走行をしないでください。 

♦本格的な オフ□ー ド走行を目的とした 4 WD 車ではありません。やむを得ず才 
フロー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
びあ D ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ずべ りやずい路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ-急加速-急八ンドルはタイヤびス U ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すベ0するなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

• 水たまり走行後はブレーキペダルを軽く踏んでブレーキび正常に働くことを確認 
してください。ブレーキパッドび濡れるとブレーキの効きび悪くなったり、めれ 
ていない片方だけび効いた0して八ンドルを取られ、思わめ事故につなびるおそ 
れびあ D 危険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

シフトレバーび P または N しツかにあると、車び急発進して思わめ事故につなび 
るおそれびあ〇を険です。 

■さしみ やひつかさ音が聞こえた5 (ブレーキパッドウエアインジケーター) 

でさるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け、ブレーキパッドを交換してくださ 
い。 

必要なとさにパッドの交換び行われないと、ローターの損傷につなびる場合び 
あります。 

ブレーキパッドやディスクローターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、思 
わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■停車ず るとをは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P または N 化列にあると、車び急発進して思わめ事故につなびる 
おそれびあ D 危険でず。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。 

どラしても必要な場合は、開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこ 
ないことを確認してください。 


1吕吕 





2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦車び 動き出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキペダル 
を踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。 

♦あ 道で停車するとさは、前後に動さ出して事故につなびるのを防ぐため、常にブ 
レーキペダルを踏み、必要に応じてノくーキングブレーキをかけてください。 

■駐車ず るとをは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないでくだ 
さい。 

放置したままでいると、巧のよラなことび起こるおそれびあり危険でず。 

-ライターやスプレー宙か日ガスびもれたり、出火する 
-プラスチックレンズ■プラスチック素材のメガネび、を巧またはひび割れを 
起こす 

-炭酸飲料のちび破裂して車内を巧した D 、 電気部品びショートする原因に 
なる 

♦ライターを ま内に放置したままにしないでください。ライターをグローフボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだ D シートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウインドウ ガラスなどには吸盤を貼りつけないでください。また、インストルメ 
ントパネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないでください。 
吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火がにつなびるおそれびあり危険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦車から 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーを P にし 
てエンジンを止め施綻してください。 

エンジンびかかっているあいだは、車から離れないでください。 

♦エンジン 回転中または停止直後はマフラーに触れないでください。 

やけどをするおそれびあ0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦降雪 時や雪び積ちった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死 t 
に至るおそれびありを険です。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色-無臭で有害な一酸化炭素 （ C 0) び含まれているため、排気 
ガスを吸い込むと重大な健康障害や死亡に至るおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所ではエンジンを停止して<ださい。 

とくに車庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管の腐食などによる巧や亀裂、およ 
び継ぎ手部の損傷、また、排気管の異常などに気づいた場合は必ずトヨタ販売 
店で点検整備を受けて<ださい。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵入 
し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブ レーキびめれているとをは、普段よりちを意して走行してください。 
ブレーキびめれていると、制動距離び長くなり、ブレーキのかかりに、左ちの 
違いび出るおそれびあります。また、パーキングブレーキびしっかりとかから 
ないおそれちあ0ます。 

♦ブレーキ 倍力装置び機能しないときは、他の車に近付いたりしないでくださ 
し、また、下り坂や急カーブを避けてください。 

この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

♦万ー エンジンび停止したときは、ブレーキペダルをくり返し踏まないでくださ 
し、。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいま 
す。 

♦ブ レーキシステムは2つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、ちラーちは作動します。この場合、フレーキペダルを通 
常より強<踏む必要びあ D 、 制動距離び長<な0ます。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した ときは （4 WD 車） 

いずれかのタイヤび宙に浮いているとをは、むやみに空転させないでください。 

駆動系部品の損傷や、車両の飛び出しによる思わめ事故につなびるおそれびあ 

D ます。 


A ま意 

■運転 中は 

坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、アクセルペダルとブレー 
キペダルを同時に踏んだ D しないでください。 

■駐車ず るとさは 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 
り' 誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦バ ワーステア U ングモーターの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいに回した 
状態を長く続けないでください。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 汪意 

■ 走行中にタイヤ占りンクした5 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
•異常な 振動びある 
♦車両び 異常に傾< 

タイヤびパンクした場合は新しいタイヤに交換してください。（一 P . 360) 

■冠 水路走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を与えるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

参電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとさは必ずトヨタ販売 
店でなの点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン. 才ートマチックトランスミッション.トランスファー (4 WD 車)、 
ディファレンシャルなどのオイルやフルードの量および質のを化 

♦プロペラ シャフト、各ベア U ング、各ジョイント部などの潤滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’ニジシヨン)スイッチ(ストにント11イスタ-トシステム臟) 


n パーキングブレーキびかかっ 
ていることを確認ずる 
0シフトレバーび P の位置にあ 
ることを確認ずる 
且運転席に座ってブレーキぺダ 
ルをしっか0踏む 
Q エンジンスイッチを" START " 
の位置にまわす 


■ エンジンスイッチの位置の切りかえ 

□ LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックびかかり 
ます。 

' シフトレノ（一の位置びドのと 
を、キーを巧を挿しすることび 
でをます。 

且 ACC " 

オーディオなどの電装品び使用で 
をます。 

且 " ON " 

すべての電装品び使用でをます。 

□ START " 

エンジンび始動でをます。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■キーを " ACC " か6 " LOCK " にまわずには 
I ； 1111 I シフトレノく一が P の位置にあることを確認する 

キーを押し込みながら" LOCK " までまわ 
す 


■ ステアリング□ックを解除ずるには 

八ンドルを左ちに動かしながら、エンジン 
スイッチをまねして<ださい。 


■キー巧き忘れ警告ブザー 

キーが挿してあり、エンジンスイッチが " ACC " または " LOCK " のとさ、 
運転席ドアを開けると警告音が鳴ります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ D ます。 

走行中の警告 

走行中はエンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 

緊急時は走行中にエンジンを切り、 " ACC " にしてください。走行中にエンジン 
び停止すると思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとさは、エンジンスイッチを " ACC ’’または" ON ’’ 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとき 

♦一度に 30砂 liLh スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

参を しエンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン(イク’こジシ3ン)スイッチ(ス 7- にントリ -& スタ-トシステム if ま) 


電子キーを携帯して;欠の操作を行ラことで、エンジンの始動または 
モードを切0かえることびでさまず。 

■エンジンのかけち 

固画でパーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
固画互シフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
旧 WI 3 I ブレーキぺダ J しをしっかり踏む 

スイッチ上のインジケーターび緑色に点なしまず。 

緑色に点なしていないと、エンジンは始動しません。 

エンジンスタートストップ" 
^イッチを巧す 

エンジンび始動するまで最大吕已 
秒間 スターターび 回転します。 

完全にエンジンび始動するまでブ 
レーキペダルを踏み続けて<ださ 
しん 

どのモードからでちエンジンを始 
動でをます。 


n 画の パーキングブレーキをかける(一 P . 143) 

因画回シフトレバーを P の位置にずる（一 P .135) 

シフト ポジションび P であることをメーターで 確認す る。 （^ P . 145) 
nUTTI " エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
mr 可 ブレーキペダルからゆっくり足を離した状態にして " エンジ 
ンスタートストップ"スイッチのインジケーターび消巧し 
ていることを確認ずる 



■ エンジンの停止方法 

hUM I 車両を完全に停止させる 
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2-1 .運転のしかた 


■" エンジンスタートストップ"スイッチのモード切りかえ 
ブレーキペダルを踏まずに"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を押ずと、モードを切りかえることびでさまず。（スイッチを押ずご 
とにモードが切りかわりまず） 



□ OFF 

シフトレバーび P しソ外のとをは 
OFF になりません。 

曰ア クセサ U —モード 

アクセヴ1」ーソケットなどの電装 
品び使用でをます。 

且イグ ニッシヨン ON モード 
すべての電装品び使用でをます。 

スイッチ上のインジケーターび撞 
色に点なします。 

《：シフトレバーび P じ(外のとを 
はアクセヴ I 」 ー モードになり、 
OFF になりません。 
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2-1 .運転のしかた 


[シフトレバーが P じ(外でエンジンを停止したときは 

シフトレバーび P じ(外でエンジンを停止させた場合、エンジンは停止し 
ますび、"エンジンスタートストップ"スイッチのモードは OFF にな 
0 ません。次の手順で OFF にしてください。 

Hi 画で パーキングブレーキびかかっていることを確認ずる 
I ミ 3MI2I シフトレバーを P の位置にずる 

I 彌131 " エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび程 
色に点なしていることを確認し、"エンジンスタートストップ" 
スイッチを1回巧ず 

1彌1 4 I " エンジンスタートストップ"スイッチのインジケーターび消 
巧していることを確認ずる 


□知識 — 

■自動電源 OFF 機能 

シフトレバーび P にあるとを1時間じ(上アクセヴ U - モードかイグニッシヨン 
ON モード（エンジン始動していない状態）にしたままにしておくと、"エンジ 
ンスタートストップ’’スイッチび自動で OFF になります。 

ただし、自動電源 OFF 機能は、バッテ U- あびりを完全に防ぐものではありま 
せん。エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ’’ス 
イッチをアクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時 
間放置しないでください。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチの操作について 

"エンジンスタートストップ"スイッチを操作する際は、短く確実に押してく 
ださい。確実に押せてない場合は、モードの切りかえやエンジン始動びでさな 
い場合びあります。また、確実に操作すれば押し続ける必要はありません。 

■ 電子キーの電池の消耗について 

一 P' 34 

■スマートエントリー&スタートシステムが正常に働かないおそれのある状況 

一 P' 30 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■ご留意いただをたいこと 

一 P' 31 

■ エンジンび始動しないときは 

エンジンイモビライヴーシステムび解除されていない可能性びあります。 

( 一 P' 88) 

■ステアリング□ックについて 

" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとにドアを開閉する 
と、ステア U ングロック機能により八ンドルび固定されます。"エンジンスター 
ト ストップ" スイッチを操作すると、ステア U ングロックは自動で解除されま 
す。 

■ステアリング□ックび解除できないときは 

マルチインフオメーシヨンデイスプレイに 
メッセージび表示され、"エンジンスター 
ト ストップ’’ スイッチ上のインジケーター 
び緑色に点滅します。八ンドルを左ちにま 
わしなびら再操作してください。 


■ ステアリング □ックモーターの 才 一/ ヒート 防止について 

短時間にエンジン始動-停止を<り返すと、モーターのオーバーヒート防止の 
ために作動制限することびあります。その場合は操作を控えてください。2砂 
程度でもとの状態にちどります。 

■" エンジンスタートストップ"スイッチ上のインジケーターび撞色に点滅した 
ときは 

システムに異常びあるおそれびあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受け 
て < ださい。 

■電子キーの電池が切れたとさは 

一 P. 373 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるときは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをミ夫してアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ D ます。 

■ 緊急時のエンジン停止ち法 

走行中にエンジンを緊急停止したい場合には、3砂し U 上"エンジンスタートス 
トップ’’スイッチを押し続けてください。 

ただし、緊急時(かは走行中に"エンジンスタートストップ’’スイッチに触 
れないでください。走巧中にエンジンび停止すると、思わめ事故につなびるお 
それびあ0ます。 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンびかかっていないとをは、"エンジンスタートストップ’’スイッチを 
アクセヴ U - モードまたはイグニッシヨン ON モードにしたまま長時間放置し 
ないで < ださい。 

■エンジンを 始動ずるとさ 

♦エンジンび をえた状態で空ぶかししないでください。 

参 もしエンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただち 
にエンジンの点検を受けてください。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランスミッション 


状況に応じてシフトポジシヨンをお選びください。 
■シフトレバーの動かしち 



スマートエント U -& スタートシステム 非装着車 

^エンジンスイッチび " ON " の状態で、ブレーキペダルを踏ん 
だまま操作しまず。 

スマートエント U -& スタートシステム 装着ま 

^ " エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッション ON 
モードの状態で、ブレーキペダルを踏んだまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に 
止めてから行ってください。 



13已 
























2-1 .運転のしかた 


■シフトポジションの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動-停止 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行**^1 

S 

S モー ド走行※2 
(一 P . 1 38) 


1燃費向上や騒音の低減のために、通常は D ポジションを使用して<ださい。 

2 S モードではエンジンブレーキカの選択び巧能です。また、 D ポジションに 
<らべエンジン回転数を高<制御するため、加速応答性が向上します。 
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2-1 .運転のしかた 


■ 走行モードの選択 

走行使用条件にあわせて次のモードを選おでさまず。 

n エコドライブモード 

車両駆動力とエアコンの作動を抑 
え、燃費を向上させる走行に適し 
ています。 

曰通常走行モード 

エコドライブ モード、スポーツ 
モード、スノーモードの すべてび 
OFF の状態です。 

且スポーツモード 

カーブのをい山道や高速で走行す 
るとをに適しています。 

Q スノーモード 

雪道などすベりやすい路面での発 
進や走行に適しています。 

さモードを OFF にずるには、もう一度同じモードのスイッチを巧 
すか、他のモードのスイッチを巧しまず。 

また、スポーツモードまたは、エコドライブモードび ON の状態は 
エンジンスイッチを "LOCK" (スマートエント U-& スタートシ 
ステム非装着車）または"エンジンスタートストップ"スイッチ 
を OFF( スマートエント U -& スタートシステム装着車）にしても 
記憶されていまず。 
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2-1 .運転のしかた 


[ S モー ドでのシフトレンジ切りかえ 


シフトレバーを S の位置にして、シフトレバーまたはシフトパドル*を 
操作しまず。 

シフトレバー 




BT021AW010 


シフトパドル* 


n シフトレンジを上げる 
曰シフトレンジを下げる 



n シフトレンジを上げる 
曰シフトレンジを下げる 


S ポジションへ操作したとさの初期シフトレンジは、車速に応じて已レ 
ンジまたは4レンジに設定されまず。ただし D ポジションにて AI-SHIFT 
制御中はそれに従い、孩]期のシフトレンジび3レンジまたは2レンジに 
なる場合びありまず。（一 P .140) 
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2-1 .運転のしかた 


■シフトレンジ機能 


シフトレンジ 

機能 

6 

スピードや走行条件に応じて、 ' 
動的に変わります。 

1速から6速のギヤが自 

己 

スピードや走行条件に応じて、 ' 
動的に変わ D ます。 

1速から已速のギヤび自 

4 

スピードや走行条件に応じて、 ' 
動的に変わります。 

1速から4速のギヤが自 

3 

スピードや走行条件に応じて、 ' 
動的に変わ D ます。 

1速から3速のギヤが自 

2 

スピードや走行条件に応じて、 ' 
動的に変わります。 

1速から2速のギヤが自 

1 

ギヤび1速に固定されます。 


シフトレンジの数字がルさい方びエンジンブレーキカは大さくな0ます。 
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2-1 .運転のしかた 


口知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に知らせま 
す。 

■ S モード 

4レンジな下のとさ、シフトレバーを"+’’側へな持すると、6レンジに設定 
されます。 

■シフトダウン制限警告ブザー 
( S モード走行時） 

ま全や走行性能を確なするため、シフト操作には制限びあり、シフトレバーを 
操作してちシフトできない場合びあります。シフト操作によるシフトダウンび 
行われない場合は警告ブヴーび鳴ります。 

■レーダークルーズコント□-ル*を使って走行しているとき 

S モードで走行時に已または4へシフトダウンしてもエンジンブレーキは効を 
ません。 


■ S モードに関ずる自動変速について 

1〜已レンジび選択された状態で加速し、エンジン回転数びレッドゾーン付近 
になると、自動的に1レンジずつシフトレンジアップされます。 

■シフトレバーを P か5シフトできないとさは 

一 P . 370 


■ NAVI • AI - SHIFT について（メーカーオプシヨンのナビゲーシヨンシステム装着 

車） 

ナビゲーシヨンシステムの機能を利用した、高度な自動変速制御の機能です。使 
用ち法は、別冊「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


■ AI - SHIFT について 


AI - SHIFT は、運転者の運転操作と走行状況により、自動的に最適なシフトレン 
ジに切りかえます。 AI - SHIFT は、シフトレバーを D にしているときに自動的 
に作動します。（シフトレバーを S にすると、機能び解除されます。） 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


■-時的なシフトパドルの操作について 

シフトレバーを D の位置で走行中、シフト 
パドルを操作することにより任意の変速段 
を選択することびでをます。この場合、シ 
フトポジション-シフトレンジ表示灯に D 
び点灯し、変速段び表示されます。 

一時的な S モードはなの状態になると解除 
されます。 


♦同一変速段で、アクセルペダルを一定時間し U 上踏み続けたとを 
♦シフトパドルのシフトアップ側を一定時間し义 h 押し続けたとさ 
♦車両停止状態のとを 


A 警告 


■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作和、エンジンブレーキカの急激な変化が横すベり和スピンの 
原因となりますので注意して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

方向指お レバー 


レイ（一操作により、；欠のように運転者の意思を表示ずることびできま 



n 左折 
曰ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側方向指示な 
び点滅します。 

Q ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


曰知識 
■作動を件 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧 装着車 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

スマー トエントリ ー & スター トシステム 装着 ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードのとを 
■表示巧の点滅び異常に速くなったときは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



パーキングブレーキをかけるに 
は、ち足でブレーキペダルを踏 
みなびら、左足でパーキングぺ 
ダルをいっぱいまで踏み込む 
(再度踏み込むと解除される） 


曰知識 


■パーキングブレーキ未解除警告ブザー 

^ P . 3已已 


A 警告 


I 走行前のま意 

パーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレー 
キの効をび悪くなった D 、早く摩耗した D するおそれびあ D ます。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン（警音器) 



白知識 — 

■ A ンドル位置を調舊したをは（マニュアルチルト&テレスコピック装着車) 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 6已） 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


常時発が式メーター 



n タコ; >(ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

曰オドーター/卜 U V つ乂~夕 ~/ドライブモニター 
•オド六ーター 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップ ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 U ップ目の2種類で使い分けることびで去ます。 
♦ ドライブモニター 

平均燃費、エコドライブインジケーターゾーン表示/瞬間燃費/が気温/ 
エコドライブインジケーターランプユーヴーカスタマイズを表示させるこ 
とびでさます。 

且スピード ーター 
車両の走行速度を示します。 

Q 燃料計 

燃料残量を示します。 



14己 





















2-2. メーターの見方 


且メーター明るさ調整ボタン 

斗.1已日 


回シフトレンジ表示 

^選択しているシフトレンジを表示します。 

□ 表示切りかえボタン 

オドーター/卜 U ップーター表示/ドライブモニター表示の切りかえびで 
をます。 

また、卜 U ップ ーター表示中に押し続けると、走行距離び日にちどります。 

0水温計 

エンジン;令却水の温度を示します。 
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2-2 .メーターの見方 


オプテイト□ンメーター* 



□ □ □ な白 


_ BT022AW002 

"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッシヨン ON モード 
にずるとメーターび点なしまず。 

□ タコ メーター 

毎分のエンジン回転数をおします。 

0マルチインフオメーシヨンディスプレイ 

峡1已9 

且オドメーター/卜 U ップメーター/エコドライブインジケーター 
ランプユーヴーカスタマイズ 

♦オド メーター 

走行した総距離を表示します。 

• トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜1」ップ A 、 卜 U ップ B の吕種類で使い分けることびでをます。 
• エコドライブインジケーターランプユーヴーカスタマイズ 
エコドライブイン ジケーター ランプの点な/消なをキャンセルでをます。 


* :グレード等によりメーターの意匠は異なります。 
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2-2. メーターの 見方 


Q スピードメーター 
車両の走行速度を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

且 メーター明るさ調整ボタン 

斗.1已日 

B シフトレンジ表示 

^選択しているシフトレンジを表示します。 

□ 表示切りかえボタン 

オドーター/卜 U ップメーター/エコドライブインジケーターランプユーザー 
カスタマイズの切りかえがでをます。また、卜 U ップーター表示中に押し続け 
ると、走行距離び日にちどります。 

回水温計 

エンジン冷却水の温度を示します。 
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2-2 .メーターの見方 


I 表示の切りかえ 


ポタンを巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 

常時巧が式メーター 







n オド メーター 
且卜 U ップ メーター A 《 

且卜 U ップ メーター 巨※ 

□ ドライブ モニター 表示 
レ p ' l 已己） 

&巧し続けると0にちどります。 


n オド メーター 
□ 卜 U ップ メーター A ※ 

□ 卜 U ップ メーター 巨※ 

Q エコドライブインジケーターラ 
ンプユープーカスタマイズ 
^巧し続けると0にちどります。 


BT022AW004 


■ エコドライブインジケーターランプユーザーカスタマイズ 

エコドライブインジケーターランプの点打/消打 
をキャンセルずるには、エコドライブインジケー 
ターランプユーヴーカスタマイズ表示中に、表示 
切りかえボタンを1秒じ(上巧しまず。 
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2-2. メーターの 見方 


一夕一もるを南结ルタノ 

ボタンを巧ずごとにメーター照明の明るさを已段階で調整でさまず。 

車幅灯点灯時に明るさレベルを設 
定でさまず。 


ボタンを巧ずとマルチインフォ 
メーシヨンディスプレイの表示び 
切0かわ0まず。 

車幅な消な時と点な時それぞれ已段 
階に、巧るさのレベルを調整すること 
びでをます。 


常時巧が式メーター 




1已〇 

































2-2 .メーターの見方 


口知識 — 

■メ—夕—.ディスプレイの作動を件 
スマートエントリ ー& スタートシステムが 装着ま 
エンジンスイッチび "ON " のとを 

スマートエント y -& スタートシステム 装着車 

"エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ メーターの明るさの調整について（オプティト□ンメーター装着車） 

車幅な消な時と点な時それぞれの明るさのレベルを調整することびでをます。 

■メーター照度の減光制御について 

ライトスイッチび ON になると、メーター照明び減光されます。ただし、メー 
ター照度び最大状態では、ライトスイッチび ON になってちメーター照明は減 
光されません。 


A 汪意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。 

•水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちに安全な場所に停車して<ださい。完全に;令えたあと、エンジ 
ンを確認してください。（一 P.378) 
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2-2 .メ ーターの見方 

表示好/警告好 


メ—夕—. センターパネル内の表示打.警告：):了でお車の状況をお知5 
せしまず。 


常時巧巧式メーター 




1已吕 


* :グレード等によりメーターの意匠は異なります。 

































2-2. メーターの 見ち 


七ジターパネル 



運転するとさに 
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2-2 .メーターの見方 


■表示口 

システムの作動状況を表おしまず。 


ち向指示表示好 

VV (一 p '142) 


:〇〇こ尾な表示な（一 P .1 曰 3) 


網 


^ AFS OFF 表示口 3 
(一 P .1 已已） 


1〇 




固 


巧 


、巧 


を 


へッドライト 
上向を表示な（一 P .1 已 3) 
エコ ドライフ 
インジケーターランプ 
(一 P ' l 19) 

ス U ップ表示な 
(一 P ' 20 0) 

セキュ U ティ表示な* 

(一 P '88) 

クルーズコント□ール 
表示好* UP . 178) 
レーダー 

クルーズコントロール 
表示な* UP . 178) 


ECO エコドライブモード表示な 

MODE (^ p , i 37) 


SPORT 


鑑 


SNOW 


が 




百 


SET 


SPORT 表示灯 
(一 P .137) 

VSC OFF 表祝* 
(^ P .200) 

SNOW 表示灯 
(一 P.l 吕 7) 

フ□ントフォグライト 
表示な* UP . 168) 

U ヤフォグライト表示乂 "T 
W .16 白、 P .170) 


な . 權ン SSn 


SET 表示灯 4 
UP . 178) 


※作動確認のた城にエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U -& スタートシ 
ステム非装着車）または、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグニッ 
ション日 N モード（スマートエント U — &スタートシステム装着車）にすると点な 
し、数秒媛またはエンジンをかけると消なします。点なしない場合や点なしたまま 
のとさはシステム異常のおそれびあります。トヨタ販売店で点検を受けてください。 
( SPORT 表示なは AVS 装着車のみ作動確認の点なを行います。） 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










































2-2 .メーターの見方 


■警告な 

万一のシステム異常などを警告しまず。（一 P .343) 


ム 

口 

|〇| 

(©) 

が 

(©) 

4WD 

ぶ 

©! 

曲 

ホ ※ 

PCS 

ぶ 

PASSENGER 

本 

'y 、 

ホ ※ 


Id 


作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " (スマートエント U — &ス 
タートシステム非装着車)、または"エンジンスタートストップ"スイッ 
チをイグニッション日 N モード（スマートエント U -& スタートシステム装 
着車）にすると点灯し、数秒後またはエンジンをかけると消灯します。点 
灯しない場合や点なしたままのとをはシステム異常のおそれびあります。卜 
ヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


A 警告 

■を 全装置の警告巧が点なしないときは 

A 目 S 和 SRS エアバッグなどの安全装置の警告口が、エンジンスイッチを"日 N " 
(スマートエント U — &スタートシステム非装着車）、または"エンジンスタート 
ストップ"スイッチをイグニッシヨン日 N モード（スマートエント U — &スタート 
システム装着車）にしてち点灯しない場をや点灯したままの場含は、事故にあっ 
たとをに正し<作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t にっながる 
おそれがあります。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて<ださい。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



1已已 














































2-2 .メ ーターの見方 

ドライブモニター （ 常時発が式メーター装着車） 


ドライブモニターは、走行に関ずるさまざまな情報を表示しまず。 


♦平均燃費、エコドライブイン 
ジケーターゾーン表示 
(一 P .1 已己） 

♦瞬間燃費（一 P .1 已 6) 

♦外気温（一 P .1 已 7) 

• エコドライブインジケーター 
ランプユーヴーカスタマイズ 
表示（一 P .1 已 7) 



[表示切りかえ 



項目を切りかえるには、表お切り 
か无ボタンを巧しまず。 


• 平均燃費、エコドライブインジケーターゾーン表示 


I eCO I 

[■■■ 1~1 


エコドライブインジケーターゾーン表示と平均燃費 
を表术しまず。 

U セツトするには、平巧燃費表示中に表示切りかえボタ 
ンを1砂しツ上押します。 


• 瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表示しまず。 


1已6 









































2-2. メーターの 見ち 


が気温 


外気温を表おしまず。 

一40ご〜已〇 ° C の間で表示します。 


エコドライブインジケーターランプユーヴーカスタマイズ表示 

エコドライブインジケーターランプの点な/消灯— 
をキャンセルずるには、エコ朽イブインジケ- 
^^^™® 夕-ランプユ-ヴ-カスタマイズ表神に、表示 

切りかえボタンを1秒じ(上巧しまず。 




1已7 





2-2 .メーターの見方 


日知識 — 一 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について 



環境にやさしいアクセル操作（エコ運転）の 
範囲と、現状のアクセル開度を表示します。 
エコ運転中は、エコドライブインジケー 
夕ーランプ （n) び点なします。 
アクセルの踏み過ぎなど、エコ運転の範囲 
をこえた場合には、エコドライブインジ 
ケーターゾーン表示（且）のち側び点滅し、 
エコドライブインジケーターランプび消な 
します。なお、なの2つの条件を満たすと 
作動します。 


参 D で走行中（シフトパドル装着車は、 
シフトパドル未使用時） 

♦走行モードび通常走行モードまたは 
エコドライブモード 


上記(外の場合は、エコドライブインジ 
ケーターゾーン表示び非表示になります。 


■夕'!•気温表术 I しついて 

なの場合は、正しい外気温び表示されなかったり、温度表示の更新び遅<なっ 
たりすることびありますび、故障ではありません。 

♦停車しているときや、ほま走行（約 2 已 km/h (下）のとき 

♦か気温度び急激に変化したとを（車庫、トンネルの出入り□付近など） 

♦か気温の測定び正しく行われないとをは r 一一 で」または、 「E’C」 と表示され 
ます。 

■バッテリー端テの脱着をしたときは 

バッテ U —端子の脱着を行ラと、なのデータは U セツトされます。 

♦平均燃費 


1已 S 




























2-2 .メ ーターの見方 

マルチインフオメ-シヨンディスプレイ（オプティト□ンメ-夕-装着車) 


マルチインフ オメーシヨ ンディスプレイは、巧のよラな情報を表示し 
まず。 


• 卜 U ップインフォメーション 
(一 P '149) 

航続巧能距離や燃費など走行に関 
する情報を表示します。 

• レーダー クルーズコント □- 
ル表示* (一 P .178) 

レーダー クルーズコント □ー ル使 
用時に自動で表示されます。 

♦ク U アランスソナー表示* 

ク U アランスソナー使用時 
に、障害物を感知ずると自動 
で表示されまず。 

• 警告メッセージ（一 P .347) 

各システムに異常び発生すると自 
動で表示されます。 

• メーター明るさ調整 
(一 P'l 已 0) 




1已9 

















2-2 .メーターの見方 


[表示の切りかえ 



表示を切りかえるには、 DISP ス 
イッチを巧しまず。 


• エコドライブインジケーターゾーン表示 



エコドライブインジケーターゾーン表示を表おしま 
ず。 


• 平均燃費 


平均燃音 


30.0 km/L 



U セットしてからの平均燃費を表示しまず。 

- U セットするには、平巧燃費表示中に DISP スイッチ 
を1秒し义±押します。 

スーパーライブヴウンドシステム装着車では、「区間燃 
費画面」ち更新されます。「区間燃費画面」については 
「ナビゲーシヨンシステム取扱書」を参照してください。 


• 瞬間燃費 



現在の瞬間燃費を表示しまず。 


1已〇 





































2-2 .メ ーターの見ち 


給油後平ち燃費 


搞油權平均: li 畳 
30.0 km/L 


給油してか日の平均燃費を表示しまず。 


• 航続可能距離 


航統可能距離 

30 km 


)DO 300 km 


現在の燃料残量で走行でさるおよその距離を表示し 
よ9 〇 

-表示される距離は、過まの平均燃費をちとに算出されるた 
め、表示される距離を実際に走行でさるとは限りません。 

-燃料給油量が少量の場合、表示び更新されないことがあ0 
ます。 


平均車速 


平均ま速 

30 Wh 


通算の平巧車速を表おしまず。 

- U セットするには、平巧車速表示中に DISP スイッチ 
を1砂しッ上押します。 


走行時間 


ま巧時間 

3:00 


〕 300 km 


エンジンを始動してか b 停止までの間に、走行した 
時間を表おしまず。 


が気温 


外気话 


2己 。 C 


300 km 


外気温を表おしまず。 

一40 ° C 〜已〇ごの間で表おします。 
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2-2 .メーターの見方 


□知識 


■が•気温表本 I しついて 

♦なの場合は、正しいか気温び表示されなかったり、温度表示の更新び遅< 
なったりすることびありますび、故障ではありません。 

-停車しているときや、ほ速走行（約 2 已 km/h し i (下）のとき 
-外気温度び急激に変化したとさ（車庫、トンネルの出入り□付近など） 

-外気温の測定び正しく行われないとをは「一一 で」または、「 E で」と表示 
されます。 

■エコドライブインジケーターゾーン表示について 

環境にやさしいアクセル操作（エコ運転）の範 
囲と、現状のアクセル開度を表示します。エコ 
運転中は、エコドライブインジケーターランプ 
(□) び点なします。 

アクセルの踏み週ざなど、エコ運転の範囲を超 
えた場合には、エコドライブインジケーター 
ゾーン表示 （0) のち側び点滅し、エコドラ 
イブインジケーターランプび消なします。 

なお、巧の2つの条件を満たすと作動します。 

♦ D で走巧中(シフトパドル装着車は、シ 
フトパドル未使用時） 

♦走行モードび通常走行モードまたは 
エコドライブモード 

上記 li (がの場合は、エコドライブインジケー 
夕ーゾーン表示は左図の表示になりまず。 

■バッテリー端テの脱着をしたとさは 

バッテ U —端子の脱着を行ラと、なのデータは U セットされます。 

-平均燃費 
-航続可能距離 
-平均車速 


B ； エコ運転の範囲 ， 


現げのアクセル開度 




□ i38tl 


BTO22AW029 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイツチ 


自動または手動でへッドライトなどを点：) a でさまず。 

レバーの端をまわずと、次のよラにライトび点灯しまず。 




n 車幅な-尾な-番号灯-イン 
ストルメントパネルライトを 
点な 

曰上記ライトとへッドライトを 
点な 

0へッドライト、車幅ななどを 
自動点な-消な 

スマートエント U - S スタートシ 
ステ ム巧装着ま 

エンジンスイッチび" ON " のと 
を 

スマートエジト U - S スタートシ 
ス テム装着車 

" エンジンスタートストップ"ス 
イッチびイグニツシヨン ON モー 
ドのとを 


n ライト点な時八イビームに切0 
かえ 

レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

曰レバーを引いているあいだ、八 
イビームを点な 

ライトび消なしていてち、八イビーム 
び点なします。レバーを離すと、□一 
ビームにちどる、または消なします。 


|)\ィビームに ずる 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


I 手動光軸調壁ダイヤル（八□ゲンへッドライト装着車) 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、 へ、ソ ドライト 
の光軸を調整ずることびでさまず。 



n 上向をに調整 
曰下向さに調整 


乗員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

2.己 L FR 車 
(後輪駆動車） 

2.己 L 4 WD 車 
(4 輪駆動車） 

運転者 

なし 

0 

0 

運転者と 
助手席柔員 

なし 

0 

0 

全柔員 

なし 

2 

2 

全柔員 

最大積載時 

2.5 

2.5 

運転を 

最大積載時 

4 

4 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


[AFS (アダプテイブフ□ントライテイングシステム）* 

AFS は、交差点やカーブで優れた視認性を確保ずるため、八ンドル操作 
によって変化ずるタイヤの角度や車速に応じて、へッドライトの光軸を 
自動で調整します。 

車まび1 Okm/h ULh のとをに作動します。 


AFS システムの ON • OFF を切り 
か无る 

AFS を OFF にすると AFS OFF 表示 
なび点なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


■ AFS を OFF にするには 




1已已 



































2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 


曰知識 

■ライトセンサー 


センサーの上にものを置いたり、センサー 
をふさぐよラなちのをウインドウガラスに 
貼らないでください。周囲からの光びさえ 
ざられると、自動点な•消な機能び正常に 
働かな<な0ます。 


スマー トエントリ ー& スター トシステムが装着ま 

エンジンスイッチを " ACC " または " LOCK " にして運転席ドアを開けると 
へッドライトと尾灯び消灯します。 

再びライトを点なする場合は、エンジンスイッチを " ON " にするか、一度ライ 
トスイッチを OFF にもどし、再度 ♦ または iD の位置にします。 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

" エンジンスタートストップ’’スイッチをアクセヴ U —モードまたは OFF に 
して運転席ドアを開けるとへッドライトと尾灯び消なします。 

再びライトを点なする場合は、"エンジンスタートストップ"スイッチをイグ 
ニッシヨン ON モードにするか、一度ライトスイッチを OFF にもどし、再度 
参または 1D の位置にします。 

■才ートレべリングシステム 

通行人や対向車びまぶし<ないよラに、柔車人数、荷物の量などによる車の姿 
勢の変化にあわせて、へッドライトの光軸を自動で調整します。 

■ AFS OFF 表示な*び点滅ずるときは 

システムに異常びあるおそれびあります。トヨタ販売店に連絡してください。 

■販売店で設定可能な機能 

ライトセンサーの感度の設定などを変更でをます。 

(カスタマイズ機能一覧一 P . 390) 



ライト消し忘れ防止機能 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 









2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点灯しないでください。 

■ AFS OFF スイッチ*について 

AFS OFF スイッチの上側に、同じお状の VSC OFF スイッチ（一 P . 20 0) び 
あるため、押し間違えないよラま意してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



1已7 





2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天暢下での視界を確巧しまず。 

フ□ントフォグライト単独装着車 



□ 消灯ずる 
曰点なずる 


1已 S 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使い方 


リヤフォグライトを独装着車 



□ 消なずる 
曰点なずる 

手を離すと OFF の位置までちどり 
永苗 0 

再度操作すると、 U ヤフオグライ 
卜のみ消なします。 
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2-3. ライトのつけち-ワイパーの使い方 


フ□ジト&リヤフォグライト 装着車 



□ 消な 

曰フ □ント フォグ ライトを点な 
する 

且フ □ント & U ヤ フォグ ライト 
点なずる 

手を離すと^0の位置までちど 
0ます。 

再度操作すると、1」ヤフォグライ 
卜のみ消なします。 


白知識 
■点なを件 

♦へッドライトまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 

♦フロント & U ヤフォグライト装着まの U ヤフォグライトは、フロントフォグ 
ライトび点灯しているとをのみ使用でをます。 

■リヤフォグライトについて 

♦ U ヤフォグライトび点打しているとをは、メーター内の表示なび憧色に点打 
します。 

♦雨や霧などで視界び悪いとさに後続車に自分の車の存在を知らせるために 
使用します。 

視界び悪いとを(外に使用すると後続車の迷惑になる場合びあります。 
必要なとさしツがは使用しないでください。 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（フロント) 


巧巧時間調整式ワイパー： 

" INT " を選択しているとき、間欠作動の時間を調整ずることびで 
さまず。 

雨お感知式ワイパー: 

" AUTO " を遇おしているとき、雨滴量と車速に応じてワイパーび 
作動しまず。 


巧巧時間調整式ワイパー 

なのよラにレノ（一をまわして、ワイパーの作動を遇択しまず。 
ワイパーの間欠時間ち調整でさまず。 



n 間欠作動 （ INT ) 

曰低速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 
Q - 時作動 （ MIST ) 













2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 



且間欠ワイノ（一の作動頻度(減) 
0間欠ワイノ（一の作動頻度(増) 



B ウォッシャー液を出ず 
ワイノ f 一び連動して作動します。 


172 






2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使い方 


雨滴感知式ワイパー: 

次のよラにレノ（一をまわして、ワイノ（一の作動を選択しまず。 
" AUTO " び遇択されているとさは、雨滴センサーの感度を調整でを 




□ 雨滴感知才ート作動 ( AUTO ) 
曰低速作動 ( L 0) 

0 高速作動 （ HI ) 

0- 時作動 （ MIST ) 


且雨滴センサーの感度調整（低 ) 
□ 雨滴センサーの感度調整（高 ) 
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2-3. ライトのつけ方-ワイパーの使い方 



B ウォッシャー液を出す 

ワイパーび連動して作動します。 
(数回作動したあと、液だれ防止と 
してさらに1回作動します。） 


曰知識 
■作動を件 

スマートエントリ ー& スタートシステムが装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとさ 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッション ON モードのとを 

■車速による作動への影響（雨滴感知式ワイパー装着車） 

♦まをによってウォッシャー連動時のワイパー作動（液だれ防止作動び働<ま 
での時間）びをわります。 

• AUTO 選択時のワイパー L 0 作動は、停車時のみ間欠作動へ切りかわります。 
(雨ミ商センサーの感度調整び最高に調整されているときは、低速作動を続け 
ます。） 

■ウォッシャー液げ出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとさは、ノズ 
ルのつまりを点検してください。 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使い方 


■雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイパー装着車） 

♦雨ミ商感知センサーび雨ミ商量を判定しま 
す。 

光学センサーを使用しているため、フ□ン 
トガラスに朝日や夕日び断続的に当たると 
さや、虫などで巧れたとさに正しく作動し 
ないことびあります。 


•" エンジンスタートストップ’’スイッチびイグニッション ON モードのとを 
にワイパースイッチを AUTO モードにすると、作動確認のためワイパーび1 
回作動します。 

♦雨ミ商感知センサーの温度び90でしツ上または一1已でしツ下のとをは、 AUTO 作 
動しないことびあります。その場合は、 AUTO モードしツかでワイパーを使用 
してください。 


A 警告 


■ AUTO モード時のワイパー作動に関する警告 （ 雨滴感知式ワイパー装着車） 

AUTO モードでは、センサーに触れたり、フロントガラスに振動びあるなどの 
要因で不意にワイパーび作動するおそれびあります。ワイパーで指などを挟ま 
ないようにごま意ください。 


么を意 


■フ □ントガラスげ乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷つけるおそれびあ0ます。 

■ウォ ッシャー液げ出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルげ つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

J ス) レび損傷するおそれびあります。 




17已 















2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ワイパ ー& ウォッシャー（リヤ ）* 


:欠のようにレバーをまわして、ワイパーの作動を選択しまず。 



□ 間欠作動 ( L 0) 

曰通常作動 （ HI ) 

且ウォッシャーあを出ず 

ワイパーび連動して作動しま 
ず。 

Q ウォッシャー液を出ず 
ワイパーび連動して作動しま 
す。 


曰知識 
■作動を件 

スマートエントリ ー& スタートシステムが装着車 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッション ON モードのとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量び不足していないのにウォッシャー液び出ないとさは、ノズル 
のつまりを点検してください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 













2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使いち 


A 汪意 

■ リヤウインドゥガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液げ出ないときは 

スイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルげ つまったとさは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノス) レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

レーダークルーズコント□—ル* 


アクセルペダルを踏まなくてち、車間制御モードで巧行車の速度変化 
に合わせた追従走行を行ったり、定速制御モードにより一定の速度で 
走行でさまず。 

先行車との車間距離び確保しやずい高速道路や自動車専用道路などで 
使用して< ださい。 



n 表示な（車間制御モード） 

且表示巧 （ SET ) 

0表示な（定速制御モード） 

Q マルチインフォメーション 
ディスプレイ 

且車間距離切りかえスイッチ 
0レーダークルー ズコント □_ 
ルスイッチ 
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* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











































2-4. その他の走行装置の使い方 


制御モードを選択する 



車間制御モードを選択ずる 

" ON - OFF " スイッチを巧して、シ 
ステムを ON にずる 

□ FF にするには巧度 "ON-OFF" ス 
イッチを巧します。 



定速制御モードを選択ずる 
D " ON - OFF " スイッチを巧して、 
システムを ON にずる 

□ FF にするには巧度 "ON-OFF" ス 
イッチを巧します。 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチび ON モードになるたびに車 
間制御モードに巧設定されます。 

0 定速制御モードに切りかえ 
(約1秒間レバーを前方に巧し 
続ける） 

定连制御モードに切りかえると、定 
速制御モード表示なび点なします。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■選択したモード（車間制御•定速制御）で走行する 

希望の速度まで加速/減速し、 
レノ（一を下げて速度を設定ずる 

メーター内に "SET" の表示口び 
点なします。 

n 定速制御モード 
0車間制御モード 


n 速度を上げる 
旦速度を落とず 

表示び希望の速度になるまでレ 
バーを保持します。 

レバーを軽<操作して手を離せ 
ば、設定速度を微調整でをます。 


■ 制御を解除する*復帰させるには 

n 解除ずるには、レバーを手前 
に引< 

ブレーキを 踏んだとさち解除され 
よ9 〇 

曰ちとの制御状態にちどずに 
は、 レバーを 上げる 




■設定速度をかえるには 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


車間距離を変更するには（車間制御モード） 



スイッチを巧すごとに次のよラ 
に車間距離を切りかえまず。 

n 長い 
0中間 
0短い 

"エンジンスタートストップ"ス 
イッチび ON モードになるたびに 
n にちどります。 

先行車びいる場合、先行車マークち 
表されます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 車間制御モードでの走行 

このモードではレーダーセンサーにより、車両前ち約 ] 00 m じ(内の先 
行車を検知して、先行車の有無-先行車との車間距離を判定します。 

長い下り坂を走行しているとをは、車間距離が短がになります。 



n 定速走行： 

先行車がいないとさ 

運転者が設定した速度で定速走行します。また、車間距離切りかえスイッチを操 
作して、希望の車間距離に設定することちでさます。 

曰減速走行： 

設定した速度より遅い先行車が現れたとを 

先行車を検知すると自動で減速し、より大をな減速が必要な場含はブレーキびか 
かります。十分に減速でをない状態で先行車に接近した場合は、接近警報を鳴ら 
しぶす。 

曰追従走行： 

設定した速度より遅い先行車に追従するとさ 

先行車の速度変化に含わせて、運転者の設定した車間距離になるよラ追従します。 

Q 加速走行： 

設定した速度より遅い先行車がいな<なったとさ 

設定速度までゆっくり加速し、定速走行にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


1" 接近警報 

追従走行中の他車の割り込みなど、十分な減速びでさない状態で先行車 
に接近したときは、表示の点滅とブヴーで運転者にミ主意をラなびしまず。 
その場合は、ブレーキを踏むなど適切な車間距離を確保して<ださい。 

U 知識 

■設定を件について 

♦シフトレバーび D または S の4〜6レンジのとを設定でをます。 

♦速度は約已〇 km/h から約100 km/h の範囲で設定できます。 

■モードの切0かえについて 

車間制御モードを使用してから定连制御モードに切りかえることはでさませ 
ん。また、定速制御モードから車間制御モードへちどすことちでをません。シ 
ステムを OFF してから再度操作してください。 

■アクセルペダル操作 

通常走行と同様にアクセルペダル操作で加連でをます。加連後、設定速度にち 
どります。ただし、車間制御モード時は先行車との距離を保持するため設定速 
度 liTF になることちあります。 

■車間制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に車間制御走行び解除されます。 

♦速度び約40 km/h しツ下になった 
♦まび横すべりして VSC び作動した 
♦センサーび何かでふさびれて適切に働かない 
♦ヮイノて一び高速で作動した 

その他の理由で車間制御走行び自動解除されるとをは、システムび故障してい 
る可能性びあります。トヨタ販売店にご相談ください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■定速制御走行の自動解除 

なのとを、自動的に定速制御び解除されます。 

♦設定速度より実際の速度び約1己 km/hliLh ほ下した 
♦速度び約40 km/h け下になった 
♦車び横すべりして VSC び作動した 

■車間距離還巧の目ま 

なの目まを参考に車間距離を選択してください。（一 P .181) 
(時速80 km/h で走行している場合） 

なお、速度に応じて車間距離は増減します。 


車間距離選択 

車間距離 

長し、 

約己0 m 

中間 

約4曰 m 

短い 

約3日 m 


■レーダーセンサーとグリルカバーについて 

車間制御を正しく作動させるためにセンサーとグ U ルカバーは常にされいにして 
おいてください。（ビニールやつらら•雪など、巧れ検知機能で検知できないをの 
ちあ0ます） 

ミちれを検巧したとさは、レーダークルーズコントロールは解除されます。 

n グ U ルカバー 
旦レーダー センサー 



■ レーダークルーズ コン ト□ー ルの表示む-警告 メッセージ. 警告 ブザー 

走行操作に関して注意び必要な場合や、システムに異常び発生したとをには、表 
示なや警告メッセージ•警告表示•警告ブヴーで注意をラなびします。（一 P. 347) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■接近警報について 

車間距離び短<てち、なのよラな場合は警報されないことびあ D ます。 

♦先行車と自車の速度び同じか先行車のちび速いとき 

♦先行車び極端な化速走行をしているとを 

♦速度を設定した直後 

♦アクセルペダルび踏まれたとを 


A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行ラ責任は運転者にあ0ます。装置を過信せず、運転者は常に自ら 
の責任で周囲の状況を把握し、ま全運転をむびけて<ださい。 

レーダークルーズコント□ールは運転者の操作の一部を支援し、操作負担を軽 
減するためのシステムで、支援の範囲には限りびあります。 

システムび正常に機能していても、運転者び認識している先行車の状況とシス 
テムび検巧している状況び異なる場合びあります。従ってま意義務-を険性の 
判断•安全の確なは運転者び行ラ必要びあ D ます。なお、誤った使い方をした 
り、操作慣れなどでま意を怠ったりすると、思わめを険を招くことびあります。 

■システムの 支援内容に関ずるま意点 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

レーダークルーズコントロールは、自車と設定された先行車との車間距離を検 
知するのみであり、わを見やぼんやり運転を許容する装置でち、視界不良を補 
助する装置でちありません。 

運転者自らび周囲の状況にま意を払ラ必要びあります。 

♦運転者び 明断する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、自車と設定された先行車との車間距離び適 
正かどラかを判断しており、それし U かの判断はしません。このため、を険性び 
あるかどラかなど運転者は自らま全の判断をする必要びあります。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

レーダークルーズコント□ールは、先行車への追突を防止する機能はありませ 
ん。このため、を険性びあれば運転者自らび安全を確なする必要びあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■誤 操作を防ぐために 

レーダークルーズ コント ロールを 使わないとさは "ON-OFF" スイッチでシス 
テムを OFF にしてください。 

■ レーダークルーズコント□-ルを使用してはいけない状況 

なの状況では、レーダークルーズコント□ールを使用しないでください。 

適切な制御び行われず、思わめ事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 交通量のをい道 
参 急力ーフのある道 
♦曲び りくねった道 

♦雨天 時や、凍結路-積雪路などのすべりやすい路面 
♦急な 下り坂や急で勾配のを化び激しい坂 
♦高を 道路の出入り □ 

♦レーダー センサーび正し<働かないよラな悪天候時（霧-雪.砂嵐-激しい雨 
など） 

♦警報び ひんぱんに鳴るとを 
♦車両 けん引時 

■センサーが 正しく検知しないおそれのあるホ巧車 

なのよラな場合は、必要に応じてブレーキで減速して<ださい。 

センサーび正しく車両を検巧できず、接近警報 UP. 183) も作動しないため、 
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦先行 車び急に割り込んでさたとを 
♦先行 車び低速で走行中のとを 
♦停車 中の車びいるとを 

♦先行 車の後部びルさすざるとを（荷物を積んでいないトレーラーなど） 

♦同じ 車線を二輪車び走行中のとを 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


A 警告 

■車 間制御び正しく働かないおそれのある状況 

なの状況では、必要に応じてブレーキで減速して<ださい。 

レーダーセンサーび正常に車両を検知せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあります。 

♦周囲の 車より水や雪びまを散らされ、レーダーセンサーの作動のさまたげにな 
る場合 

♦自 車の車両姿勢び上向をになる場合（重い荷物を積んだとをなど） 

♦カーブ 路や車線幅び狭い道路などを走行する場合 

♦八ン ドル操作び不安定な場合や、車線内の自車の位置び一定でない場合 

♦先行 車び急 ブレーキを かけた場合 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■レーダーセンサーの 取り扱い 

レーダークルーズコントロールび効果を発揮でさるよラに; 欠のことをお守りく 
ださい。 

お守りいただかないと、センサーび正しく作動せず、思わめ事故につなびるお 
それびあ D を険です。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく 
お手入れをする際は、センサーやグ U ルカパーを傷付けないよう、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあ D ます。セン 
ヴー、または周辺に強い衝撃を受けた斷ま、必ず販売店にて点検を受け、調整 
してください。 

♦センサーを 分解しない 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —を付けたり、ステッカーを貼った 
りしない 

♦セ ンヴーやグ U ルカノ（一を改造したり塗装したりしない 
♦純正 品し i (かの部品に交換しない 

♦センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで<ださい。分解'改造すると電波法の基準に適合しな<なる場合 
びあ D ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ク U アランスソナー* 


クリアランスソナーは、車両と障害物とのおおよその距離を超音波セ 
ンヴーによって感知して、メーター内の表示とブザー音で運転ちにお 
知5せしまず。 

スーパーライブヴウンドシステム装着車は、モニター画面でち距離を 
表ルしまず。 

■センサーの種類 

n フ□ントコーナーセンサー 
且 U ヤ コーナー センサー 
且バックセンサー 



■クリアランスソナースイッチ 



ON/OFF 

スイッチを巧すとク U アランスソ 
ナーは ON になり、インジケーター 
び点なします。 

OFF にするには巧びスイツチを巧 
します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ マルチインフ オメーシヨ ンデ イス プレイの表示 



n フ□ントコーナーセンサー作 
動表お 

且 U ヤコーナーセンサー作動表 
お 

0バックセンサー作動表お 


BT024AW811 


■ モニター画面の表示（スーパーライブサウンドシステム装着 
車） 



障害物を感知ずると自動的に表 

示されます。 

n バックガイ ドモニター- サイ 
ドモニター 非表示時 
表示されないように設定すること 
びでをます。 （^P. 19已） 

0バックガイ ドモニター- サイ 
ドモニター 表示時 
画面上に簡略表おされます。 

(左の画面はバックガイドモニ 
ターの 場合です。） 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[距離表示の見方 


■ コーナー センサー 


障害物までの 
おおよその距離 

マルチインフオメーシヨン 
ディスプレイ表示 

モニタ 

—表ぶ 

割り込み表示 

フ□ント 

約己日〜 37 .己 cm 

U ア 

約己己〜 37 .己 cm 


圆 

(点な） 


.4 

'■A 

(点灯） 


1 

庶、滅) 


約吕 7 .日〜 2 己 cm 


回 

(点灯） 


i 

(点な） 

图 

(早い点滅） 

約 25cm 1；( 下 


回 

(点滅） 


で， 

(点灯） 


1 

:点な) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■バックセンサー 


障害物までの 
おおよその距離 

マルチインフオメーシヨンデイスプレ 
イ表示 

モこブー 表术 
(割り込み表示） 

約 1 日日〜目 0cm 


回 

(点灯） 


回 

(遅い点滅 

) 

約巨日〜 4 己 cm 


回 

(点好） 


i 

(点滅 

1 

) 


約 4 己〜吕已 cm 


回 

(点灯） 


回 

(早い点滅 

) 

約 35cm 1；( 下 


回 

(点滅） 


i 

(点な 

1 

) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


I 音声案内とブザー音 _ 

障害物を感知ずると、ブヴーび鳴0まず。 

スーバーライブヴウンドシステム装着車は、ブザー音と同時に音声案内を行いま 
す。 

♦障害物との距離び近づ<と、ブヴーの断続時間び短<なりまず。障害 
物との距離びじ(下のとを、ブヴーは断続音 r ピピピ」から連続音「ピー」 
になりまず。 

-フ□ントコーナーセンサーまたは U ヤコーナーセンサーび感知し 
た障害物との距離び 25 cm じ(下 
-バックセンサーび感知した障害物との距離び 35 cm じ(下 
• 複数のセンサーび同時に障害物を感知しているとさは、ちっとち近い 
障害物との距離に合わせたブヴー音び鳴りまず。 

ただし、感知した障害物のどち b かび上記の距離よ0近づ<と、ブ 
ヴーは断続音「ピピピピピピ」と連続音「ピー」を繰り返しまず。ま 
た、両方び上記の距離より近づ<と、ブヴーは断続音「ピピ」と連続 
音「ピー」を繰0おしまず。 

• ブヴーの音量と鳴るタイミングは、変更ずることびできまず。（一 P . 
1 94) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


u 璋害物を感知ずる韓囲 



n 約曰 0 cm (約0.日 m ) 

且約曰日 cm (約0.日曰 m ) 

且約]已 0 cm (約] .5 m ) 

感知で去る範囲は左図のとおりです。 
ただし、障害物びセンサーに近づをす 
ざると感知でをません。 

障害物の形状•条件によつては感知で 
さる距離び短<なることや、感知で去 
ないことがあります。 


音声案内•モニター画面表示•ブザーの設定(スーパーライブサウンドシステム装着車) 

" エンジンスタートストップ"スイッチがイグニッシヨン ON モード 
のとき、ク U アランスソナーの設定をずることができます。 


設定•編集 


I ail 11 画面外の 
I ;11121 画面内の 運 15 支援 にタッチずる 


I :11131 画面内の クリアランスソナー設定 にタッチずる 


ブザー音量設定 


設定したい音量にタツチずる 
ブヴー音量を調整することびでをます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ 画面表示の ON • OFF 

画面内の ピナー 表示なし j にタッチずる 

♦タッチするごとに、 r 表おされる」と「表示されない」び切りかわ 
りまず。 

♦「表示されない」にずると、タッチスイッチの作動表示巧び点灯し 
まず。 

障害物び感知されたとを、自動的にク U アランスソナー画面び表示されるかどラ 
か設定することびでをます。 

■ 画面表示-ブザータイミング 

画面内の 曲り督ぇ にタッチずる 

♦タッチするごとに、感知範囲び「遠」（緑色、約1已 0 cm じ(内）と 
「逊横色、約己 OcmLU 内）に切りかわりまず。 

バックセンサーの割り込み表示び表示される感知範囲と、ブヴーび出力される感 
幻]範囲を調整することびでをます。 

曰知識 
■作動を件 

♦フ□ントコーナーセンサー: 

-"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードの 
とさ 

-シフトレバーが P じ(外にあるとを 
-車両の速度が約1日 km/h 政下のとを 
♦ U ヤ コーナー センサー-バックセンサー： 

-"エンジンスタートストップ"スイッチがイグこッシヨン日 N モードの 
とさ 

-シフトレバーが R にあるとを 

■クリアランスソナーに異常があるときは 

マルチインフォメーシヨンディスプレイに異常を知らせる画面が表示されま 
す。 UP. 349) 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■販売店で設定可能な機能 

スーノ f ーライブヴウンドシステム非装着車のブヴー音量やバックソナーの検知 
開始距離などの設定を変更でをます。 

(カスタマイズ機能一覽一 P. 390) 


A 警告 

■ク IJ アランスソナーをお使いになる前に 

必ず次のことをお守りください。 

お守りいただかないと思わめ事故につなびるおそれびあり危険です。 

♦車両の 速度び] Okm/h を超えないようにしてください 

♦センサーの 感知範囲、作動速度には限界びあります。車を前進•後退するとさ 
は、必ず車両周辺（特に車両側面など）センサー感知範囲外のま全を確認し、 
ブレーキでま 速を十分に制御し、ゆっくり運転してください 

♦センサーび 感知する範囲にはアクセサ U —用品などを取り付けないでください 

■センサー について 

次のときク U アランスソナーび正常に作動しないことびあり、思わめ事故につな 
びるおそれびあり危険です。注意して運転してください。 

♦センサーに 氷、雪、ミ尼などび付着したとき用又り除けば、正常に復帰します） 
♦センサー部び 凍結したとき懈け机ま'、正常に復帰します） 

♦とく に巧温時には凍結などにより異常表示び出たり、障害物びあっても感知し 
ないことびありまず。 

♦センサーを 手などで覆ったとき 
♦炎天下 や寒;令時 

♦凸凹 道、あ息砂利息草むら走行時など 

♦他 車のホーン、オートバイのエンジン音、大型車のエアブレーキ音、他車のク 
U アランスソナーなどの超音波を発生するものび近付いたとき 

♦どしゃぶりの 雨や水しぶをびかかったとを 
♦車両 姿勢び大きく傾いたとき 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

♦市販の フェンダーポール、無線機アンテナをまに付けたとき 
♦けん 引フックを取りつけたとを 
♦標識な どの物体によっては感知距離び短< なります 
♦バン ノて一真下付近は感知しません 

♦センサーより 低し巧勿体や細い杭などは、一度感知しても接近すると突然感知し 
なくなることびあります。 

♦ソナ ーに障害物び近付さすざたとさ 

♦バンパー やセンサー部付近に物をぶつけたとをや、たた <などの強い衝撃を与 
をたとを 

• トヨタ純正品しソ外のサスペンションを取り付けたとさ 

障害物のお状-条件によっては感知でをる範囲び短くなることや、感知でさな 
いことびあります。 

■正 おに感知できないことびある障害物 

なのよラな物は感知しないことびあ D ます。注意して運転してください。 

♦針金、 フェンス、□-プなどの細いちの 
♦綿、 雪などの音波を吸収しやすいちの 
♦鋭角 的なちの 
♦背の ほいちの 

♦背び 高く上部び張り出しているちの 

特に人は巧類の種類によってち検知でをない場合びありますので、常に目視で 
確認してください。 


A ま意 
■洗車 時のを意 

高圧洗車機を使用して洗車するとをは、ソナー部に直接水を当てないでくださ 
し、。強い水圧により衝撃び加わり、正常に作動しなくなるおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運拓を補かする装置 


走行の安全性や運輯性能を高めるため、走行状況に応じて巧の装置が 
自動で作動しまず。ただし、これ5の装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にミち意してください。 

■ ABS (アンチ□ックブレーキシステム） 

急ブレーキ時やすべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ぎ、ス 
U ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などにより大をなブレーキカを発生させます。 

■ナビ•ブレーキアシスト* 

メーカーオプションのナビゲーションシステムからの情報を利用したブレーキ 
アシストです。別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。 

■ VSC (ビークルスタビリテイコント□-ル） 

急な八ンドル操作やすべりやすい路面で旋回するとをに横すべりを抑え、車両 
の姿勢維持に寄与します。 


ヒルスタートアシストコント□ール* 

上り坂やすべりやすい丘面で発造するとをに、車び後退するのを緩巧します。 

■ TRC (トラクシヨンコント□-ル） 

すべりやすい路面での発進時や加ま時に駆動輪の空転を抑え、駆動力をおなし 
ます。 

■ EPS (エレクトリックパワーステアリング） 

電気式モーターを利用して、八ンドル操作を補助します。 

■ VGRS (バリアブルギヤレシオステアリング）* 

車まや八ンドルの動をに合わせてタイヤの切れる角度を制御します。 

■ VD I M (ビークルダイナミクスインテグレイテッドマネー 
ジメント） 

A 目 S • ブレーキアシスト- TRC • VSC • ヒルスタートアシストコント□ール • 
EPS - VGRS を総合的に制御します。 

すべりやすい路面の走行などで急な八ンドル操作をした際に、ブレーキ-エン 
ジン出力-ノ V ンドル操作力-タイヤの切れる角度を制御することで、車両の安 
定性確保に貢献します。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使いち 


■ AVS ( アダプテイブバリアブルサスペンションシステム）* 

A V S は減衰力応答性に優れたショックアブソーバーとコンピューターによる 
減衰力制御を組み合わせたシステムです。路面の凸凹や八ンドル操作などによ 
る車両の挙動変化をショックアブソーバーび4輪独立で抑制-吸収することに 
より、最適な減衰力制御を行い、ソフトな柔りむ地とフラットな操縦ま定性を 
両立させています。 


[ VSC . TRC 、 ヒルスタートアシストコント□-ルび作動しているとき 


車両び横ずベりしそラになったと 
を、タイヤび空転したとさ、坂道 
発進をしたとさは、 VSC 、 TRC 、 
ヒルスタートアシストコント □- 
ルの作動を表示するためにス U ッ 
プ表示巧び点滅しまず。 

ヒルスタートアシストコント□-ル 
の作動時、制動なと八イマウントス 
トップランプび点なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


| TRC や VSC を停止ずるには 

めかるみや新雪などから脱出ずるとをに、 TRC や VSC び作動している 
と、アクセルペダルを踏み込んでちエンジンの出力び上びらず、脱出び 
困難な場合びありまず。このよラなとさに、 VS 巳 OFF スイッチを巧ず 
ことにより、脱出しやずくなりまず。 


■ TRC を停止するには 



TRC を停止ずるにはスイツチを押 
す 

ス U ツプ表示なび点なします。 

ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちどります。 


■ TRC と VSC を停止するには 
常時巧巧式メーター装着車 



TRC と VSC を停止ずるには、停 
車時にスイツチを巧し3秒じ(上保 
持しまず。 

ス U ツプ表示なび点なし、オプティト 
□ンメーター 装着車はマルチ イン 
フ オメーシヨン ディスプレイに VSC 
□FF 表示び表示され、常時発光式 メー 
夕一装着車は メー ター内に VSC OFF 
表示なび点なします。 


ちう一度スイッチを巧すと、システム 
作動巧能状態にちどります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


オプテイト□ンメーター装着車 



曰知識 


■ TRC や VSC の自動復帰について 

TRC や VSC を作動停止にしたあと、エンジンを停止すると自動的に TRC と 
VSC は作動復帰状態にちどります。 

■TRC OFF の作動制限 

TRC のみ作動を停止している場合は、車速び高くなると TRC は作動を再開し 
ます。ただし、 TRC と VSC の作動を停止している場合は、車速による作動再 
開はあ D ません。 

■ ABS • ブレーキアシスト. VSC • TRC • ヒルスタートアシストコント□-ル. 
VGRS の作動音と振動 

♦エンジン始動時-発進直後-停止時-フレーキを繰り返し踏んだとさに、エ 
ンジンルームから作動音び聞こえたり、八ンドルび"ピクッ"と動いたりす 
ることびありますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
び、異常ではありません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

• 車両停止後ちモーター音び聞こえる 

- ABS の作動時に、フレーキペダルびル刻みに動< 

- ABS の作動終了後、ブレーキペダルび少し奥にはいる 

■ EPS モーターの作動音 

-八ンドル操作を行ったとを、モーターの音 （ "ウイーン"といラ音）び聞 
こえることびありますび、異常ではありません。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ VGRS の作動げ停止ずる場合 

なの状況では、 VGRS び作動を一時的に停止することびありますび、異常では 
ありません。 


♦停車中や極ほ速走行中に長時間八ンドルを回し続けたとを 

♦八ンドルをいっぱいに切った状態で長く力をかけ続けたとき 
この場合、 VGRS のモーターやコンピューターび過熱するのを防ぐため、シ 
ステムの作動を一時的に停止することびあります。このため、ほ速走巧時の 
八ンドル操作量びをくな D ますび、走行には支障あ D ません。その後、モー 
ターやコンピューターの温度び下びれば、数分で正常な状態に復帰します。 
また、モーターやコンピューターの温度び急激に上昇したとさは、八ンドル 
の直進位置びずれる場合びあります。頻繁にこの状態になる場合、トヨタ版 
売店で点検を受けて<ださい。 

•-30° C 程度の寒;令時でエンジン始動直後に八ンドルを操作したとき 
この場合、八ンドル操作量びをくなることびありますび、一時的に VGRS 
の作動を停止しているだけで異常ではありません。 

これらの状況び改善されれば、システムは復帰します。 


■低速時に素早く A ンドル操作したときは 


一時的に八ンドルの直進位置びずれる場合びありますび、そのまま走行するこ 
とで、自動的に正常な位置に復帰します。 

■バッテリー端テの脱着をしたとをは 


VGRS び初期化されるため 「 VGRS システムチェック」びマルチインフォメー 
シヨンディスプレイに表示されます。このとを、八ンドルの直進位置びずれる 
場合びありますび、通常の八ンドル操作には支障はありません。八ンドルの直 
進位置は、そのまま走行することで、自動的に正常な位置に復帰します。 

■ EPS の効果げ下がるとき 

停車中か極低速走行中に長時間八ンドルを操作し続けると、オーバーヒートを 
避けるため EPS の効果び下びり八ンドルび重く感じられるようになります。そ 
の場合は、八ンドル操作を控えるか、車を停車し、エンジンを停止してくださ 
し、。しばらくすると EPS の効まび改善されます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

なの状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けた0、最悪の場合死じに 
つなびるおそれびあ0ます。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で 濡れた路面やすべりやすい路面での高速走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS が作動ずることで、制動距離げ通常よりち長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差をこえたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■TRC の効果を発揮できないとき 

すべりやすい路面では、 TRC び作動していてち、車両のち向ま定性や駆動力び 
得られないことびあります。車両のま定性や駆動力を失ラよラな状況では、と 
くに慎重に運転してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■ス リップ表示なび点滅しているとさは 

VSC - TRC • ヒルスタートアシストコントロールび作動中であることを巧ら 
せています。常にま全運転をむびけて<ださい。無謀な運転は思わめ事故につ 
なびるおそれびありを険です。表示なび点滅したら特に慎重に運転して<ださ 
し'!。 

■ TRC や VSC を OFF にずるとさは 

TRC や VSC は駆動力や車両のち向ま定性を確なしよラとするシステムです。 

そのため、必要なとさしツかは TRC . VSC を作動停止状態にしないでください。 
TRC や VSC を作動停止状態にしたとをは、路面状況に応じた速度で、特に慎 
重な運転をむびけて < ださい。 

■タイヤを 交換ずるとさは 

4輪とち指定されたサイズで、指定のメーカー-ブランド-トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、巧奨された空気圧にしてください。レ P . 387) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS 、 VSC び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するときは、トヨタ販売店に相談してください。 

■タイヤと サスペンションの取り扱い 

問題びあるタイヤを使用したり、サスペンションを改造したりすると、運転を 
補助するシステムに悪影響をおよぼし、システムの故障につなびるおそれびあ 
ります。 


A 汪意 

■ VSC OFF スイッチについて 

AFS 装着車は VSC OFF スイッチの下側に、同じお状の AFS OFF スイッチ 
(一 P . 16己）びあるため、押し間違えないようま意してください。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

ヒルスタートアシストコント□—ル* 


急な上り坂やずベりやずい丘面を発進ずるときに、車両び後退ずるの 
を緩和し発進を容易に行ラことびできまず。 

車両び完全に停止している状態で、更にブレーキペダルを踏み込むと 
"ピッ"とブヴーび鳴り、ス U ップ表示巧び点滅しまず。 


口知識 

■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

♦ヒルスタートアシストコント□ールの作動時間は、ブレーキペダルから足を 
離して約2秒間です。 

♦ヒルスタートアシストコント□ールが作動しているとをは、ブレーキペダル 
を踏んでいなくても制動灯と八イマウントストップライトが点なします。 

♦ブレーキペダルを踏み込んでちス U ップ表示口が点滅せず、ブヴーが鳴らな 
いとさは、"度ブレーキペダルを踏む力を弱めて<ださい。（車両が後退し 
ない程度）そのあとちラー度ブレーキペダルを踏み込んで<ださい。 
それでち作動しないとをは次の作動条件を確認して<ださい。 

■ヒルスタートアシストコント□ールの作動条件について 

♦次の状態のとさに、ヒルスタートアシストコント□ールは作動します。 

-シフトレバーが P じ(外の位置のとさ 
-パーキングブレーキがかかっていないとさ 
-アクセルペダルを踏んでいないとを 

♦マルチインフォメーシヨンディスプレイに VSC システムチェックが表示さ 
れているとさは、ヒルスタートアシストコント□ールは作動しません。 

♦ス U ップ表示口が点口し、 VSC 日 FF 表示紅が点滅しているときは、ヒルス 
タートアシストコント□ールは作動しません。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■ヒルスタートアシストコント□-ル 制御ブ ザーについて 

♦ヒルスタートアシストコント□-ルび制御可能状態になると"ピッ"とブ 
ヴーび！回鳴ります。（シフトレバーび R の位置しツ外） 

♦ヒルスタートアシストコントロールび作動中になの状態になると、制御終了 
状態になり"ピッピッ"とフヴーび2回鳴ります。（シフトレバーび R の位 
置しソ外） 

. ブレーキペダルから足を離して、約2秒間運転操作を行わなかったとを 
-シフトレバーを P の位置にしたとを 
-パーキングフレーキをかけたとを 
. ブレーキペダルを再度踏み込んだとを 
. ブレーキペダルから足を離さずに約3分しツ上経過したとき 
♦シフトレバーび R の位置での使用は、ヒルスタートアシストコントロールの 
制御開始-終了を知らせるブヴーは鳴らず、ス U ップ表示灯の点滅-消灯で 
作動状態をお知らせします。 


A 警告 

■ ヒルスタートアシストコント□ールについて 

♦ヒル スタートアシストコント□ールを過信しないでください。急勾配の坂和、 
凍った路面ではヒルスタートアシストコント□ールが効かないことがありま 
す。 

♦ヒル スタートアシストコント□ールはパーキングブレーキのよラに車を長時 
間停車するための機能ではありませんので、同機能を坂道での長時間の駐停車 
のために使用しないで<ださい。思わ说事故につながるおそれがあり危険で 
す。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

PCS (プ IJ クラッシュセーフテイシステム）* 


レーダーセンサーにより、前方の車両や障害物との衝巧が予測された 
ときに、警報により運転ちに対して回避操作をうながし、衝突の防止 
に役立ちまず。また、前方の障害物と衝突が避けられないと検知した 
とき、自動的にシートベルトやブレーキなどに働きかけ、衝突被害の 
低減に寄与しまず。 

■衝突警告表示 


衝突の可能性び高い場合には、"ピピ 
ピとブヴー音び鳴り、 PCS 警告 
なび点滅、衝突警告表示を出し、回避 
操作をうなびします。 


■ プリクラッシュシートベルト 

プ U クラッシュセンサーにより衝突物び検知され、衝突び避け日れ 
ないと判断したとを、衝突前にシートベルトを卷さ取りまず。 

また、急ブレーキをかけたとさや、車びコント□ールを失ったとさ 
を同様に作動しまず。（一 P . 61) 

■プリクラッシュブレーキアシスト 

ブレーキペダルび踏まれる強さに反応してブレーキカの増強に貢 
献します。 

■ プリクラッシュブレーキ 

衝突の可能性び高い とさに 警告巧、警告表示、ブヴー音で危険を知 
日せ、 さ 日に 衝突び避け 日れ ない と 判断した ときは、 ブレーキび自 
動でかかり、衝突被害のな減に貢献しまず。スイッチを使って、プ 
U クラッシュ ブレーキの0 N / OFF 切0かえびで さ まず。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



BTO24AW026 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


[プリクラッシュブレーキの切りかえ 

プ U クラッシュブレーキ OFF スイッチを巧ずことにより、プ U クラッ 
シュブレーキの ON / OFF 切りかえびできまず。 

プ U クラッシュブレーキを OFF に 
ずると PCS 警告灯び点なしまず。 



[レ—ダ—センサ— 



走行中に進路上またはその付近に 
車や物びあるかどラかを検知し、 
その物の位置や車速、進路から衝 
突ずるおそれびあるかどラか判断 
します。 

n グリル カバー 
且レーダー センサー 


208 











































2-4. その他の走行装置の使い方 


口知識— 

■システムの作動を件 

♦プ U クラッシュシートベルトの作動条件（衝突び避けられないと判断した時 
の作動） 

-フ□ント席の乗員がシートベルトを着けている 
-車速が約己 km/h 政上 

-自車からみた対向車か障害物の接近速度が約3日〜約4日 km/h ULb 
♦プ U クラッシュシートベルトの作動条件(急ブレーキをかけた時和、車がコン 
卜□ールを失ったと判断した時の作動） 

-フ□ント席の乗員がシートベルトを着けている 
-車速が約30 km/h 1；(上 
-急ブレーキ和、車両の横すべりを判断したとを 
♦プ U クラッシュブレーキアシストへの作動条件： 

-車速が約30 km/h 政上 

-自車からみた先行車和障害物の接近速度が約3日〜約4日 km/h 政上 
-ブレーキペダルが踏まれているとを 
♦プ U クラッシュブレーキの作動条件： 

. プリクラ ッシュブレーキ off スイッチが押されていないとを 
-自車速度が約1日 km/h liLb 

-自車からみた先行車和障害物との接近速度が約1己 km/h 政上 

■センサーび検知しない場合 

パイ□ンなどのプラスチック類は検知でをません。人和動物-二輪車•木-雪 
の吹さだまりなどは検知しない場含があります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


■システムの作動しない環境 

プ U クラッシュセーフティシステムは、想定されてない状況では有効に作動し 
ないことちあります。 

♦さついカーフや起伏びある場所 
♦凍結路や積雪路などのすべりやすい路面状態の場所 
♦交差点などで、自車の進行ち向に急な飛び出しびある状況 
♦自車の進行ち向に車の急な割り込みびある状況 
♦雨、霧、雪、砂嵐等の悪天候の状況 
♦まび横すベりしている状態 
■システムの自動解除 

システムの異常び検知された場合、センサーび障害物を検知でをない状況（セ 
ンヴーの巧れなど）ではシステムの動作び自動的に解除されます。このよラな 
場合には衝突のを険びあってをシステムは有効に作動しません。 

■ 衝突の可能性びなくてちシステムげ作動ずるとさ 

衝突の可能性びな<てち、なの場合、システムび作動することびあります。 

♦カーフ入り□に障害物びあったとを 
♦カーブで、対向車とすれ違ったとを 
♦狭い鉄橋を走行したとさ 
♦路面に金属物びあったとを 
♦凹凸のある路面を走行したとを 
参ち巧時に対向車とすれ違ったとを 
♦前を走っている車に急に近づいたとを 
♦前車に急接近したとを 

♦ E T C ゲートを通過するとを 
♦歩道橋や高架下などを通過したとさ 
♦道路上の標識や案内看板などあったとを 

♦ま高び極端に変化している場合 （ ノーズアップ-ノーズダウン） 

♦ 5 U 波レーダーの軸ズレび発生しているとを 

♦路面の勾配の為、衝ましない位置の金属物び進行方向に見えるとを 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


また、このとを、シートベルトびすばやく引をちどされたり、ブレーキをかけ 
たとをに通常よりブレーキび強くかかったりすることびあ D ます。シートべル 
卜び巻を取られた状態で □ ックした場合は車をま全な場所に止めてシートベル 
卜をはずし、再度装着してください。 

■システムに異常げあるとさは 

警告なや警告表示び点なまたは点滅します。（一 P. 343、 P. 347) 


A 警告 

■ま 全にお使いいただくために 

ま全運転を行5責任は運転ちにあります。常に周囲の状況を把握し、ま全運転 
に资めて < ださい。 

プ U クラッシュセーフテイシステムは運転者び衝突のを険を見逃してしまつた 
場合に、警報やブレーキ制御によ D 運転者を支援するをのです。本システムだ 
けで衝突を回避したり、ま全に停止するといラものではないため、システムの 
機能を過信すると重大な事故につなびることち考えられます。また、状況によつ 
ては有効に機能しないことびあります。 

■システムの 支援内容に関ずるま意点 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、警報やフレーキ制御により衝突回避支 
援を行ラために、運転者び「見る」、「判断する」、「操作する」過程で、支援を 
行います。システムの支援には限界びあるため、なの点にま意してください。 

♦運転者び 見る過程での支援内容 

プ U クラッシュセーフテイシステムは、前方の障害物を可能な範囲で検知する 
のみであり、わを見やぼんやり運転を許容する装置でち、視界不良を補助する 
装置でちありません。運転者自らび周囲の状況にま意を払ラ必要びあります。 

♦運転者び 判断する過程での支援内容 

プ1」クラッシュセーフテイシステムは、検知し5る前ちの障害物の情報のみか 
ら衝まのを険性を判断するちのです。安全の確なの判断は運転者自らび行5必 
要びあ D ます。 

♦運転者び 操作する過程での支援内容 

被害軽減制動制御は、衝突び避けられないと判断した段階で作動するちので、 
単独で衝突を回避したり、安全に停止させるちのではあ D ません。このため、 
を険性びあれば自らび安全を確なする必要びあ0ます。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

■レーダーセンサーの 取り扱い 

プ U クラッシュセーフテイシステムび効果を発揮でさるよラに; 欠のことをお守 
D ください。 

♦センサーと グ U ルカバーは常にをれいにしておく。 

お手入れをする際は、センサーやグ U ルカパーを傷つけないよう、やわらかい 
巧を使ってください。 

♦センサー 周辺への強い衝撃を避ける。 

センサーの位置びずれると、システムに異常び起こるおそれびあ D ます。強い 
衝撃を受けた際は、必ずトヨタ販売店にて点検を受け、調整してもらってくだ 
さい。 

♦センサーを 分解しない。 

♦センサーに 貼られているラベルは電波法の基準に適合している証明ですので、 
はびさないで<ださい。分解、改造すると電波法の基準に適合しな<なる場合 
びあ D ます。 

♦センサー やグ U ルカバー周辺にアクセヴ U —をつけたり、ステッカーを貼った 
りしない。 


212 





2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安をで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは;欠のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む。 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる。 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏5ないよラに積む。 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラ 
にずる。 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、フレーキ•アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び乗員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッ ケージ トレイ 
-インストルメントパネル 
-ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に投げ出され、柔員を傷つけるおそ 
れびあ0ます。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

♦後 席のシート背ちたれを折りたたんで、寸法び長い荷物を積むとさは、でさる 
だけ前席シート背をたれの真5しろには積まないでください。 

• トランクルームに人を柔せないでください。柔員用には設計されていません。 
柔員は、適切にシートベルトを着用させ、座席に座らせてください。 
お守りいただかないと、急ブレーキや衝突の際に、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やフレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなびり、重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあ0ます。 
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2-5. 様クな状況での運乾 

寒冷時の運拓 


寒を時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいたラえで適 
切に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のをのはそれぞれ外気温に適したちのをお使いください。 

-エンジンオイル 
-;令却水 

-ウォッシャーミ夜 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を巧意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。（一 P . 
387) 

■ 運転ずる前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーびま結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷ををかし、ずぐに水分を十分に 
ふさ取ってください。 

♦フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積ちって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取り除いてください。 

• 足まわりに氷びついているとさは、氷を取り除いてください。 

• フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷びついているとさは、取 
り除いて < ださい。 

■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 



吕1已 


2-5. 様々な状況での運転 


■駐車するとをは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でを 
なくなるおそれびありまず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーを P に入れて駐車し、輪止め’ X をしてください。 

&:輪止めは、トヨタ販売店で購入することびでをます。 


I ワイ/(-停止位置の切りかえ（寒を地仕様車) 

積雪や凍結のおそれびある場合は、あらかじめフード下に格納されてい 
るワイパーを積雪時の停止位置に切りかえておをまず。 

ワイパーアームのフック部をしっかり持ってワイノ（一の停止位置の切り 
かえを行ってください。 



n 積雪時の停止位置にずる： 
ガラス面にそって引を上げま 
す。 

0通常の停止位置にちどず： 

フック上部を手で巧しまず。 

ワイバーを立てるとをは、積雪時の停 
止位置に切りかえてから立てて < だ 
さい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


日知識 — 

■寒を地巧ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のフレードを 
おホめください。 

♦高速走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスびふを取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取りつけ-取りはずし-取り扱いち法についてはなの指示にしたびってくださ 
い。 

-ま全に作業でをる場所で行5 
-後2輪に取りつける 
-タイヤチ王ーンに付属の取扱書にしたびラ 
-取りつけ後0.己〜 1.0 km 走行したら締めなおしを巧5 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能となり、重大な傷害を受け 
たり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあります。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を巧奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度を超える速度で走行しな 
い 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、ちしくは30 km / h のどちらかほい 
ほラを超える速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。輪 
止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 汪意 

■タイヤ チェーンの使用について 

参 おずマーク X 指定のトヨタ純正品を使用してください。 

上記のチェーンし i (外のタイヤチェーンを使用すると、ま体に当たり、走巧のさ 
またげとなるおそれびあ D ます。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦アル =ホイール*にタイヤチェーンを取りつけるとホイールに傷びつくこと 
びあ0ます。 

■フ □ントウインドウガラスについた氷を除去するときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-5. 様々な状況での運転 



ま巧装備のほい方 3 


3-1 .エアコン-デフオッガーの 


使い方 

オートエアコン . 222 

U ヤウインドウデフォッガー（曇 
0取 0) . 232 

フ□ントワイパー 
デアイサー . 234 

3-2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 
(ナビゲーションシステム 
非装着車） . 23已 

ラジオの使いち . 237 

CD プレーヤーの使い方 ....... 239 

MP 3/ WMA ディスクの 
聞き方 . 24已 

快適に聞くために . 252 

ステア U ングスイッチ . 254 

AUX (外部入力接続）端子 
の使しち . 257 


3-3. 室內巧のつけ方 

室内灯一覧 . 2已9 

3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 262 

3-5. その他の室内装備の 
使い方 

サンバイヴー . 271 

バニテイミラー . 272 

時計 . 273 

アクセヴ U —ソケット . 274 

シートヒーター . 27 已 

アーム レスト . 277 

U ヤサンシェード . 278 

フ□ァマット . 281 

トランク内装備 . 282 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使し、方 

オートエアコン 


設定温度にあわせて吹き出し□と風■を自動で調整しまず。 


吹き出し□表示 
風量表示 


花粉除去 


助手席 
温度表の 


エアコンの日 N • OFF 

プラズマ 
クラスターが 


17みぷな£^^運転席 
り - 温度表示 



助手席温度調整 


風量切りかえ 


独立/連動 
モード切0かえ 
オー ト設定 

内気/外気切りかえ 


•運転席温度調整 

U ヤウインドウデフォッ 
力一 Si ミラーヒーター * 


フ□ントガラス曇り取り 

BT038AW001 


[オート 設定を使うとき 


■ 連動モード 

麗齡顧體 ff 温度を同じにしまず。 （ 助手席の設定温度び運転 


16-911 ! II 


{ AUTO ) 


を巧す 

エアコンが作動し吹き出し□と風量を自動で調整します。 
連動モード時は ^ DUAL ^ の作動表示灯び消灯します。 



設定温度を上げるとさは運転席の 



の A を、 


下げるとさは V を巧す 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 























































































3-1. エアコン.デフオツガーの使い方 


3 


室内装備の使いち 
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3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


■ 風量をかえるには 

風 量 切りかえスイッチの を\ (増）か N ( 嫩を巧ず 

風量は7段階に調整でをます。 

送風を止めるとさは^ぶ\を巧ず 

■吹き出し□を切りかえるには 

を巧ず 

巧すたびに吹を出し□び切0かわ0ます。 


喔 

1 

BT 038 AW 003 

*; 令房時に、 AUT 日スイッチを日 N に 
すると送風されることびあります。 

嘯 

み 

1 

BT 031 AW 004 


上半身に送風 


上半身と足元に送風 
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足元に送風 


* 室内温度などの条件によっては、送風さ 
れる場合びあります。 

また' AUTO スイツチび ON のとを、 
送風されます。 



足元に送風-ガラスの量りを取る 


■ 外気導入-内気循環を切りかえるには 



を巧ず 

スイッチを巧すたびに、外気導入-内気循環び切りかわりまず。 
内気循環を還おしているとさは、 


の作動表示巧び点なしまず。 



.エアコン-デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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. エアコン.デフ ォッ ガーの使いち 


フ□ントウインドウガラスの量りを取るには 




を巧す 


内気循環に切りかわり、上半身に送風して花粉を除まします。通常約3分後に（外 
気温び低いとさは約1分後に） / W を押す前のモードにもどります。 

を押すと前のモードにちどります。 


途中で動作を止めるとさは再度 
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L プラズマクラスター®を使ラには 4 


か E を巧してフアンを作動させる 

フアンが作動すると、自動的にプラズマクラスターび作動します。 

モードの切りかえは自動で行われます。プラズマクラスター®イオンのとをは 
CLEAN 、 マイナスイオンモードのときは ION の表示び表示されます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 


227 



3-1. エアコン.デフォッガーの使いち 


[風向きの調壁と吹き出し□の開閉 


中央吹き出し口 



n 風向きの調整 
曰吹さ出し□の開閉 


リヤ巧ま出し口 



n 風向きの調整 
0吹さ出し□の開閉 
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□知識 


I オート設定の作動について 

風量は温度設定と外気の状態により自動で調整されます。なのよラな制御をす 
る場合びあります。 


レ品） 


日）を巧した直後、温風や冷風の準備びでさるまでしばらく送風 
び停止ずる 

♦暖房時、を風を上半身に向けて送る 

■内気循環について 

内気循環を使ラとガラスび曇る場合びあります。 

■内外気切りかえについて 

設定温度や室内温度などにより、自動的に内気循環または外気導入へ切りかわ 
る場合びあります。 

■ が気温度げ0 ‘ C 1 U 下のとさ 



A / C \ を押してもエアコンび作動しない場合びあります。 


■フ□ントウインドウガラスの量りを取るとき 

内外気の温度によって自動的に外気導入に切りかわる場合びあります。 


.エアコン-デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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. エアコン.デフォッガーの使いち 


□知識 


■巧粉除去モードについて 

♦か気温び低いとさは、フロントガラスの曇りを防止するためになのよラな制 
御をする場合びあります。 

-内気循環に切りかわらない 
-エアコンの電源び自動的に入る 
• 1分後作動び停止する 


♦雨天時は窓び曇るため、 



を押して < ださい。 


♦湿度び非常に高いとさに使5とガラスび曇る場合びあります。 

♦巧粉除去モードび OFF のとをち花粉はフイルターで取り除かれています。 

■プラズマクラスター®について（プラズマクラスター装着車） 

♦中央吹を出し□付近で静電気を感じた D 、 ルさな作動音び聞こえることびあ 
りますび異常ではありません。 

♦プラズマクラスター、プラズマクラスタ ー- r オンおよび Plasmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 


■ 7 j < 加熱 ヒーターシステム について（寒を地仕様車) 


エンジン;令寒時のおち効果を局めます。 

エコドライブモード OFF (一 P .137) で最大暖房時に、コンピューターび急速 
暖房を必要と判断した場合、自動的に水加熱ヒーターシステムび作動します。ェ 
ンジンび暖まると自動的に作動び停止します。 
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. エアコン-デフォッガーの使いち 


A 警告 

■フ □ントウインドウガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンをほい設定温度で作動させているとさは 

を押さないでください。外気とガラスの温度差でガラスのか側び曇り視 

界をさまたげる場合びあります。 

■ プラズマクラスター®について（プラズマクラスター装着車） 

♦プラズマ クラスター®は、高電圧を利用しています。を険ですので、修理など 
は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦中央 吹を出し□付近に スプレーを 噴霧したり、棒などの異物を挿入したりしな 
いでください。故障や感電の原因となります。 


A 汪意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中はエアコンを使用しないでください。 



室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使い方 

リヤウインドウデフ ォッ ガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときや、ドアミラーか5雨滴や霜を取る& 
とさに使用 <ださい。 


※： S ラーヒーター 装着車のみ 

5ラーヒーター 非装着車 



S ラーヒーター 装着車 



ON / OFF を切りかえる 

U ヤウインドウデフォッガーは、 
約1已分で自動的に日 FF になりま 
す。ただし、外気温や車速などの 
条件によ0最大約目日分間作動す 
ることがあります。 


ON / OFF を切りかえる 

U ヤウインドウデフ ォッガーと ミ 
ラーヒーターは、約1已分で自動 
的に OFF になります。ただし、外 
気温や車速などの条件によ0最大 
約日日分間作動することびありま 
す。 
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口知識 
■作動を件 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着ま 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

スマートエント y -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■ S ラーヒーターについて （ 5ラーヒーター装着 車） 

U ヤウインドウデフオッガーを ON にするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 


A 警告 

■5 ラーヒーター 作動中の警告 （ 5 ラーヒーター 装着車） 

ドア=ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので触れ 
ないで < ださい。 


A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U —あびりの原因となります。 


.エアコン-デフォッガーの使いち 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使い方 

フロントワイパーデアイサー* 


フ□ントガラスとワイパーブレードの凍結を防ぐためにお使いくだ 
さい。 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

ON / OFF を切りかえる 

フ □ン ト ワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的に OFF になりま 
す。 



スマートエント y -& スタートシステム装着ま 



ON / OFF を切りかえる 

フ □ン ト ワイバーデアイサーは、 
約1已分で自動的に OFF になりま 
す。 


A 警告 
■作動 中の警告 

フロントウインドウガラス下部、およびフロントピラー横の表面び熱くなって 
お0、和けどをするおそれがおるのでふれないで<ださい。 
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#:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
























3-2 .才ーディオ①使い方 

オーデイオの種類（ナビゲーシヨンシステムが装着ま) 


ナビゲーシヨンシステム巧搭載車 

CD プレーヤー、 AM / FM ラジオ 

ナビゲーシヨンシステム搭載車 


メーカーオプションのナビゲーションシステム装着車にお乗りの方 
は、別冊の「ナビゲーシヨンシステム取扱書」をご覧<ださい。 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


□知識— 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえるとさびあります。 


A ま意 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー ディオの取り扱いについて 

オーディオに飲み物などをこぼさないよラにま意してください。 
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3-2. オーディオの使い方 

ラジオの使い方 



I 放送局を記憶させる 

■手動設定 



を回して、または 


超 

track の" a " (高い周波数）または 

殘 


" V "りまい周波数）を巧して、お巧みの放送局を探ず 
固画互記憶させたいスイッチ [ T つ〜を"ピッ"と音び鳴るま 
で長巧しずる 


■ 自動設定 

を " ピッ " と音び鳴るまで長巧しずる 

受信感度の良い順に日局まで記憶されます。記憶び終了すると’ピッピッ’と音 
び鳴ります。 
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3-2. オーディオの使い方 


f 交通情報を受信ずる 

~~を巧ず 
ちラー度巧すと解除されます。 


口知識 

I ~について 

♦新車時は、1己 20 kHz にセットしてあります。 

♦AM ラジオモードのとき~~を"ピッ"と音び鳴るまで押し続けると、 
その周波数を~~に記憶させることびできます。ただし、バッテ U - 
との接続び断たれたとさは、1己 20 kHz にもどります。 


:: ii ~を押して、ラジオを受信しているとをは、 


[~i ~I ~ I ~6 ~I ■ AUT 0 P を操作しても、周波数は切りかわりません。 
■バッテリーとの接続が断たれたとさは 

〜に設定されていた放送局び消去されます。 

■受信感度について 

♦アンテナの位置びそのとさどをで変わるため、電波の強さびかわったり、障 
害物や電車、信号機などの影響により良好な受信状態を保つことび難しい場 
合ちあります。 

• を使っているとを、自動選局や自動記憶びでさないことびありま 

す。 

♦ラジオ用アンテナは U ヤガラスに埋め込まれています。 



238 































3-2. オーディオの使い方 

CD プレーヤーの使い方 



[ CD を挿入ずる 

CD を挿入ずる 


| CD を取り出ず 

亡て1を巧して CD を取り出ず 


I ；巧を選ぶ 


@ 

tSrE ぶ K の" A " (次曲）または" V "(前曲）を巧して聞きたい曲の番号を 
表示させる 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使いち 


I 早もどし、早送りずる 


早送りずるには、 tSr | k の" a " (早送り）または" V "(早もどし）を巧 
し続ける 


1 

ランダム （ RAND ) 再生ずる 

1 

1 

( RAND ) を巧ず 

1 

リピート （ RPT ) 再生ずる 

1 

I 2 I 

( RPT ) を巧ず 

1 

表示を切りかえる 


TEXT を押す 

押すごとに、次のよラに表示が切りかわります。 
ffi 番および経過時間^ CD タイトル^曲名 
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3-2. オーディオの使い方 


口知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字上の場合は、を1秒間し U 上押し 
続けることにより、13文字な降を表示でをます。 ' 

表示でさるのは最大で24文字です。 

TEXT をちラー度1秒間しツ上押す、または約己秒 liLh 操作をしないまま放置 
すると、もとの12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 nn 旧 and ) または ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレイヤー内部に異常びあるとさに表示されます。 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


■再生巧能な CD 

なのマークのついたディスクび再生でをます。記録状態やディスクの特性、キ 
ズ、ミちれ、劣化により再生でをないことびあります。 


抽6。離抽(。畳匿删營置細。離 

'― lUCjV I niRITai Alinin DIGITAL 凸 UDIQ DIGITAL AUDIO 


DIGITAL AUDIO 


DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO DIGITAL AUDIO 

I TEXT ~ I ■gfJJJJ.klJBl I Rewritable | 


コピープ□テクト機能付 CD などは使用できません。 

■ CD プレーャー保護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生び 
停止します。 


■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか5巧び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD び傷つを使用でをなくなるおそれびあります。 

■レンズクリーナー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーび故障する 
おそれびあ0ます。 
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3-2. オーディオの使い方 


A 汪意 

■使用で さない CD、 アダプター 

なのよラな CD や 8 cm CD アダプター 、 Dual Disc を使用しないでください。 
使用すると、プレーヤーび故障したり、 CD の出し入れびでさなくなるおそれび 
あります。 

♦直径 1 2 cm の円形しツ外の CD 


♦低 品質または変形している CD 


♦記録 部分び透明または半透明の CD 


♦セ □八ンテープ、シール、 CD - R 用ラベル 
などを貼った CD や、はびしたあとのあ 
る CD 



室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


A 汪意 

■ CD プレーヤーの取り扱いについて 

なのことをお守0いただかないと、 CD び聞けな<なったり、 CD プレーヤーび 
正常に働かな < なるおそれびあ0ます。 

• CD 挿入□に CD しツ外のちのを入れない 

• CD プレーヤーにオイルを塗ったりしない 
• CD は直射日光を避けて保管する 

• CD プレーヤーを分解しない 
♦変 おしたディスクを使用しない 

♦一度に 2枚しツ上の CD を挿入しない 
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3-2. 才ーディオの使い方 

MP 3/ WMA ディスクの聞を方 



(MP3/WMA ディスクを挿入ずる、または取り出ず 

詳細は 「 CD プレーヤーの使い方」をご覧ください。（一 P . 23日) 



室 

巧 

装 

備 

の 

使 

い 

ち 


I 早もどし、早送りずる 

詳細は 「 CD プレーヤーの使い方」をご覧ください。（一 P . 240) 


I フォルダを選ぶ-最初のフォルダに戻る 

の" A " (次フォルダ）または foL の" V " (前フォルダ）を巧し 
て聞さたいフォルダを選ぶ 

最初のフォルダに戻るには、" V "を"ピッ"と音び鳴るまで巧します。 


FOLDER 


24己 




































































3-2. オーディオの使いち 




あ 

を回して、または TSgfK の" A " (次ファイル）または" V "(前 

该 


ファイル）を巧して、聞きたいファイルを探ず 



亡 m ( RPT ) を巧ず 



亡 m ( RPT ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 



■特定のフォルダの中か！5無作為にファイルを再生するには 

( RAND ) を巧ず 

■ディスクの中か！5無作為にすべてのファイルを再生するには 

亡 r つ （ RAND ) を"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 



TEXT を押す 


押すごとに、次のよラに表示が切りかわります。 

フオルタ’番号•ファイルま号•経過時間^フオルタ’タイトル-> ファイル 
名^ディスクタイトル （ MP 3 のみ）^曲名^アーティスト名 
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3-2. オーディオの使い方 


口知識 

■表示について 

ディスプレイに一度に表示でさるのは12文字までです。 

CD タイトル、または曲名び13文字上の場合は、を1秒間し U 上押し 
続けることにより、13文字な降を表示でをます。 

表示でさるのは最大で24文字です。 

TEXT をちラー度1秒間しツ上押す、または約日秒 liLh 操作をしないまま放置 
すると、もとの12文字目までの表示にちどります。 

記録されている内容によっては、正しく表示されなかったり、表示自体されな 
いことびあります。 

■ランダム再生、リピート再生の解除 

もう一度 nn 旧 and ) または ( RPT ) を押します。 

■エラー表示 

" ERROR " :ディスクび巧れているとをや、裏表逆などで読み取りびでをないと 
を、もしくはプレイヤー内部に異常びあるとをに表示されます。 

" N 0 MUSIC " :ディスク内に MP 3/ WMA ファイルび収録されていないとをに 
表示されます。 

■再生巧能な CD 

なのマークのついたディスクび再生でをます。記録状態やディスクの特性、キ 
ズ、ミちれ、劣化により再生でをないことびあ D ます。また、ファイナライズ処 
理されていないディスクは再生でをません。 

抽帽画 

DIGITAL AUDIO 

■ CD プレーヤー保護機能 

プレーヤー内部をな護するため、使用中に異常び生じたとさは自動的に再生び 
停止します。 



室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


■ CD をプレーヤー内部に、またはプレーヤーか S 飛び出した状態のままで長時間 
放置ずると 

CD が傷つさ使巧でさなくなるおそれがあります。 

■レンズクリーナー 

レンズク U —ナーを使用しないでください。使用すると、プレーヤーが故障する 
おそれがあ0ます。 


■ MP 3/ WMA ファイルについて 


MP 3 (MPEG Audio LAYERS ) は、音声圧縮技術に関する標準フォーマット 
です。 

MP 3 を使用すれば、元のファイルを約1/1日のサイズに圧縮することがでを 
ます 0 

WMA (Window Media I Audio ) は 、 Microsoft Corporation の音声圧縮 
フ ォー マットです。 MP 3 よりもルさいサイズに圧縮することがでをます。 
使用でさる MP 3/ WMA ファイルの規格和それを記憶したメディア、フ ォー マッ 
卜には制限がおります。 

♦再生可能な MP 3 ファイルの規格について 
-对応規格 

MP 吕 （ MPE 白1 LAYER 3、 MPE 白2 LSF LAYER 吕） 

-对応ヴンプ U ング周波数 
MPEG 1 LAYERS :吕2、44.1、48 ( kHz ) 

MPEG 2 LSF LAYERS :1目、22.日日、24 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

MPEG 1 LAYERS :目4、80、目目、112、128、1目0、1目2、224、 

2己6、320 ( kbps ) 

MPE 白2 LSF LAYERS :目4、80、目目、112、128、144、1目日 （ kbps ) 
《 VBR に対応しています。 

-対応チヤンネルモード：ステレオ、ジョイントステレオ、デュアルチヤン 
ネル、モノラル 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生可能な WMA ファイルの規格について 

-対応規格 
WMAVer '7、 8、9 
-対応ヴンプ U ング周波数 
32' 44. K 48 ( kHz ) 

• 対応ビットレート 

Ve 「'7、 8 : CBR 48、 已4、80、9己、128、1己0、192 ( kbps ) 

Ver .9 : CBR 48、 己4、80、9已、128、1己0、192、2已己、320 ( kbps ) 
《 2 ch 再生のみ対応しています。 

♦使用でをるメディアについて 

MP 3/ WMA ファイルの再生使用できるメディアは CD - R および CD - RW で 
す。 

CD - R 、 CD - RW の状態によっては再生できないことびあります。また、ディ 
スクに傷や指紋をつけた場合、再生でをないことや、音飛びすることびあり 
ます。 

♦使用でをるディスクのフォーマットについて 
使用でをるメディアのフォーマットは下記の通りです。 

-ディスクフォーマット： CD - ROM Model および Mode 2、 CD - ROM 
XA 、 Mode 2 Form 1 および Form 2 

-ファイルフォーマット：旧09日己0レベル1、レベル2 ( Romeo,」olie 口 
上記フォーマットし U かで書を込まれた MP 3/ WMA ファイルは正常に再生でを 
なかったり、ファイル名やフォルダ名などび正しく表示されないことびありま 
す。 

規格ならびに制限事項は;欠の通りです。 

-最大ディレクト U 階層： 8階層 

-最大フォルダ名/ファイル名文字数：全角1己文字（半角のみのとをは 
32文字） 

-最大フォルダ数：192 (ルート含む） 

-ディスク内最大ファイル数： 2已已 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


♦ファイル名について 

MP 3/ WMA と認識し再生するファイルは、 MP 3/ WMA の拡張テ ". MP 3" 
または ". wma " がついたちのだけです。 

♦7 ルチセッションについて 

マルチセッションに対応しており、 MP 3/ WMA ファイルを追加したディス 
クの再生が巧能です。ただし、ファーストセッションのみ再生します。 


♦ ID 3 タグ/ WMA タグについて 

MP 3 ファイルには、 ID 3 タグと呼ばれる付属文字情報を入力することがで 
を、巧のタイトル、アーティスト名などを記録することがでをます。 
ID 3 Ve 「. l . 日、1.1、 ID 3 Ve 「.2.2、2.3 のタグに対応しています。（文字 
数は ID 3 Ver . l . a 1.1 に準拠します。） 

WMA ファイルには、 WMA タグと呼ばれる付属文字情報を入力することが 
でを、 ID 3 タグと同様に巧のタイトル、アーティスト名を記録することがで 
をます。 


♦ MP 3/ WMA の再生について 

MP 3/ WMA ファイルが収録されているディスクを挿入すると、最初にディ 
スク内のすべてのファイルをチェックします。ファイルのチェックが終わる 
と、最初の MP 3/ WMA ファイルを再生します。 

ディスク内のチェックを早く終わらせるために、 MP 3/ WMA ファイル1；(外 
のファイルや必要のないフォルダなどを書さ込まないことをおすすめしま 
す。 

音楽データと MP 3、または WMA 形式のデータが混在しているディスクは 
再生でさません。 


♦拡張テについて 

MP 3/ WMA し义外のファイルに ". MP 3" または ". wma " の拡張テがついて 
いると、 MP 3/ WMA ファイルと誤認識して再生してしまい、大をな雑音が 
出てスピーカーを破損することがあります。 
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3-2. オーディオの使い方 


♦再生について 

-安定した音質で再生するために、 MP3 の場含、 128kbps の固定ビット 
レート、 44.1 kHz のヴンプ U ング周波数を推奨します。 

- CD-R、CD-RW はディスクの特性により再生できないことがあります。 

- MP3/WMA は市場にフ U —ウェアなど多くのエンコーダソフトが存在 
し、エンコーダの状態和ファイルフォーマットによって、音質が劣化した 
り再生開始時にノイズが発生したりするおそれがあります。また、再生で 
さないことがあ0ます。 

-ディスクに MP3/WMA 外のファイルを記録すると、ディスクの認識 
に時間がかかったり、再生できないことがあります。 Microsoft、 
Windows、Windows Media は米国 Microsoft Con 30 ration の、米国 
およびその他の国における登録商標および商標です。 


A ま意 

■使用で きない CD 、 アダプターレ P . 243) 

■ CD プレーヤーの取り扱いについてレ P . 吕 44) 


室内装備の使い方 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞くために 



□ ツマ S を巧してモードを表示 
させる 

曰ダイヤルを回して;欠の設定を 
変更する 

♦音質と音量バランス 
(一 P ' 2已 2) 

最適な音質と音量バランスで聞 
くために設定を変更することび 
でをます。 


♦オートマチックサウンド 
レべライヴー(一 P . 2已 3) 


[設定を変更ずるには 


■音質モードの切りかえ 

TUNE-FLE 

を巧ずごとに次のよラに切りかわりまず。 

思 KT 

fad ^ 目 AS ^ TRE ^ 目 AL ^ ASL 
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3-2. オーディオの使い方 


■ 音質の調壁 

TUNE. 円 LE 

◎ を回して音質のレベルを調整しまず。 


音質モード 

表示 

レベル 

左に回す 

ちに回す 

前後音量 
バランス 

FAD 

R 7 〜 F 7 

を側大 

前側大 

低音※ 

BAS 

-己〜己 

看看 

強 

高音※ 

TRE 

-己〜己 

左も音量 
バランス 

BAL 

L 7 〜 R 7 

左側大 

ち側大 


※音質レベルは、ラジオまたは CD プレーヤーで調整でさまず。 

■才ートマチックサウンドレべライザー ( ASL ) 

T1ME-FLE 

音質モードび ASL のとさ、^をちに回ずと ASL び LOW 一 MID 


一 H に H になり、左に回ずと ASL オフになりまず。 
走行時の室内騒音量に応じて音質や音量を自動的に調整します。 


室内装備の使い方 


2已3 



3-2. オーデイオの使いち 

ステア U ングスイツチ* 


パンドル左側にあるスイッチで、才ーデイオを操作ずることびでさま 
す。 



[電源/モードの切りかえ 


電源 


を巧す 


ON のとをは、ボタンを"ピッ"と音び鳴るまで巧すと OFF になります。 


■モードの切りかえ 

電源び ON のとを、を巧ず 
なのように切りかわります。 


AM ^ FM 一 CD (MP3/WMA) 


CD が挿入されていないとさは、選択でさません。 
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3-2. オーディオの使い方 


I 直量を調壁ずる 


^を巧す（大さくずる） 
を巧ず（ルさくずる） 


ボタンを巧し続けると、音量を連続して調整でをます。 


放送局を選択ずるには 


nam を巧して、 AM または FM を還おずる 

hMI 21なまたはを巧ず。 

ボタンを巧すごとに、記憶させている周波数を還択します。 

'ピッ’と音びするまで巧し続けると、自動で受信巧能な周波数を還択しま 
す。 


CD の操作 


■選曲ずるには 

|國11 を巧して、 CD を遇おずる 

nmm たまたは^を巧して、希望の曲を還おずる 


MP 3/ WMA の操作 


■ファイルを選択ずるには 

USm を巧して 、 CD ( MP 3/ WMA ) を遇択ずる 

nmm た またはを巧して、希望のファイルを還おずる 


室内装備の使い方 


2己已 



3-2. オーディオの使い方 


■フオルダの選択をするには 



を巧して、巳 D 



または ¢4を 


( MP 3/ WMA ) を選択ずる 

"ピッ"と音びずるまで巧し続けて、希 


望のフォルダを還おずる 


A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中にステア U ングスイッチを操作するとをは、十分ま意してください。 
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3-2. 才ーディオの使い方 

AUX ( か部入力接続）端子の使い方* 


ポータブルオーディオプレーヤーなどの機器を接続して、車両のス 
ピーカーで聞<ことびでさまず。 



ポータブルオーディオプレーヤーなどとの接続 



フタを開けてポータブルオーディ 
オプレーヤーなどを接続ずる 

市販の=ニプラグを使用して、接続す 
る機器の音声出力端子と AUX 端子と 
を接続します。 

接続する機器の電源び OFF の状態で 
接続してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


I 使用ずるときは 

I 綱|1 1 I DISCAUX 7を押す 

接続した機器の電源を ON にし、再生を開始する 

操作ち法は、接続する機器の取扱書を参照して<ださい。 

—.VOL 

♦音量は、接続した機器および車両の^を操作して調整 
します。 

♦音質は、接続した機器側で調整します。 

使用しないと去は、接続した機器側で停止操作を巧い、電源を日 FF に 
します。 

み '- ミち意 

■故障を 防ぐために 

端子に異物び入ったり飲料水などびかかった0するのを防ぐため、ポータブル 
オーディオプレーヤーを接続していないとをは、 AUX 端子のフタを開めておい 
て < ださい。 


吕已 S 










3-3. 室内灯のつけ方 

ま巧好一覧 



曰インパネ-シフト照明 

スマートエント U -& スタートシステム非装着ま 

エンジンスイッチび " ACC " または " ON " のとを 

スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセサ U —モードま 

たはイグニッション ON モードのとを 
H エンジンスイッチ照明 

(スマートエント U -& プッシュスタート非装着車） 

□ エンジンスタートストップ"スイッチ照明 

(スマートエント U — &プッシュスタート装着車） 

旦フ□ントドアト U ム照明* 

且 I 」ヤドアト U ム 照明* 

B ルームライト（一 P. 260 ) 

Q フ□ント足元照明* 

且ドアカーテシライト* 

* :車両型式などで異なる装備やオプション装備 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内灯のつけ方 


フ□ントパーソナルライト、ルームライト 


I フ□ント パー ソナルライト、ルームライト 


■フ□ントパーソナルライト 




ライトを点灯-消打ずる 


n ライトを消打ずる 
曰ドアの開閉作動に連動してライ 
卜の点な-消打を切0かえる 
H ライトを点なずる 


口知識 

■イル S ネーテツドエントリーシステム 


スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 


ドアの解錠/施錠-ドアの開閉•エンジンスイッチの位置により、各部の照明 
び自動的に点な-消なします。 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

電子キーの検知-ドアの解錠/施綻-ドアの開閉-"エンジンスタートストッ 
ブスイッチの状態により、各部の照明び自動的に点な-消なします。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、長時間点なしないでください。 
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3-3. 室内灯のつけ方 


フ□ントパーソナルライト、ルームライト 


曰知識 
■自動消な機首目 

半ドア状態でルームライトスイッチびドアポジション （DOOR) のときに、し 
下の照明び点なしたままの場合、約20分後に自動消なします。 

♦フロント足元照明* 

♦エンジンスイッチ照明* 

•" エンジンスタートストップ"スイッチ照明* 

♦インパネ-シフト照明 
♦ルームライト 
♦フロントドアト U ム照明* 

♦ 1」ヤトドアト U ム照明* 

■販売店で設定可能な機能 

キャンセルや室内巧の消巧までの時間などの設定を変更でをます。 
(カスタマイズ機能一覧一 P. 390) 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 



曰コン ソール ボックス 
且カップホルダー 
〇ル物入れ 

旦アクセサ U —ボックス 
0運転席ル物入れ 
〇オーバーへッドコンソール 
□ボトルホルダー 
且フ□ントドアポケット 


2已吕 




























3-4. 収納装備の使い方 


グ□-ブボックス 


t グ□-ブボックス 


グ□ーブボックスを開けるには、 
レバーを引を上げる 


曰知識 

■グ□ーブボックスライトについて 

車幅灯び点なしているとさにグローブボックスを開くとライトび点なします。 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたグローブボックスに体び当たったり、収納してい 
たちのび飛び出した0して、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 



室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 


コンソールボックス 


匿コンソールボックス 

■スライドさせる 



ノブを持ち上げて□ック解除し、 
アームレストをスライドずる 



ノブを持ち上げて□ック解除し、 
アームレストをいちばんラしろま 
でスライドして開< 
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3-4. 収納装備の使い方 


コンソールボックス 


□知識 


■コンソールボックス内のトレイについて 

中のトレイをはずすことびでをます。 


■コンソールボックス内のトレイ前後の切り夕きについて 

AUX 端子*やアクセヴ U- ソケットに接続 
した機器をコンソールボックス内トレイに 
置いたまま使用する際は、機器の配線を切 
り欠をに通します。 

コンソールボックスのフタを閉めても機器 
の配線び潰れずに使用でをます。 

使用する機器や配線の太さによっては、配 
線び潰れてしまラちのちあります。 


A 警告 
■走行 中の警告 

コンソールボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたコンソールボックスに体び当たったり、収納して 
いたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 


A ま意 

■コン ソールボックス内のトレイについて 

トレイの高さし U 上にものを入れないでください。フタの開閉のさまたげになる 
おそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー 


I カップホル ダー 


フ □ント 



フタを巧して開ける 



U ヤアームレストを手前に倒し 
て、フタを上げて開ける 


曰知識 


■フ□ントカツプホルダーの仕切りについて 



仕切りをはずし、ル物入れとして使用でを 
ます。 
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3-4. 収納装備の使い方 


カップホルダー、ル物入れ 


A 警告 

■収納して はいけない物 

カップホルダーにはカップやちしツかのちのを置かないで<ださい。 

急フレーキや事故により落ちてけびをするおそれびあります。やけどを防ぐた 
めに温かい飲み物にはフタを閉めておいてください。 

■使わない とさは 

フタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたカップホルダーび体にあたったり、収納していた 
ちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびりけびをするおそれびあ D ます。 


1" ル物入れ 

か物入れ 

フタを巧すと開< 


フタを巧して開ける 

□ックするまでフタをスライドさせ 
ふ 9 〇 

フタを閉じるにはフタをちう一度前 
方に巧すと閉じることびでをます。 




i 

i 

アク七ヴ u - ボックス 

i 

i 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 


ル物入れ 


才ーバーへッドコンソール 

フタを巧して開ける 


BT032AW009 

運拓おか物入れ 




フタを引いて開ける 

上部にカードを収納することびでを 
ます。 


《 ETC 装着車は、 ETC ユニットび装着 
されています。 


A 警告 
■走行 中の警告 

ル物入れを開けたままにしないでください。急ブレーキ時などに、開いたル物 
入れに体び当たったり、収納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■収納して はいけないちの（才ーパ‘一へッドコンソールのみ） 

♦ 200 巨上のちのを入れないでください。200巨上のちのを入れると、オーバー 
へッドコンソールび開さ収納されているをのび飛び出したりして、思わめ事故につな 
びるおそれびあ D を険でず。 

♦ メガネやライターを放置したまま、車から離れないでください。オーバーヘッドコン 
ソール内に放置したままにしておくと、ライターび爆発したり、プラスチックレンズ、 
プラスチック素材のメガネのをあ.ひび割れをおこずことびありまず。 
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A 警告 

■ア クセサ U- ボックスについて 

アクセヴ U —ボックスは灰皿ではありま 
せん。マッチ-タパコの吸いがらなどを 

入れないで < ださい。 


纖 





1ボトルホルダー 


フ□ジトお用 



U ヤ巧用 



3-4. 収納装備の使いち 

小物入れ、ボトル ホルダー 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 


ボトルホルダー、フ□ントドアポケット 


□知識 


■ボトルホルダーについて 


♦ペットボトルのフタを必ず閉めてから収納してください。 

♦ぺットボトルの大ささ、おによつては収納でをないことびあります。 


A 迂意 

■収納し 口まいけない物 

ボトルホルダーには、ジュースなどび入っている紙コップやガラス製のコップ 
などを収納しないでください。ジュースなどびこぼれたり、ガラス製品び割れ 
たりするおそれびあります。 


I フ□ントドアポケット 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー 



n 前方をさえざるには、バイ 
ヴーを下ろす 

曰側方をさえざるには、下ろし 
た状態でフックか5はずし、 
横へまわず 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

バニテイミラー 



カバーをスライドして開ける 
カバーを開けるとライトが点灯し 
を' ^ 〇 


※図では運転席側で説明していますが、 
グレードなどによ0助手席側のみ設定 
の車種ちあります。 


A 迂意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

エンジンび停止した状態で、長時間ライトを点なしないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

時計 



曰知識 

■時刻び表示されるとさ 

スマートエントリ ー& スタートシステムが装着車 

エンジンスイッチが "ACC " または " ON" のとを 

スマート エン ト y — & スター トシステム装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチがアクセヴ U —モード、またはイグこッ 
シヨン日 N モードのとさ 

■バッテリー端子の目な着をしたときは 

バッテ U —端テの脱着を行ラと、時計のデータは U セットされます。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アク七ヴ u — ソケット 


12 V 10 A 未満の電気製品を使うときの電源としてお使いくださ 
い。 



フタを手前に引いて開ける 


□知識 
■使用を件 

スマートエントリ ー& スタートシステム 巧装着ま 

エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 

スマートエント y-s スタートシステム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチびアクセヴ U —モード、またはイグニッ 
シヨン ON モードのとを 


A ま意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

巧し込み□に異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用し 
ないとさは、フタを閉めておいて<ださい。 

■ヒューズび 切れるのを防ぐために 

DC 12 V で最大電流10 A (最大消費電力1 20 W ) し U 上の電機製品を使用しな 
いで < ださい。 

■バッ テリーあげりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

シートヒーター^_ 


DON 

シートヒーターび 日 N のとをは、 
インジケーターが点灯します。 

且温度を調整する 

ダイヤルを上にまわすほど高温に 
なります。 


口知識 
■作動条件 

" エンジンスタートストツプ"スイツチびイグニツシヨン ON モードのとを 

■使用しないときは 

ダイヤルをいっぱいまで下にまわしてください。インジケーターび消なします。 


A 警告 

■やけどに ついて 

♦低温 やけどを負ラおそれびあるため、なのちは特に注意してください。 

-乳幼お、おテさま、お年寄り、病人、体の不自由なち 
-皮膚の弱いかた 
-疲ちの激しいかた 

-深ミ酉やお気をさそ5薬（睡眠薬、風邪薬など）を服用されたかた 
♦シー トにち巧、クッシヨンなどを使用しないでください。 

シートヒーターの使用により保品性び高まり異常過熱の原因になります。 

♦シート ヒーターを 必要しツ上に使用しないでください。 

ほ温やけどを負ったり、シートヒーターの異常過熱の原因になるおそれびあり 
ます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 汪意 

■シー トヒーターの故障を防ぐために 

凹凸のある重量物をシートの上に置いたり、針金や針などの鋭利なちのをまを 
刺したりしないで<ださい。 

■バッ テリーあがりを防止するために 

エンジンび停止しているとをは使用しないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

アーム レスト 



手前に倒して使用しまず。 


A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

U ヤサンシェード* 


■電動リヤサンシェード 



上昇/下降 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 















3-5. その他の室内装備の使い方 


口知識 — ^ — 

■電動リヤサンシェードの作動条件 

" エンジンスタートストップ"スイッチびイグニッシヨン ON モードのとを 

■"エンジンスタートストップ"スイッチ OFF をの作動 

"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしたあとでも、約60砂間電 
動 U ヤサンシェードを操作でをます。 

■ U バース連動機能 

U ヤサンシェードび上びつた状態でシフトレバーを R にすると、後方を見やす 
くするために U ヤサンシェードび下降します。 

ただし下記のいずれかを行ラと、 U ヤサンシェードは再度上昇します。 
♦スイッチををラー度押す 
♦シフトレバーを P に入れる 

♦シフトレバーを P と R じ(外にし、1已 km/h じI上で走行する 

■ リバース連動機能び働かない場合 

状況によっては U バース連動機能び働かない場合びあります。その場合、スイッ 
チを押して、 U ヤサンシェードを上昇-下降させてください。 


A 警告 

■リ ヤサンシェード作動中は 

1」ヤサンシェードの留め金部分や溝に指を置かないで < ださい。 
巻を込まれてけびをするおそれびあります。 


室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防ぐため 

エンジンびかかっていない状態では U ヤサンシェードを繰り返し操作しないで 
<ださい。 

■正常に 機能させるため 

なのことをお守0 ください。 

♦モーター や他の部分に負荷をかけすざないよラにしてください。 

参 開閉のさまたげになる部分に物を置かないでください。 

♦ 1」ヤサンシェードにちのを貼らないでください。 

♦溝を されいに保ってください。 

♦長時間 操作を続けないでください。 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

フロアマット 


卜の上にしっかりと固定してお使 


力一ぺットには、フ□アマット 
の固定ク U ップ取〇つけ用の巧 
びありまず。 


A 警告 

■フ □アマットを敷くときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびすべったり、運転中にペダルの操作を 
さまたげ、思わめ事故につなびるおそれびあ D ます。 

♦フロア マットを裏返して使用しない 
♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 


車に合ったちのを、フ□アカーぺッ 
い < ださい。 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 

トランク巧装備 


■ トランク内ル物入れ 




トランク内左側にノ」け勿入れびあ 
りまず。 


ラ ゲージマツ トの下にラ ゲージ 
アンダートレイびあり、=ち表 
お板^などを収納ずることびで 
さまず。 

云ち表示板は、トヨタ販売店で購入 
することびでをます。 


曰知識 


■己角表示板について 


高速道路や自動車専用道路で故障して停車した場合は兰角表示板または停止表 
示なを使用してください。（法的にち義務付けられています） 

■ラゲージアンダートレイについて 

=角表示板を収納する場合、=角表示板のケースの大ささ、おによっては収納 
でさないことびあります。 
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お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 


外装の手入れ . 284 

内装の手入れ . 287 

タイヤにつし、て . 290 


4-2. 簡単な点検-部品交換 

ボンネット . 294 

ガレージジャッキ . 297 

エンジンルームカバー . 300 

電球（バルブ）の交換 . 302 

ヒューズの点検、交換 . 31已 

キーの電池交換 . 323 

ウォッシャー液の補給 . 327 

エアコンフィルターの清掃、 

交換 . 328 
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4-1 .お手入れのしかた 

か装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施ください。 

• 水を十分かけなび日車体-足まわり-下まわりの順まに上か日下 
へ巧れを洗い落とず。 

♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔らかいちので洗ラ。 

• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流 
す。 


• 水をふさ取る。 

♦水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う。 

ボデーの表面のちれを落としてを水び玉状にな5ないとさは、車体の温度び;令 
えているとを（およそ体温 LU 下を目をとしてください。）にワックスをかける。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施行された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦ドア5ラーを格納し、車両前側から洗車してください。また、走行前は必ず 
ドア5ラーを復帰状態にもどしてください。 

♦ブラシで車体に傷びつさ、塗装を損なラことびあ D ます。 

♦ U ヤスポイラー*びひっかかり、洗車でをない場合や、傷ついたりするおそ 
れびあ D ます。 

♦エアコンの送風を止める、または内気循環にしてください。 

■高圧洗車機を使うときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア巧付近 
に近づけすざないでください。 

♦洗車の前に給油□び確実に閉まっていることを確認してください。 
♦エアコンの送風を止める、または内気循環にしてください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 





4-1. お手入れのしかた 


■アル S ホイール* 

中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や硬 
いブラシは使用しないでください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や硬 
いブラシは使用しないでください。強力な化学洗剤は使用しないでください。塗 
料に使用されているのと同様に刺激の少ない洗剤やワックスを使用してくださ 
い。 

■塗装の努化や車体の腐食を防ぐために 

♦なのよラな場合はただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、花粉、摘液、鳥のふん、虫の死びいなどび付着したとを 
-ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下びをい場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ1」ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に傷びついた場合は、早めに補修してください。 

■ ドア S ラーの 親水 コーテ イングについて 
親水膜の効果を持続させるため、なのことにま意してください。 

♦シ1」コーンやコンパウンドの入っていないカーシヤンプーやガラスク1」一 
ナーで清掃し、十分に水で洗い流す。 

♦晴天時に太陽光を1 • 2日間当てる。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■洗車を ずるとをは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両乂巧につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気管は排気ガスにより高温になります。洗車などでふれる場合は、十分に排 
気管び;令めてからにしてください。やけどをするおそれびあります。 


A ミち意 

■塗装の 損傷を避けるために 

ベンジン、ガソ U ンなどの有機を剤は使用しないでください。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 

■ 自動洗車機を使用ずるときは（雨滴感知式ワイパー装着車） 

ワイパースイッチを OFF にしてください。 
AUTO になつていると、不意にワイパーび 
作動してワイパーブレードなどを損傷する 
おそれびあ0ます。 
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お手入れは、巧の要領で実施ください。 

■ 室内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除を、水またはめるま湯を含ませた巧で 
ふさ取る。 

■ 合成皮革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジや柔 b かい布を使用して合成皮革部分に刺激の少ない 
洗剤をつける 

• 数分間そのままにしておいてか b 巧れを落とし、固<絞ったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 

■本革部分の手入れ 

• 掃除機をかけて、大まかな巧れを取る 

• スポンジややね b かい布を使用して本革部分に刺激の少ない洗 
剤を付ける 

• 数分間洗剤につけておいてか日巧れを落とし、固< しぼったされ 
いな巧で洗剤をふさ取る 


4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 — 

■ 本軍部分のお手入れの目ま 

品質を長<保つため、年に2回程度の定期的なお手入れをおすすめします。 

■力一ぺットの洗ミき 

カーペットは常に乾いた状態をなつことをおすすめします。洗;争には、市販の 
泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を ffi くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、ふを取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧やスポンジを使って洗ってください。シー 
トベルトのすり切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。電気部品などに水び 
かかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦ SRS エアバッグの構成部品や配線などをめらさないでください。（一 P . 91) 
電気の不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、重大 
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 


288 







4-1. お手入れのしかた 


A 汪意 

■清 ミきずるとき使巧ずる溶剤について 

変色. シ己. 塗装はびれの原因になるため、なの溶剤は使用しないでください。 

♦シー トなかの部分：ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ U 性 
のを剤、染色剤、漂白剤 

♦シート 部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性のを剤 

■軍の 傷みを避けるために 

革の部分の損傷-消耗を避けるために、なのことをお守りください。 

♦革に つし、 たほこりや砂はすぐに取り除く。 

♦直射日光に 長時間さらさないよラにする。とくに夏場は曰陰で車をイ呆管する。 

参 ビニール製-プラスチック製•ワックス含有のちのは、車内び高温になると革 
にはりつくおそれびあるため、革張りの上に置かない。 

■巧に 水びかかると 

水で洗わないで < ださい。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因となったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

♦熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク1」ーナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた巧で軽くふいてくだ 
さい。 

参 熱線やアンテナを引っかいたり、損傷させないよラに気をつけてください。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務づけ5れていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命を延ばずために、タイヤ□-テーシヨン 
(タイヤ位置交換)を FR 車は10,000 km ごとに、 4WD 車は己,000 
km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤびをえているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）のち無 

■ タイヤ □ーテーシ ヨンのしかた 



図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命を延ばすために、トヨタは定期 
点検毎のタイヤ□ーテーシヨンを 
推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


曰知識 

■タイヤ空気圧の数値 



タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイヤ 
空気圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

空気圧’ 》 [ kPa ( k 目/ cm 2 )] 

前後輪 

21己/目日 R 1目9巳 H 

2已〇 (2 .己） 

235/45 R 18 94 W 

240に. 4) 


応急用タイヤ： 420 kPa (4.2 kg / cm ^) 

※：タイヤびをえているとさの空気圧 


■タイヤ関連の部品を交換ずるとを 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取りつけナツトを交換するとをは、トヨ 
夕販売店にご相談 < ださい。 


お手入れのしかた 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■点検- 交換時の警告 

必ずなのことをお守りください。 

守らないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性によ0、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー-同一銘柄•同ートレツドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用する 

♦ メーカー指定サイズ!;(外のタイヤやホイールを使用しない 

♦ラジアルタイヤ 'バイアスベルテツドタイヤ•バイアスプライタイヤを混在使 
用しない 

♦サマー タイヤ.オールシーズンタイヤ. を用タイヤを混在使用しない 

■異常び あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると、走行時に八ンドルを取られたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なのよラな事態になり、思わめ事 
故につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦破裂な どの修理でをない損傷を与える 
♦車両び 横すベ D する 

♦車両の 本来の性能（燃費-車両のま定性-制動距離など）び発揮されない 
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4-1. お手入れのしかた 


A 汪意 

■走行 中に空気ちれび起こった5 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■超 偏平タイヤ （23 已/4已 R 18 94 W *) について 

超偏平タイヤのホイールは、路面から衝撃を受けたとを、ホイールに通常より 
大をなダメージを与えることびあります。そのためなのことにご注意ください。 

• 適切なタイヤ空気圧で使用して < ださい。 

空気圧びほすざると簡単に損傷することびあります。 

♦段差 や凹凸のある路面、路上に開いた巧、平らでない舗道-縁石や他の障害物 
を避けてください。 

タイヤおよびホイ ー j レびひどく損傷することびあります。 

■タイヤ 空気圧び低いとき 

走行を続けないでください。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるま意 

段差や凹凸のある路上を走行するとをはま意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び低下します。また、タイヤ、 
ホイール、ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


室内か5□ックを解除して、ホンネットを開けまず。 



ボンネット解除レバーを引く 
ボンネットび少し浮をあびりま 
す。 


レバーを引さ上げて、ボンネッ 
卜を開ける 


曰知識 

■バッテリー端テをはずずとさは 

バッテ U —端子をはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■走行 前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、重大な傷害にお 
よぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

■けび を防ぐために 

走行後のエンジンルーム内は高温になっています。熱くなった部品にさわると 
やけどなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。 

スマー トエントリ ー S スター トシステム巧装着車 

♦ボンネットを 開ける前にエンジンスイッチを " LOCK " にしてください。作動 
中の部品に巻を込まれてけびなどの重大な傷害を受けるおそれびあります。し 
ばら < たってからボンネットを開けて < ださい。 

スマー トエント y -& スター トシス テム 装着ま 

♦ボン ネットを開ける前に"エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にし 
て < ださい。作動中の部品に巻を込まれてけびなどの重大な傷害を受けるおそ 
れびあ0ます。しばら<たってからボンネットを開けて<ださい。 

■エンジン ルームを点、検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認ください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置を忘れていると、 
故障の原因となったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両乂巧に 
つなびるおそれびあ0を険です。 

■ボン ネットを閉めるとさは 

ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラに注意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあ0を険で 
す。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 汪意 

■ボン ネットやダンパーステーヘの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネットにはボンネットを支えるためのダンパーステーび取り付けられて 
います。ダンパーステーの損傷や作動不良を防ぐため;欠のことをお守りくださ 
い。 

-ビニール片.ステッカー.粘着がなどの異物をステーの□ッド部（棒部） 
に付着させない 

-□ッド部を軍手などで触れない 

-ボンネットにトヨタ純正品しツ外のアクセヴ U —用品を付けない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使用して車両を持ち上げるとさは、正しい位置に 
ガレージジャッキを取りつけてください。 

正しい位置に取り付けないと、車両び損傷したり、けがをずるおそれ 
がありまず。 

■ FR (後輪駆動） 

フロント侧 



y ヤ棚 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 4 WD (4 輪駆動) 

フロント脚 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D ます。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げてください。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用して<ださい。 

♦車に 搭載されているジャッキを使用しないで < ださい。車両び落下するおそれ 
びあ D ます。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだ〇しないで<ださい。 

ガレージジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しないでください。 

♦平らで 硬い地面に車両を停車させ、しっかりとパーキングブレーキをかけ、シ 
フトレバーを P にしてください。 

♦ガ レージジャッキは、必ずジャッキアップポイントに正しく取り付けてくださ 
い。 

ガレージジャッキを正しく取りつけずに車両を持ち上げると、車両び損傷しま 
す。また、車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦車内に 柔員びいるとをは車両を持ち上げないでください。 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジャッキの上下にちのを置かないでくださ 
し'!。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エンジン ルームカバー 


ヒユーズや電球（バルブ）の点検•交換などを行うときに取りはずし 
まず。 

■ エンジンルームカバーの取りはずしち 



■クリップの取り付けち 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■けび を防ぐために 

エンジンルームカバーを取りはずす前に、"エンジンスタートストップ’’ス 
イッチを OFF ( スマートエント U -& スタートシステム装着車）または、エンジ 
ンスイッチを "LOCK " (スマートエント U -& スタートシステム非装着車） 
にしてください。熱くなった部品でやけどをしたり、作動中の部品に巻を込ま 
れてけびをするおそれびあ0ます。 


A 汪意 

■エンジン ルームカバーを取り付けたあとは 

もとの場所に確実に取り付けられていることを確認してください。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


:欠に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。詳細が不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にごホ目談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P . 388) 

■ フ□ントのバルブ位置 



■ リヤのバルブ位置 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




























4-2. 簡単な点検-部品交換 


電球交換のしかた 


へツドライト□ービーム（八□ゲンバルブ*) 

電球を取0はずず 




コネクターを取りはずず 


mm 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


匿電球交換のしかた 

■ヘッドライト（八イビーム） 

固画のエンジンルームのカバーをはずず（一 P . 300) 



電球を取0はずず 


コネクターを取りはずず 


nurri 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントフオグライト= 



ボルトを取りはずし、フェンダー 
ライナーをめ<る 


コネクターを取りはずず 



電球を取0はずず 


niBRi 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 

* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 


30已 









































4-2. 簡単な点検-部品交換 


■車幅な 



八ンドルをいっぱいまで左にまわ 
してから、タイヤ前側のカバーを 
はずず 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 


naim 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ フ□ントち向指示兼非常点滅な 



BTO42AW017 



八ンドルをいっぱいまで左にまわ 
してから、タイヤ前側のカバーを 
はずず 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 


r ^ iPi 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ リヤ方向指示兼非常点滅な 



トランクを開け、カバーを取りは 
ずず 



パッキンをめくる 



ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 


nuRi 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


後退好 



トランクを開け、ク U ップを取り 
はずし、カパーをめくる 



ソケットを取りはずし、 
りはずず 


電球を取 


miPi 取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


トランクを開け、ク U ップを取り 
はずし、カパーをめくる 


ソケットを取りはずし、電球を取 
りはずず 


rmm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


■ 番号巧 



BTO42AW024 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


リヤフオグライト= 



トランクを開け、ク U ップを取り 
はずし、カパーをめくる 



ソケットを取りはずし、 
りはずず 


電球を取 


nim 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ その他の電球 

なの電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換して<ださい。 
♦へッ ドライト□-ビーム（ディスチヤージノりレブ*) 

• 方向指示な兼非常点滅な （ ドア S ラー部） 

• 制動打 
♦尾な 

♦八イマウントストップライト 

曰知識 


■ LED ライト 

尾な-制動な-サイドち向指示兼非常点滅灯-八イマウントストップライトは 
数個の LED で構成されています。もしに D びひとつでも点灯しないときは、 
トヨタ販売店で交換してください。 

■レンズ内の水滴と量り 

なのよラなとさは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時 
的な曇0は、機能上問題あ0ません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付しでいる 
♦ライト内に水がたまっている 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとさに、部品などの破損が必配なかたは、トヨタ販売店 
にご相談ください。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 






4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるとさは 

♦ライ トは消なしてください。消な直後は高温になっているため、交換しないで 
<ださい。 

やけどすることびあ0ます。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れや破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。取り付けび 
不十分な場合、発熱や発火、またはヘッドライト内部への浸水による故障や、 
レンズ内に曇りび発生する ことび あります。 

参 ディスチャージへッドライト装着車： 

ロー ビーム点な中および消灯直後は へッ 
ドライト裏の金属部び高温となっている 
ため、さわらないで<ださい。 

やけどをすることびあ0ます。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告_ 

■デ イスチャージへッドライト"'について 

♦交換 するとを（電球交換含む）は、おずトヨタ販売店にご相談<ださい。 

♦点 好中は、高電圧ソケットにふれないでください。 

瞬間的に3万ボルトの電圧び発生するため、感電により、重大な傷害におよ 
ぶか、最悪の場合死亡につなびるおそれびあります。 

♦電球- ソケット-電気回路-および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。感電により、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれ 
が态 D ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点巧、交換 


ランプびつかないとさや電気系統の装置び働かないとさは、ヒューズ 
切れび考え5れまず。ヒューズの点検を巧ってください。 

旧!>11 I 

スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

エンジンスイッチを "LOCK" にずる 

スマートエント U -& スタートシステム装着車 

" エンジンスタートストップ"スイツチを OFF にずる 
固画回ヒューズボックスを開ける 

エンジンルーム A 



ツメを巧しなびら、カバーを持 
ち上げる 



ツメを巧しなび日、カバーを持 
ち上げる 



31已 

































4-2. 簡単な点検-部品交換 


運拓巧足元 



助手お足元 



ヒューズボックスカノ（一を取り 
はずず 


ヒューズボックスカノ（一を取り 
はずず 


n 画巧! 故障のが況から、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . 318)で確認ずる 



ヒューズはずしでヒューズを引 
さ抜< 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ai 互ヒューズを引さ抜さ、ヒューズび切れていないか点検ずる 



n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示にしたびい、 
規定容量のヒューズに交換します。 


CTN43AE066 



a 


ヒューズの 配置と負荷 
■エンジン ルーム A 


■ 


BTO42AW033 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

EFI N0,2 

10 A 

エンジンコント□-ルシステム 

2 

HORN 

10 A 

ホーン 

3 

A/F 

1 己 A 

排気システム 

4 

WASHER-S 

己 A 

ワイパー、ウォッシャー、才ートワイパー 

己 

FUEL PMP 

20 A 

フューエルポンプ 

6 

IN」 

20 A 

エンジンコント□-ルシステム 

7 

E 円- MAIN 

25 A 

エンジンコント□-ルシステム 

8 

ETCS 

10 A 

エンジンコントロールシステム 

9 

H-LP LH-LO 

1 己 A 

へッドライト（口ービーム）左 

10 

H-LP RH-LO 

1 己 A 

へッドライト（□-ビーム）ち 

1 1 

WIP-S 

7.5 A 

5 U 波レーダー、ノ f ワーマネジメント 

12 

SPARE 

— 

スペア 

13 

SPARE 

— 

スペア 

14 

SPARE 

— 

スペア 

1 已 

H-LP LH-Hl 

1 己 A 

ヘッドライト（八イビーム）左 

16 

H-LP RH-HI 

15 A 

へッドライト（八イビーム）ち 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

17 

TAIL 

15 A 

18 

A/C COMP 

7.5 A 

19 

FOG FR 

1己 A 

20 

に 2 

10 A 


エンジン ルーム 


ヒユーズの受け持つ主な装置名称 
尾灯、車幅口 
エアコン 

フ□ントフオグライト 


レー ム B 


. 皿皿邸 

田] mm a □□洲 配扣 

の □nn n 四邮 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

に 2-MAIN 

20 A 

各 ECU 電源 

2 

D/C CUT 

20 A 

室内好、各 ECU 電源 

3 

ECU- 臣 

10 A 

EPS、VGRS 

4 

TRUNK OPN 

7.5 A 

トランクオープン 

己 

RAD N0.1 

1 己 A 

オーディオ 

6 

AMP 

30 A 

オーディオ 

7 

ALT-S 

己 A 

充電回路 

8 

MIR HTR 

10 A 

5ラーヒーター 

9 

DEICER 

2 己 A 

フロントワイパーデアイサー 

10 

FO 白 RR 

10 A 

U ヤフォグライト 

11 

PS 臣 

30A 

プ U クラッシュシステム 

12 

DOME 

10 A 

室内照明 

13 

MPX-B 

10 A 

各 ECU 電源 






4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運転席足元 


mmm 日日日 


日日日日日 


日目目呂 


BTO 4207023 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

STOP 

7.5 A 

制動な 

2 

TV 

10 A 

ナビゲーシヨンシステム 

3 

P/SEAT FR 

30 A 

フロントパワーシートち側 

4 

Tl &TE 

20 A 

マイコンプ U セットステア U ング 

己 

ACC 

7.5 A 

アクセサ U —電源 

6 

P/ OUTLET 

1 己 A 

アクセヴ U —ソケット 

7 

WASHER 

20 A 

ウオツシヤー 

8 

WIP 

30 A 

ワイパー 

9 

AVS 

20 A 

AVS 

10 

S/HTR FR 

1 己 A 

フロントシートヒーターち側 

11 

RH IG 

10 A 

各 ECU 電源 

12 

RH ECU-IG 

10 A 

各 ECU 電源 

13 

DOOR FR 

20 A 

フ□ントパワーウインドウち 

14 

DOOR RR 

20 A 

U ヤパワーウインドウち 

1已 

AM2 

7.5 A 

EFI コンピューター 

16 

SECURITY 

7.5 A 

EFI コンピューター 

17 

STR 白 LOCK 

20 A 

ステア IJ ング□ック 

18 

に N 

10 A 

EFI コンピューター、エアーバッグ 

19 

S/ROOF 

20 A 

ムーンルーフ 

20 

P/W-B 

己 A 

パワーウインドウ 

21 

MULTIMEDIA 

10 A 

オーデイオ、ナビゲーシヨンシステム 


320 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

22 

〇臣 D 

7.5 A 

チェックコネクター 


■ 助手席足元 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

LH J/B-B 

7.5 A 

ボデー系システム 

2 

AM1 

7.5 A 

装備系全般 

3 

P/SEAT FL 

30 A 

フロントパワーシート左 

4 

D/L N0,1 

2 己 A 

ドア□ック 

5 

S/HTR FL 

15 A 

シートヒーター左 

6 

WIP RR 

15 A 

U ャワィパー 

7 

AFS 

7.5 A 

AFS 

8 

BKUP LP 

7.5 A 

後退な 

9 

LH ECU-IG 

10 A 

各 ECU 電源 

10 

LH IG 

10 A 

各 ECU 電源 

1 1 

DOOR RL 

20 A 

U ヤパワーウインドウ左 

12 

DOOR FL 

20A 

フ□ントパワーウインドウ左 

13 

D/L N0,2 

25 A 

ドア□ック 

14 

HAZ 

1 己 A 

非常点滅灯 

1已 

RAD N0,2 

20 A 

オーディオ 

16 

GAUGE 

7.5 A 

メーター 

17 

PANEL 

7.5 A 

イル 5 ネーシヨン 

18 

A/C 

7.5 A 

エアコン 



口 U 口 U 
n9u n 凹 
_ 8 _ -//_ 
n7u nuu 

_ 6 _ -// I 

n5u 口 u 
n 4 u 口 u 

InMU nMU 


n 凸 


n 2 u 口 u 
niu nuu 





4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

19 

SHADE RR 

10A 

U ヤサンシェード 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点打しないとをは、電球を交換してください。 

( 一 P. 302) 

♦交換してち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて<だ 
さい。 

■バッテリーか6の回路に過剰な負巧がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守 D <ださい。 

お守りいただかないと車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量!;(かのヒューズまたはヒューズし U 外のちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

♦ ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 


3吕吕 












4-2. 簡単な点検.部品交換 

キーの電池交換 


電池び消耗しているときは、新しい電池に交換してください。 

■用意ずるちの 

♦7 イナスドライバー 

♦ルさいプラスドライバー 
• U チウム電池 

- CR 2016 (スマートエント U — &スタートシステム非装着車） 

- CR 1632 (スマートエント U — &スタートシステム装着車） 

■ 電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 
非装着車） 



カノ（一をはずず 

傷び付くのを防ぐため、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
てな護してください。 



モジュールを取り出ず 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



コインなどを使って、モジユー 
ルカバーをはずし、消耗した電 
池を取り出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


因画]互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


電池交換のしかた（スマートエントリー&スタートシステム 


装着車) 



BT042AL044 


六カ ニ カルキーを抜く 


カパーを はずす 

傷が付くのを防ぐたが、マイナス 
ドライバーの先端に巧などを巻い 
て保護してください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



消耗した電池を取0出ず 

新しい電池は+極を上にして取り 
付けます。 


巧画互取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 


□知識 


■電池び消耗していると 

なのよラな状態び起こ D ます。 

♦スマートエント U -& スタートシステム（装着まのみ）、ワイヤレス機能び 
作動しない 

♦作動距離び短<なる 

■リチウム電池の入手 

U チウム電池はトヨタ販売店、時計店およびカメラ店などで購入でをます。 
♦スマートエント U -& スタートシステム非装着車： CR 201己 
♦スマートエント U -& スタートシステム装着車： CR 1632 

■キーの電池を交換したとさは（スマートエントリー&スタートシステム装着車） 

キーのスイッチを押し、本体の LED び点なすることを確認します。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■取りは ずした電池と部品について 

おモさまにさわらせないで<ださい。 

部品びルさいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせるおそれびありま 
す。 


汪意 

■交換を、 正常に機能させるために 

なのことを必ずお守りください。 

参 めれた手で電池を交換しない 
鐘の原因になります。 

♦電池な 外の部品に、触れたり動かしたりしない 
♦電極を 曲げない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 


液面び LOW の位置に近付いたら 
ウオッシヤー液を補給してくだ 
さい。 


A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかっているとをは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、ェ 
ンジンなどにかかると出火するおそれびあ〇を険です。 


A 迂意 

■ウ ォッシャー測こついて 

ウォッシャー巧のかねりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみびつくおそれびあります。 

■ウォ ッシャー液の薄めち 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフィルターの清掃、交換 


エアコンを 快適にお使いいただくために、 エアコン フィルターを定期 
的に清掃、または交換してください。 

■エアフィルターの交換 

因画 で内外気切りかえスイッチを巧し、内気循環にずる 

外気導入のままだと、内が気ドアによりフィルターケースを取りはずす 
ことびでをません。 


1欄1 2 I 

スマートエジト U -& スタートシステム非装着ま 

エンジンスイッチを " LOCK " にずる 

スマートエント U -& スタートシステム装着車 


エンジンスタートストップ 



スイッチを OFF にずる 

グ□ーブボックスを取0はずず 

D グ□ーブボックスの内側に指をか 
け、側面を引っ張ってたわませな 
びら、上部のツメを片側ずつはず 
します 

曰グ□-ブボックスのダンバース 
テーのピンをはずします 

且グ□-ブボックスを手前に引き出 
します 

□ グ□-ブボックス下部のツメをは 
ずします 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



ツメを巧して□ックをはずし、 
フイルターケースを取0はずず 



フイルターケースからフイル 
ターを取りはずし、新しいフイ 
ルターと交換する 

「す UP 」 マークの矢印び上を向く 
ように取り付けます 


取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付け 
る 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


日知識 

■エアコンフイルターの清掃-交換について 

エアコンフイルターはなの時期を目まに清掃、または交換してください。 

ミ青掃：1已 ,000km[7, 已〇 Okm * ] ごと 
交換； 30,000 km[l 己,000 km * ] ごと 
※大都市や寒;令地など、交通量や粉じんのをい地区 

■エアコンの風量び減少したときは 

フイルターの目詰まりび考えられますので、フイルターを清掃、または交換し 
て < ださい。 

なお、フイルターの清掃については、トヨタ販売店にご相談ください。 


A ミち意 

■エアコンを 使用ずるとさのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因となることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 
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かからないとさは . 368 
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5-1 .まず巧めに 

巧障したとまは 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 




非常点滅なを点滅させなびら、 
車を路肩に寄せ停車しまず。 

UP . 333) 

非常点滅なは、故障などでやむ 
を得ず路上駐車ずる場合、他車 
に知らせるため使用しまず。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、車両後方に停止表示板また 
は停止表示巧を置いて<ださ 
い。（法的にを義務付けられてい 
まず。） 



緊急を要ずるとさは発炎筒で合 
図しまず。レ P . 334) 
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已 -1 .まずネリめに 

巧常点おな 


事故や故障のとさなどにお使いください。 

スイツチを巧すとすべての方向 
指示灯び点滅し、ちラー度巧ず 
と消なします。 


A 汪意 

■バッ テリーあびりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。 



トラブルび起さた5 
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已 -1 .まずな]めに 

発炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅!打と併用してお使いください。 



助手席足元の発炎筒を取り出ず 



本体を回しなびら抜さ、本体を 
逆さにして挿し込む 



先端のフタを取り、ずり薬と発 
炎筒の先端をこずり、着火させ 
る 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期間びされる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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A 警告 

■ 発炎筒が使用でさない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないで<ださい。 

煙で視界び悪<なったり、引火するおそれびあるためを険です。 

♦ トンネル内 

• ガソ U ンなど可燃物の近く 

■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、おテさまにさわらせない 


トラブルび起さた5 
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已 -1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださ 
い。 

■けん引されるとをは 



車体に傷びつかないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前を方向でけん引してください。 


吕已 m じ(内 



□ープの中央に白い巧をつける 

巧の大をさ： 

0.3 m 平方 （30 cm X 30 cm ) 
L ツ上 


旧11131 けん弓 I される車両のエンジンをかける 

スマートエント U -& スタートシステム 非装着車 

エンジンがかからないとをは、エンジンスイッチを " ACC " または " ON " 
にしてください。 

スマートエジト U -& スタートシステム 装着車 

エンジンびかからないとをは、"エンジンスタートストップ"スイッチを 
アクセヴ1」ーモード、またはイグニッション ON モードにして < ださい。 

固画因けん引される車両のシフトレバーを N にしてか日、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動なにを意し□ープをたるませないよラにして 
ください。 
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けん引ずる前に 


次の場合は、駆動系の故障び考えられるため、トヨタ販売店へご連絡< 
ださい。 

• エンジンはかかるび車び動かない 
• 異常な音びずる 


けん引フックの取りつけ方 



マイナスドライバーと当て巧を 
使ってフタをはずず 


けん引フックを巧に挿し込み軽< 
締める 



ホイールナツトレンチを使い確実 
に取り付ける 


トラブルび起さたら 
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5-1. まず初めに 


曰知識 

■けん引フックの使巧目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラちのであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではあ0ません。 


■他車をけん引ずる 



U ヤ側のけん引フックは、自車より軽い車 
をやむを得ず一般路上で□ープによりけん 
引するとをに使用します。 


■けん引フックの収納位置 

一 P . 3已8 
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A 警告 

■けん 引フックを車両に取り付けるとき 

指定の位置に指定のけん引フックをしっか D と取り付けてください。 

指定位置にしっかり取りつけないとけん引時にはずれてしまい、死 t や重大な 
傷害のおそれびあります。 

■車両を 運搬ずるときは （4 WD 車） 

必ず4輪接地または4輪とち持ち上げた状態で運搬して<ださい。 

駆動装置び焼をつをを起こしたり、車び台車から飛び出すおそれびあります。 
また、駆動系部品び故障したと思われるとをはおず4輪を持ち上げて運搬して 
<ださい。 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を巧5とさは細むのま意を払ってください。 

けん引フックやロープに過剰な負荷をかける急発進やまちびった車両操作は 
避けてください。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあります。万一の場合、その破片び 
周囲の人などに当たり、重大な傷害を与えるおそれびありを険です。 

♦ けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常よ 
り重くなります。 

スマートエントリ ー& スタートシステム巧装着車 

♦エンジン スイッチを " LOCK " にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

スマートエント y -& スタートシステム装着ま 

•" エンジンスタートストップ"スイッチを OFF にしないでください。 

八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わめ事故につなびる 
おそれびあ〇を険です。 


トラブルび起さたら 
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5-1. まず初めに 


A 汪意 

■車両の 損傷を防ぐために 

けん引するとをはなのことを必ずお守りください。 

参 ワイヤーロープは使用しない 

♦速度 30 km / h し i (下、距離80 km (内でけん引する 

♦前進ち 向でけん引する 

参ヴス ペンシヨン部などにロープをかけない 

♦この 車両で他車やボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レツカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 
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已 -1 .まずな]めに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずる為のコンピュータを搭載してい 
まず。このコンピュータはシステムび正常に作動していることを診断 
ずるとともに、衝巧のときや衝突に近い状態のときのデータを記録ず 
るイベントデータ レコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


If 己録ずるデ-夕 

エアバッグコンピューターに搭載しているイベントデータレコーダー 
び、 衝突のときや衝突に近い状態のときに下記のデータを記録しまず。 

• エンジン回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
• 運転席乗員のシートベルト装着のち無 
• 運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは会話などの音声や映像は記録しません。 
(車種によっては記録される項目び異なりまず。） 
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5-1. まず初めに 


[データの開示について 


トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
まず。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を次の場合を除を、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行ラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 
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5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告'灯び点巧または点滅したままの場合は、落ち着いて;欠のようにご 
対処ください。点！打•点滅しても、その後消归ずれば異常ではありま 
せん。ただし、同じ現まが再度発生した場合は、トヨタ販売店で点検 
を受けて < ださい。 


I "ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

次の警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

(©) 

ブレーキ警告な（警告ブザー）& 

-ブレーキ液の不足 
-ブレーキ系統の異常 

パーキングブレーキが解除されていないとをち点灯します。解 
除後、消灯すれば正常です。 


※バーキングブレーキ未解除警告ブヴー： 

バーキングブレーキをかけたまま、車速び約已 km / h しソ上になると警告ブヴーび鳴り 
ます。 （^ P . 3已 □) 


[ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめ危険をお<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告な名-警告内容 


口 


巧電警告な 

充電系統の異常 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 


次の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障 
を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けて < ださい。 


警告打 

警告な名-警告内容 


0 


エンジン警告な 

-エンジン電子制御システムの異常 
•電子制御ス□ットルの異常 

. オートマチックトランスミッション電モ制御システムの異常 


が 


SRS エアバッグ/プリテンシヨナー警告巧 

• SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付シートベルトシステムの異常 


(©) 


ABS &ブレーキアシスト警告巧 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


©! 


パワーステアリング警告な （ 警告ブザー） 

•EPS (エレクト U ックパワーステアリング）の異常 


PCS 


PCS 警告巧* 

. プ U クラッシュセーフテイシステムの異常 


魂 D 


デイスチャージへッドライトオートレべリング警告な* 

-自動光軸調整システムの異常 


4 WD 


4 WD 警告巧* 

•4 WD システムの異常 




油量警告な* 

•エンジンオイル量の異常 


VSC 

OFF 

(点滅） 


VSC OFF 表示口* 

なのいずれかの機能の異常 
- VSC 
•TRC 

-ヒルスタートアシストコント□-ル* 

. レーダークルーズコント□ール* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処ま 


口知識 — 

■パワーステアリング警告なについて 

バッテ U —の充電び不十分な場合、または一時的に電圧び下びった場合に点打 
することびあ0ます。 


A 警告 

■パ ワーステアリング警告なげ点なしたときは 

八ンドルび非常に重くなることびあります。八ンドルを操作して通常より重い 
とさは、八ンドルをしっかりと持ち、通常より強く操作してください。 


[ただちに処置して < ださい。 

次の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告なび消なずる 
のを確認してください。 


警告灯 

警告な名-警告内容 

対処方法 


お、 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に閉 
まっていない 

開いているドアを閉める 


曲 


燃料残量警告口 

燃料の残量 
(約11 L ) 

燃料を補給 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


ぶ 

PASSENGER 


助手席シートベルト 
非着用警告な 
(警告ブザー）※ 

助手席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 
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5-2. 緊急時の対処法 


ム 


マスターウオーニング* 

システムの異常時にブヴーと 
とちに点灯•点滅しマルチイ 
ンフオメーシヨンデイスプレ 
イ上に警告ッセージを表示 
します。 


一 P . 347 


^運乾席•助手席シートベルト非着用警告ブザー： 


運転席-助手席シートベルト非着用のまま車速び約2日 km / h 政上になると警告ブ 


ヴーが30秒間断続的に鳴ります。その後ち運転席-助手席シートベルト非着用 
のままだと、ブヴーの音び変わり日0秒間鳴ります。 


□知識 

■助手席シートベルト非着用警告なの柔員検知センサーの作動について 

♦乗員びいな<てち、シートに荷物などを置<と、センサーび重量を検知して 
警告灯び点滅することびあります。 

♦座布団などを敷くと、センサーび乗員を検知せず警告なび作動しないことび 
态〇ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












5-2. 緊急時の対処法 

警きメッセ-ジび表示されたと郎(マルチインフォメーンヨンディスプレイ装着車) 


マルチインフオメーシヨンディスプレイに警告メッセージび表示さ 
れた場合は、落ち着いて巧のようにご対処ください。 

n マスターウオーニングライト 
マルチインフオメーシヨンディス 
プレイに警告メッセージび表おさ 
れているとを点な' 点滅します。 

曰マルチインフォメーション 
ディスプレイ 



処置後に再度メッセージび表示されたとさは、トヨタ販売店へご連絡 
<ださい。 


ただちに停車して<ださい。 


次の警告は、お車への損傷や思わめを険をおくおそれびあることを意味 
します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してくださ 
し、。 


警告メッセージ 


エンジン; 由圧不足 


ム 


警告内容 


エンジンオイル圧力の異常 

エンジンオイルの圧力び異常にほいと警告ブヴーととち 
に表示されます。 
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トラブルび起さたら 








































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障 
を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けて < ださい。 


警告メッセージ 


警告内容 


斗 WD 

システムチエック 

0D0 300km 


ム 


4 WD システム*の異常 

警告ブヴーが鳴ります。 


ステアリンヴロック 


システムチェック 



ム 


ステアリング □ ツクシステムの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 



ム 


PCS 


TRC 、 VSC の異常 

警告 ブザーが 鳴ります。 


システムモエック 



PQQ I 点滅) 

去 


PCS (プリクラッシュセーフテイシステム） * の異常 

警告ブヴーが鳴ります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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5-2. 緊急時の対処ま 


警告メッセージ 


警告内容 


クルース 
システムチエック 


を 


または 


み 


(点滅） 


( 点滅） 


レーダークルーズコント□ールシステム*の異常 

警告ブザーが鳴ります。 

安全な場所にお車を停め、エンジンを再度かけ直して 
レーダークルーズコント□ールシステムを再セツトして 
ください。 


ム 


ナビ•ブレーキアシスト 
システムチエック 


ム 


ナビ-ブレーキアシストの異常 

警告ブヴーび鳴ります。 

ナビ-ブレーキアシストについては r ナビゲーシヨンシ 
ステム取扱書」を参照してください。 


VGRS 

システムチェック 


ム 


1 11111 

五 


VGRS * の異常 

警告ブヴーび鳴ります。 


クリアランスソナー*の異常 

異常のあるソナーの位置が点滅し、警告ブザーが鳴りま 
す。 


:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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トラブルび起さた5 





































5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに処置して < ださい。 

次の警告はそれぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージび 
消なずるのを確認してください。 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 



さドアが確実に閉まってい 


ない 

開いてるドアび表示され 


各ドアを閉める 


よ9 〇 


バーキンヴブレーキを 
配除して下さい 
0D0 _ 300 km 


A し点滅) 


パーキングブレーキをかけ 

たまま、車速び約已 km / h パーキングブレーキを解除 
攻上になった する 

警告 ブザーび 鳴ります。 


ムーンルーフが 


巧し、ています 



A 1(点滅) 


ムーンルーフ*び確実に閉 
まつてない状態で"エンジ 
ンスタートストツプ"ス 
イッチを OFF にして運転席 
ドアを開けた 


ムーンルーフを 閉める 



エンジンオイルの不足 

警告ブヴーび鳴ります。 


エンジンオイル量を点検 
し、エンジンオイルを補給 
する 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


3已〇 



























5-2. 緊急時の対処ま 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


pnc ； 

現抽ま用できません 


PCS (点灯） 


PCS (プリクラッシュ 
セーフテイシステム）*び 
現在機能していない 


グ U ルまたはセンサーの巧 
れを取0除< 

プ U クラッシュ セーフ 
ティシステムび熱<なる 
と点灯します。この場含は 
システムび通常温度にな 
るまでしばらくお待ちく 
ださい。 


レーザー巧れ 
清掃必要 


を 


ム 


レータークルーズコント 
□ール*のセンサー部分の 
(点ミ威） 巧れ、かなどの付着 

-- 警告ブヴーが鳴ります。 


ミちれおよび氷などを取り除 

< 


クルースできません 


を 


ム 


レータークルーズコント 
□ール#の車間制御の測定 

(点滅）不可 

: 警告ブヴーび鳴ります。 


ワイパーを止めるか低速作 
動にか无る 

スノーモードを解除する 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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トラブルび起さた5 































5-2. 緊急時の対処法 


警告メッセージ 警告内容 対処方法 



0D0 300km 


(点滅) 


( レーター クルーズコント 


□ール*の車間制御中）衝 
突の危険性がある 

警告ブヴーび鳴ります。 


ブレーキを踏む 



衝突の可能性び高い、 

またはプ U クラッシュブ 

レーキ*び作動しているこ ブレーキで減速する 


PQQ I 庶威) 


とをのす 

警告ブヴーび鳴ります。 



ム 


クリアランスソナー*のセ 
ンサー部分の巧れ、氷など 
の付着 

警告ブヴーび鳴ります。 


巧れおよび氷などを取り除 

< 


□知識 

■ レーダークルーズコント□ールの車間制御中の警告表示について 

車間距離び短<てち、なのよラな場合は警告メッセージび表示されないおそれ 
び友0ます。 

♦先行車と自車の速度び同じか先行車のちび速いとを 
♦先行車び非常にゆっくりした車のとを 
♦速度を設定した直後 
♦アクセルび踏まれたとを 


3已吕 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























5-2. 緊急時の対処ま 


[ただちに処置して<ださい 

それぞれの対処方法にしたびって処置し、警告メッセージび消なずるの 
を確認してください。 


警告内容 

対処方法 

電子キーを携帯し 
ていない状態でエ 
ンジンをかけよラ 

とした 

電子キーを携帯す 

る 

" エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチび OFF しツ 
外の状態で運転席 
し U 外のドアび開閉 
され同柔者び電子 
キーを持ち出した 

電テキーを車内に 
ちどす 

シフトレバーび P 
の状態で、"エン 
ジンスタートス 

トップ’’スイッチ 
を OFF にせずに 
キーを持ち出した 
まま運転席ドアび 
開閉された 

" エンジンスター 
ト ストップ" ス 

イッチを OFF に 

する 

または電子キーを 
車内にちどす 


車内 

お化 
言口 

ブヴー 


車が 

お化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


1回 


なし 



ム 


(点滅） 


1回 


3回 



ム 


(点滅） 


キーが 

見つかりません 


キーが 

見つかりません 


























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


1回 


1回 


キーが 

をつかりません 


電源を 

OFF して下さし、 


(交互に表示） 

(点滅） 


ム 


キーが 

見つかりません 


] 回 


なし 


ム 


(点滅） 


百レンジに 
人れて下さい 


連続音 


なし 


A (点嫩 


" エンジン スター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを OFF にせ 
ずに、電子 キーを 
外に持ち出してド 
アを施錠しよラと 
した 


正規の電子 キーび 
車室内に無い状態 
で走行をはじめた 

シフトレバーび P 
し U 外の状態で、"エ 
ンジンスタート 
ストップ’’スイッ 
チを OFF にせず 
に運転席ドアび開 
いた 


" エンジン スター 
ト ストップ" ス 
イッチを OFF に 
したあと、再度施 
錠する 


車室内に電子キー 
びあるか確認する 


シフトレバーを P 
にする 


連続音 


連続音 


百レンジに 
人れて下さい 


キーが 

見つかりません 


(交互に表示） 

(点滅） 


ム 


シフトレバーび P 
し i (がの状態で、"エ 
ンジンスタート 
ストップ’’スイッ 
チを OFF にせず 
に キーを 持ち出し 
たまま運転席ドア 
び開閉された 


-シフトレバーを 
P にする。 

• 電テキーを車内 
に入れる 


3已4 




































5-2. 緊急時の対処ま 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処方法 


キーカ S 接ります 


1回 


連続音 


ム 


1回 


なし 




0D0 300km 


ム 


車内に電子キーを 
置いたまま、ス 
マートエント U- 
&スタートシステ 
ムでドアを施錠し 
よラとした 


(点滅） 


(点嫩 


車内に電テキーを 
置いたまま、フロ 
ントドアを開を 
□ックレバーを施 
錠側にしてドア八 
ンドルを引いたま 
まドアを閉めて施 
錠しよラとした 

-メカニカルキー 
で解綻して"エ 
ンジンスタート 
ストップ"ス 
イッチを押した 
した際、車室内 
でキーを検出で 
さなかった 
•“エンジンス 
タートストッ 
プ"スイッチを 
押したとさに車 
室内でキーを検 
出でをないこと 
び2回連続で続 
いた 


車内から電子キー 
を取り出したあと、 
再度施錠する 


フレーキを踏みな 
びら電子キーで" 
エンジンスタート 
ストップ"スイツ 
チに触れる 


3已已 


トラブルび起さたら 























5-2. 緊急時の対処法 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


1回 なし 



A し点滅) 


エンジン始動不可 
能なシフト レバー 
位置でエンジン始 
動しよラとしてい 
る 


シフトレバーを P 
に入れてからエン 
ジンを始動させる 


"エンジン スター 


1回なし 


なしなし 


1回なし 



A (点滅) 


シフトレバーが P 
もしくは N じ(外で 
"エンジン スター 
トストップ"ス 
イッチを日 FF に 
しよラとした 


トストップ"ス 
イッチを日 FF に 
したい場含は、シ 
フトレバーをドに 
し"エンジンス 
タートストップ" 
スイッチを押す 



自動電源日 FF 機 
能が作動した 


次回エンジン始動 
時にエンジン回転 
数をかし高めにし、 
約己分間その回転 
数を保持しバッテ 
U —を充電する 



ム 


電モキーの電池残 
量び少ない 


新しい電池と交換 
する 

(一 P. 323) 


3已6 

































5-2. 緊急時の対処ま 


車内 

乾化 
言口 

ブヴー 


車が 

乾化 
言口 

ブヴー 


警告メッセージ 


警告内容 


対処ち法 


お動時はブレーキを胜み 
なげらエンジンスイッチ 
封甲して下さい 


1回 


なし 


ム 


(点滅） 


ステアリンヴロック 

ホ解除 


1回 


なし 


ム 


" エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチび OFF の 
状態で運転席のド 
アを開閉してから 
エンジンをかけず 
に‘‘エンジンス 
タートストップ" 
スイッチをアクセ 
ヴ U —モードに2 
回じ(上した 


ブレーキを踏んで 
" エンジンスター 
ト ストップ" ス 
イッチを押す 


(点嫩 


電モキーび正常に 
働かないとをのエ 
ンジン始動のち法 
で（一 P. 373)" 
エンジンスタート 
ストップ’’スイッ 
チに電子キーで触 
れた 

" エンジンスター 
ト ストップ’’ ス 
イッチを押してか 
ら約3砂な内にス 
テア IJ ングロック 
び解除でさなかつ 
た 


ブヴーび鳴ってか 
ら10砂な内に" 
エンジンスタート 
ストップ"スイツ 
チを押す 


ブレーキを踏んで 
八ンドルを左ちに 
回しなびら"エン 
ジン スター トス 
トツプ"スイッチ 
を押す 


3已7 


トラブルび起さた5 























5-2. 緊急時の対処法 

パンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備えつけの応急用タイヤと交換してください。 
( タイヤについての詳しい説明は、 P . 290をご覧ください。） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
♦シフトレバーを P に入れる 
• エンジンを止める 
• 非常点滅巧を点滅させる 
■ 工具•ジャッキ*応急、用タイヤの位置 



3已 S 








































5-2. 緊急時の対処ま 


ジャツキと応急用タイヤの取り出しかた 



ラゲージマットを取0出し、ラ 
ゲージアンダートレイを取りはず 
す 


BT052AW003 



応急用タイヤを取りはずす 

止め具を取りはずし、タイヤを取り出 
す。 



ジャッキを取り出す 
n 締める 
曰ゆるめる 

格納するとさはジャッキと固定具が 
かみあうよう確実に固定してくださ 
し、 


3已9 


トラブルび起さた5 



















































5-2. 緊急時の対処法 


1パンクしたタイヤの交換 




輪止め X ’をする 


八‘ンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪後ろ 

ち側 

左側後輪後ろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ 
とがでをます。 


ホイールキャップをはずす 
(スチールホイールのみ） 


ナツトをかし(約]回転）ゆるめる 


360 




































5-2. 緊急時の対処ま 



ジャッキの A 部を手で回して、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面か b 少し離れるま 
で、車体を上げる 



ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷びつかないよラ 
意匠面を上にする 


361 


トラブルび起さたら 

























5-2. 緊急時の対処法 


[タイヤの取りつけ 



ホイール接触面の巧れをふさ取る 
ホイール接觸面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤがはずれ 
るおそれび友0ます。 


m 画]可 タイヤを取りつけ、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めずる 


スチールホイールか S スチールホイールにかえるとを 
(応急用タイヤをまむ） 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽くあたるまで回ず 


アル5ホイールか S 応急用タイヤにかえるとを 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽く当たるまで回ず 


3已吕 




































アル S ホイールか 6 アル S ホイールにかえるとま 



ナツトの座金びホイールに当たる 
まで回ず 


車体を下げる 



図の番号順でナツトを2、3度しつ 
か0締め付ける 

締めつけトルク： 




























5-2. 緊急時の対処法 



ホイールキャップを取0付ける^ 
タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠を 
を合わせてホイールキャップを確実 
に取り付けます。 

&スチールホイールのみ(応急用タイ 
ヤに取り付けることはでをません） 


□ H 互すベての工具•ジャッキ-パンクしたタイヤを収納ずる 

白知識 

■応急用タイヤについて 

♦タイヤの側面に TEMPORARY USE ONLY と書かれています。応急用にの 
みお使いください。 

♦空気圧を必ず点検してください。 UP. 387) 


364 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















5-2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死亡またはけびにつなびるおそれ 
び友0ます。 

なのことをお守 D <ださい。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずししツ外の目的で使 
用しない 

♦備えつ けのジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでをないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 

♦ジャッキで 支えられている車の下に身体を入れない 

♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 

♦車内に 人を柔せたまま車を持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下に物をのせない 

♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さ(上に上げない 

♦まの 下にちぐりこんで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラま意してくださ 
い。 


トラブルび起さた5 


己 

6 

3 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

ケガを負ラを険を減らすため、なのことを必ずお守りください。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわりなどには触れない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているためタイ 
ヤ交換などで手や足などび触れると、やけどをするおそれびあります。 

♦ねじ 部にオイルやグ U —スをめらない 
ナツトを締めるとさに必要しツ上に締めつけられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。また、ナツトびゆるみホイールび落 
下して、重大な事故につなびるおそれびあります。オイルやグ1」ースびねじ部 
についている場合はふを取ってください。 

♦ホイールの 交換後はすぐに103 N ■ m (1 0已0 kgf ■ cm) の力でナツトを締める 

♦ボルト やナツトのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける。 

上記のことを守らないとナツトびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、死 t や重大 
な障害につなびるおそれびあ0ます。 

■応急 用タイヤを使用ずるときは 

♦お客様の おま専巧になっているため、他の車には使用しないでください 
♦同時に 2つしツ上の応急用タイヤを使用しないでください 
♦でさる だけ早く通常のタイヤと交換してください 
♦急 加速、急ブレーキ、急減速、急旋回は避けて<ださい 

■応急 用タイヤ使巧時の速度制限 

応急用タイヤを装着しているとをは、100 km/h (上の速度で走巧しないでく 
ださい。 

応急用タイヤは、高速走行に適していないため、思わめ事故につなびるおそれ 
び友0ます。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

3已7 


迂意 

■パンクした ままの走行について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 

■応急 用タイヤ装着中は段差にま意 

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤの装着時に比べ車高びほ < なっています。段 
差を柔り越えるとさはごま意ください。 

■応急 用タイヤ使巧時のタイヤチェーン装着 

応急用タイヤには、タイヤチェーンを装着しないでください。 

タイヤチェーンび車体側に当た0、走行に悪影響をおよぼすおそれびあります。 


A 警告 

■応急 用タイヤ装着中は 


♦正確な 車両速度び検出でさない場合びあ0 、 下記のシステムび正常に作動しな 

<なるおそれびあ0ます。 


- ABS &ブレーキアシスト - 

ナビゲーシヨンシステム* 

- VSC - 

レーダクルーズコントロール* 

- EPS - 

ク U アランスソナー* 

• AVS * ' 

PCS * 

• AFS * ' 

NAVI ■ AI-SHIFT ホ 

• VDIM * . 

サイドモニター* 

- TRC - 

パックガイドモニター* 

-インテ U ジェントパーキングアシストシステム* 

また、下記のシステムは、性能び十分に発揮でをないばかりでな<、駆動系部 

品に悪影響をちえるおそれびあります。 


•4 WD システム* 
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己- 2. 緊急時の対処法 

エンジンびかからないとまは 


正しいエンジンのかけ方 （一 P . 127、 P .130) にしたびっても、ま 
たステアリング□ックを 解除（一 P . 128、 P .133) してもエンジン 
がかか5ないときは、巧のことをご 確認く ださい。 

■スターターは正常に回っているのにエンジンがかか！5ない場 

次の原因び考え日れまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

給油して < ださい。 

• 燃料を吸いこみずぎている可能性びありまず。 

再度、正しい手順（一 P .127) にしたびって、エンジンをかけ 
て < ださい。 

♦エンジンイモビライヴーシステム*に異常びある可能性びあり 
まず。 

( 一 P' 88) 

■ スターターが ゆっくり回る/室内 I 灯- へッ ドライトが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴らない場合 

次の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 374) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターが回らない 

電装品の断線やヒューズ切れなど、電気系統異常の可能性びありま 
す。異常の種類によっては、エンジンを一時的な処置でかけること 
びできまず。（一 P . 369) 
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己- 2. 緊急時の対処ま 


I "緊急 時のエンジン 始動 （スマートエントリ ー S スタートシステム 装着車） 

通常のエンジン始動操作でエンジンび始動しないとをは、次の手順でエ 
ンジンび始動ずる場合びあ0まず。緊急時じ(外は、この方法で始動させ 
ないで < ださい。 

lEgifli 1 1 パーキングブレーキをかける 
IMill 2 l シフトレバーを P に入れる 

1圍31 " エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ U —モード 
にずる 

固画因ブレーキぺダルをしっかり踏みなびら、約1已秒じ(上"エンジ 
ンスタートストップ"スイッチを長巧しずる 
上記の手順に従いエンジンび始動でさてち、システムび故障しているお 
それびありまず。トヨタ販売店で点検を受けてください。 











5-2. 緊急時の対処法 

シフトレ八一がシフトでまないとまは 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーびシフトできない場合、 
シフト□ツクシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え5れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、巧の方法でシフトレパーをシフトずるこ 
とびでさまず。 


固画！]パーキングブレーキをかける 
I 国 121 

スマートエント U -& スタートシステム 非装着車 

エンジンスイッチを " ACC " にずる 

スマートエント U -& スタートシステム 装着ま 

" エンジンスタートストップ"スイッチをアクセサ1」ーモードに 
する 

111回ブレーキぺダ j レを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧している間はレバーを 
シフトでさます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

キーを無くしたとまは 


キーナンバープレートに巧刻されたキーナンパーと残りのキーか5、 
トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作ることびできまず。 

( 一 P. 22) 



5-2. 緊急時の対処法 

電テキ-び正簡こ i かないときは(ストに：/トリ-の夕-トシステム装詰) 


電子キーと車両間の通信びさまたげ5れたり（一 P . 30)、電子キーの 
電池び切れたとさは、スマートエントリ ー& スタートシステムとワイ 
ヤレスリモコンが使用でさなくなりまず。このよラな場合、巧の手順 
でドアを開けること、エンジンを始動することびできます。 


I ドアの解錠-施錠 



メカニカルキー（一 P . 23) を使つ 
て操作する 

n 全ドア解錠 
且全ドア施錠 

メカニカルキーでドアガラス • ムーン 
ルーフ#の開閉を行ラことびでをま 
す。詳しくは販売店にご相談くださ 
い。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


モードの切りかえ-エンジン始動の方法 


ffum シフトレノ（一び P の状態でブレーキを踏む 



電モキーのトヨタエンブレム面で 
" エンジンスタートストップ"ス 
イッチに触る 

この操作中にいずれかのドアび開閉 
されると、スマートエント1」一&ス 
タートシステムび"エンジンスター 
トストップ"スイッチに触れた電子 
キーを正し < 検知でをず警告音び鳴 
りマルチインフオメーシヨンデイス 
プレイにメッセージび表示されます。 


旧1113モ ードの切りかえ： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルか b 足を離し 
て"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
" エンジンスタートストップ"スイッチを巧ずごとにモードび 
切りかわりまず。（一 P .131) 

エンジン始動： 

ブヴーび鳴ってから10秒じ(内に、ブレーキペダルをしっかり 
踏み込んで"エンジンスタートストップ"スイッチを巧ず 
処置をしてち作動しないとさは、トヨタ販売店に連絡してください。 


曰知識 


■エンジン停止のしかた 

通常のエンジン停止のしかたと同様、シフトレバーを P にして"エンジンス 
タートストップ’’スイッチを押します。 

■電池交換について 

前頁のエンジン始動のち法は一時的な処置です。電池び切れたとさは、ただち 
に電池の交換をお勧めします。（一 P . 3乙 3) 
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5-2. 緊急時の対処法 

八ッテリーびあびつたとをは 


バッテリーびあびった場合、巧の手順でエンジンを始動ずることびで 
をまず。 

ブースターケーブルのセットと 12 V のバッテ U —つさ救援車びあれ 
ば、次の手順にしたびって、エンジンを始動させることびでさまず。 

I 欄 11I ボンネットを開ける UP. 294) 

巧画互バッテ U —の+端テのカバーをはずし、ブースターケーブル 
を次の順につなぐ 

D ホ色のブースターケーブルを自車のバッテ U —の+端モにつ 
なぐ 

曰赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ 
U 一の+端モにつなぐ 

0黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつ 
なぐ 

n 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —から離 
れた、未塗装の金属部（図に示ずよラな固定された部分）につなぐ 



自車のバッテ U —を充電ずる 
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5-2. 緊急時の対処ま 


rmm " エンジンスタートストップ"スイッチび off の状態で、 
いずれかのドアを開閉ずる （ スマートエント U —&スタート 
システム装着車） 

I 欄 1 5 I 

スマートエント U -& スタートシステム非装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、エンジンスイッチをいっ 
たん " ON " にしてから、自車のエンジンをかける 

スマートエント U -& スタートシステム装着車 

救援車のエンジン回転を維持したまま、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチをいったんイグニッシヨン ON モードにしてか 
ら、自車のエンジンをかける 

I 迎圖 I 引 自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

ブースターケーブルをはずしたあとは、バッテ U —の+端テのカバー 
をちとにちどしてください。 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


白知識 

■バッテリーあびり時の始動について 

この車両は、押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあびりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとをは、ライトやオーディオの電源を切って<だ 
さい。 

♦おおなどで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあげったときは 

コンピューターに記憶されている情報び消去されます。バッテ U - びあびった 

とさはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーびあげったときの留意事項 

( スマー トエントリー& スター トシステム装着車） 

♦バッテ U - びあびった直後はスマートエント U -& スタートシステムによ 
るドアの解錠びでさない場合びあります。解錠でをなかった場合は、ワイヤ 
レスリモコン、またはメカニカルキーで解錠-施錠を実施してください。 

♦バッテ1」一びあびったあとの、最初のエンジン始動は失敗することびありま 
す。2回目しツ降のエンジン始動は正常に動作しますので、問題ではありませ 
ん。 


♦車両は常に"エンジンスタートストップ’’スイッチの状態を記憶していま 
す。バッテ U - あびり時、バッテ U - 脱着樹ま、車両はバッテ U - びあびる 
前の状態に復帰します。バッテ1」一を脱着する際は、"エンジンスタートス 
トップ"スイッチを OFF にしてから巧ってください。 

バッテ U - あびり前の"エンジンスタートストップ"スイッチの状態び不 
明の場合、バッテ U —接続時は特にま意してください。 
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己- 2. 緊急時の対処ま 


A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよラ、なのことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端子または接続箇所(かに誤って接触しない 
♦ブースター ケーフルは"+’’と"一’’の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ1」一付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛の混合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを必 
ずお守0< ださい。 

♦バッ テ U - を取り扱うときはイ呆護メガネを着用し、液（酸）び皮膚 • あ服 • 車体 
につかないよラにする 

♦バッ テ1」一に寄りかかったりしない 

♦誤って バッテ1」一液び身体についた D 目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診断を受ける 

また、医師の該断を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部に当ててお 

< 

♦バッ テ U —の支柱、ター=ナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗ラ 
♦お 子さまをバッテ1」一に近付けない 


A ま意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーフルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
巻を込まれないよラに十分注意してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才ーパーヒートしたとさは： 

固画の車を安全な場巧に止め、エアコンを止める 
固画回エンジンルームから蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを止める。蒸気び出なくなったら、注意してボン 
ネットを開け、エンジンを再始動ずる 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま注意してボンネットを開ける 
固画回ラジエーター冷却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の針び下びってをてからエンジンを止める 
フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを止めて、トヨタ販売店に連絡ずる 

エンジンび十分に冷えてから、 
冷却水の量や ラジエーター コア 
部（放熱部）の冷却水漏れを点 
検する 


冷却水び不足している場合は、 
冷却水を補給ずる 

をま P 水びない場合は、応急措置と 
して水を補給する。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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5-2. 緊急時の対処ま 


口知識 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーノ（ーヒートです。 

♦メーター内の水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び化下す 
る 

♦エンジンルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあ0ます。 

♦エンジンび かかっているとさは、手や着巧をフアンやベルトから離してくださ 
い。 

♦ボンネット （一 P . 294). エンジンルームカバー(一 P . 300) のま意事 
項ち併せてお読みください。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱いラちは ラジエーター キャップを開けない 
で < ださい。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負5おそれ 
びあ D ます。 


A ミち意 

■を 却水を入れるときのを意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れびあ D ます。 
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己- 2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり込んで動けな 
くなったときは;欠の方法で脱出してください。 

固画でパーキングブレーキをかけシフトレバーを P に入れ、エンジ 
ンを止める 

固画回タイヤの前後の±や雪を取り除く 
固画回タイヤの下に木や石をあてびラ 
DH でエンジンを再始動ずる 

因画]互シフトレバーを D または R に確実に入れ、ミ主意しなび5アク 
セルを踏む 

TRC • VSC の作動で脱出しにくいときは、 TRC または VSC 
を停止してください。（一 P . 200) 


A 警告 

■脱出ず るときの 警告 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、物または人との 
衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、とくにま意してください。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気をつけてください。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


A 汪意 

■ トランス S ッシヨンやその他の部品への損傷をさけるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦このち 法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油脂類の容量と链柄) 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には最も適したトヨタ純正オイル • 液類のご使用をおずずめ 
しまず。トヨタ純正油脂 L ソ外を使用される場合は、それぞれの油脂に 
ホ目当ずる品質のちのをご使用ください。 


L 燃料 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] (参考値） 

無鉛レギュラーガソ1」ン 

4 GR-FSE 

71 

無鉛プレ5アムガソ1」ン 
(無鉛八イオク） 

2 GR-FSE 
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目- 1 .仕様一覧 


エンジンオイル 




容量 [ L ] 

惨考値） 

銘柄 


オイルのみ 
交換 

オイルと 
オイル 
フイルター 
交換 

トヨタ純正モーターオイル SM 日 W -2 〇※ 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 0 W -20 

FR 

己.目 

目.3 

トヨタ純正モーターオイル SM 5 W -30 
一 API SM , EC/ILSAC GF -4， 

SAE 己 W - 吕〇 

トヨタ純正モーターオイル SM 1 0 W -30 

一 API SM , EC/ILSAC GF -4, 

SAE 1 OW -30 

トヨタ純正モーターオイル SL 己 W -2 日 
—— A 円 S し EC SAE 5 W -20 

4 WD 

目.0 

6.4 

トヨタ純正モーターオイル SL 1 0 W -30 
— A 円 S し EC SAE 1 0 W -30 





^ 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 
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■指定エンジンオイル 

A 円規格 SM / EC 、 SL / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしまず。 
なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIFICATION (イルサック 
サーティフィケーシヨン）マークび付いていまず。 



□ API マーク 

B ILSAC CERTIF に ATION マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づさ、外気温に適した粘度のちのをご使用ください。 


SAE 0W-20( 抱奨ド 


王 


SAE 1 0W-30 

_ 11111 

-30 -20 -10 0 10 20 30 


ホ気温(で） 


40 


& 0 W -20 は新車時に充慎されている、最ち省燃費性に優れるオイルです。 

オイル粘度について： 

• オイル粘度表示の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていま 
ず。 W の前の数値びルさいほどを場や寒;令時のエンジン始動び容易 
になりまず。 

• 0 W -20 の20は、オイル粘度の硬さを示していまず。 

粘度の高いオイルは、高速または重負荷走行に適していまず。 
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I ラジェ—夕_ 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度300/〇 -12 て： 

濃度已0% -3 己て： 

2 GR-FSE 

目.2 

4 GR-FSE 

9.4 


I 才ートマチックトランスミッション 


銘柄 

エンジン 

容量 [ L ] 

(参考値^) 

トヨタ純正オートフルード WS 

FR 

2 GR-FSE 

7.9 

4 GR-FSE 

7.5 

4 WD 

日.4 


^容量は参考値です。交換び必要な際はトヨタ販売店にご相談<ださい。 






I デイファレンシャル 


銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

フ〇ント 
(4 WD 車のみ） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 、 SAE 8己 VV -90) 

0.70 

U ャ 

トヨタ純正八イポイドギヤオ 
ィル LT 

(API GL - 己 、 SAE 7己 VV -8 己） 

2 GR-FSE 

1.3 已 

4 GR-FSE 

1.15 


I ブ レー キ _ 

■ブレーキフルード 

銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜2 

踏み込んだとをの床板とのすを間*" 

2 GR-FSE 

己 OUUi 

4 GR-FSE 

62し义 J : 


&エンジン回転時に490 N (已〇 k 旨りの踏力をかけたときの床板とのすを間の最小値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

踏みしろ 

操作力30 ON (30.6 k 呂りのときのノッチ‘^数 

7〜目 


& ノッチとは、パーキングブレーキをかけるときの節度（"カチッ"という音)のことです。 


386 






目- 1 .仕様一覧 



車両の仕様 
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I 電球（バルブ) 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト 



八イビーム（バルブタイプ： HB 3) 

60 


□ービーム（バルブタイプ： H 11)* 

己己 


□-ビーム（ディスチヤージヘッドライト）* 

35 


車幅な 

己 


フロントフォグライト（バルブタイプ： H 11)* 

己己 

車外 

フ□ントち向指示兼非常点滅な 

21 

サイドち向指示兼非常点滅な 

LED * 


U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動な&尾な 

LED * 


後退な 

16 


八イマウントストップライト 

LED * 


番号打 

己 


U ヤフォグライト* 

21 


&に D は丄 i 旨 ht Emittin 旨 Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




電球 

W (ワット）数 


フロントパーソナルライト 

8 


ルームライト 

8 


フロントドアト1」ム照明* 

LED * 


1」ヤドアト1」ム照明* 

LED * 

車内 

h ランクライト 

己 

フロント足元照明* 

LED * 


ドアカーテシライト* 

己 


バこテイライト 

8 


インパネ-シフト照明 

LED * 


グ□ーブボックスライト 

LED * 


^ に D は丄 i 邑 ht Emi 円 in 邑 Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電子素子です。 


L 車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動ち式 

GRX 130 

4 GR-FSE 

(2 .己 L ガソ U ン） 

FR (後輪駆動） 

GRX 13 己 

4 WD (4 輪駆動） 

GRX 133 

2 GR-FSE 

(吕.己 L ガソ U ン） 

FR (後輪駆動） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


目-1.仕様一 


車両の仕様 
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巨- 2 カスタマイズ機能 

ユーザーカスタマイズ機能一覧 


お車には、設定を変更ずることび可能な数多くの装備びついていま 
ず。トヨタ販売店で作動などをご希望の設定に変更ずることびできま 
ず。 


機能によっては、他の機能と連動して設定び変わるちのちあります。詳しくは卜 
ヨタ販売店へお問い含わせください。 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

スマートエント 

U —&スタート 

システム 

UP . 2己） 

スマートエント U — &スタート 

システム 

する 

しない 

解錠ドアの選択 

全席 

運転席 

ワイヤレスドア 

□ック 

UP . 36) 

ワイヤレス機能 

する 

しない 

解錠時の操作 

1回で全 
ドア解錠 

1回で運転席 
ドアのみ解 
錠、連続2回 
で全ドア解錠 

ワイヤレス U モコンのトランク 
スイッチを押しての解錠操作 

1回長押し 

1回短押し 

2回押し 

1回長押し 
(初期設定よ 
りも長め） 

なし 

スマートエント 

U —&スタート 
システム UP . 

2己）とワイヤレ 
スドア□ック 

UP . 3目）共通 

作動の合図（ブヴー音量調整） 

7 

6〜1 

OFF 

作動の合図（非常点滅な） 

する 

しない 

解錠後、ドアを開けなかったと 
をの自動施錠までの時間 

30秒 

目0秒 

12日砂 

半ドア警告プヴー 

する 

しない 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

ドア□ツク 

UP . 39) 

車速感応式ドア□ック 

あ0 

なし 

運転席を開けたとさの全ドア解 
錠 

なし 

あ0 

シフトレバーを P にしたとさの 
全ドア解錠 

あ0 

なし 

シフトレバーを P し：!外にしたと 
さの全ドア施錠 

なし 

あ D 

メカニカルキーによる解錠（ス 
マートエント U -& スタートシ 
ステム装着車） 

1回で全ド 
ア解錠 

1回で運転席 
ドア解錠、連 
続2回で全ド 
ア解錠 

ドアキーによる解錠（スマート 
エント1」一&スタートシステム 

非装着車） 

パワーウインド 

ク 

UP . 77) 

ドアキー連動開閉機能 

なし 

あ0 

ワイヤレス U モコン連動開開機 
能 

なし 

あ0 

ムーンルーフ 

UP . 8日） 

ドアキー連動開閉機能 

あ0 

なし 

ドアキー連動時の作動 

開閉作動 

開作動のみ 

閉作動のみ 

ドアキー連動作動時の開閉部位 

スライドのみ 

チルトのみ 

ワイヤレス U モコン連動開閉機 
能 

あ0 

なし 

ワイヤレス1」モコン連動時の作 

動 

開閉作動 

開作動のみ 

開作動のみ 

ワイヤレス1」モコン連動作動時 
の開閉部位 

スライドの 

み 

チルトのみ 

ライト自動点灯- 
消ロシステム 
(一 P .163) 

ライトセンサーの感度調整 

レベル3 

レベル！〜己 

ライトを点灯するまでの時間 

標準 

長め 
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6-2 カスタマイズ機能 


項目 

機能の内容 

初期設定 

変更後 

イルミネーション 
(^ P . 2已 9) 

消口までの時間 

1已砂 

7. 已砂 

30砂 

OFF 

" エンジンスタートストップ’’ 
スイッチ OFF 後の作動 （ スマー 
トエン ト IJ 一& スタートシステ 

ム装着車） 

あ0 

なし 

エンジンスイッチ " LOCK " 
後の作動 （ スマートエント U — 

&スタートシステム非装着車） 

解錠時の作動 

あ D 

なし 

足元照明の点な 

あ0 

なし 

接近時のルームライトの点灯 

あ0 

なし 

エアつン 

(^ P . 222) 

AUTO スイッチを日 N にしたと 
さ、 A/C (エアコン）スイッチ 
が連動して日 N になる 

する 

しない 

ク U アランス 

ソナー 
(^ P . 1 89) 

バックソナーの検巧開始距離 

約1已0 cm 

約60 cm 

フヴー音量 

レベル3 

レベル！〜己 

その他 

周囲の明るさにより、メーター 
などの照度を自動減光するため 
のセンサーの感度調節 

レベル吕 

レベル！〜己 

周囲の明るさによ D 、 減光した 
メーターなどの照度をちとにち 
どすためのセンサーの感度調節 

レベル3 

レベル！〜己 

U ヤサンシェード U バース連動 
機能 

あ0 

なし 

降車時運転席シート移動量調節 

標準 

OFF 

少なめ 
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6-2 カスタマイズ機能 


□知識 

■車両カスタマイズについて 

ムーンルーフの「ドアキー連動開閉機能」-「ワイヤレス U モコン連動開閉機能」 
は、それぞれ、パワーウインドウの「ドアキー連動開閉機能」-「ワイヤレス U 
モコン連動開閉機能」と併せて「あり」に設定しないと作動しません。 

ムーンルーフの連動開閉機能は、ムーンルーフのみ作動させない場合に設定を 
変更してください。 
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6-2 カスタマイズ機能 



6-3. 初期設定 

初期設定が必要な頃目 


巧の項目はバッテリーを再接続したり、メンテナンスを巧ったあとな 
どに、システムを正しく働かせるために初期設定び必要でず。 


項目 

初期設定び必要なとを 

参照先 

バックガイドモニター* 

•バッテ U —の充電、 

交換後の再接続時 
-ヒューズ交換後 

別冊「ナビゲーシヨン 
システム取扱書」 

インテ IJ ジェント 
パーキングアシスト* 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


39己 
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さぐいん 


略語一覧 . 398 

五十音順さくいん . 399 

症状別さくいん . 407 
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略ミ吾一覧 

アルフアベット略語一質 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチ□ックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

AFS * 

アダプティフフロントライティングシステム 

DISP * 

ディスプレイ 

ECO 

エコノ 5 —/エコ□ジー 

ECU 

エレクト1」ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

EPS 

エレクト U ックパワーステアリング 

LED 

ライトエ 5 ッティングダイオード 

PCS * 

プ1」クラッシュセーフティシステム 

SRS 

ヴプ u >< ンタルレストレイントシステム 

TRC 

トラクシヨンコントロール 

VDIM * 

ビークルダイナ 5 クスインテグレーテッドマネージ 

ント 

VGRS * 

バ U アブルギアレシオステアリング 

vsc 

ビークルスタビ U ティコント□ール 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




五十音順さ < いん 

五十音順さ<いん 


巧 


の 


己 


アームレスト . 

.277 


運転席ル物入れ . 

.….268 

アクセヴ U —ソケット . 

.274 


運転席シートベルト 


アクティブへッドレスト . 

....51 


非着用警告灯 . 

.….34己 

アダプティブフ□ントライティング 




システム （ AFS ). 

. 16己 

日 

エアコン 


アンチ□ックブレーキシステム 



オートエアコン ... 

，….222 

(A 巨 S ). 

. 198 


フィルターの交換 . 

，….328 




エアバッグ 


イベントデータレコーダー 



SRS エアバッグ . 

…….91 

( EDR ). 

.341 


一般的な警告 . 

…….96 

イルミネーテッドエントリー 



おモさまのためのま意 ........ 

…….96 

システム . 

.260 


力ーテンシールドエアバッグに 

インナーミラー . 

… .72 


関する藝告 . 

…….97 




力ーテンシールドエアバッグの 

ウインカー 



作動条件 ..... 

…….92 

W 数 . 

.388 


改造•分解 ... 

…….9白 

スイッチ .... . 

. 142 


^告好.. .... 

，….344 

電球の交換 . 307.308 


サイドエアバッグに 


ウィンドウ 



関する藝告 ... 

…….98 

ソオツシ巾一 . 

. 172 


サイドエアバッグの 


パワーウィンドウ . 

… .77 


作動条件 . 

…….92 

U ヤウィンドウ 



作動条件 . 

…….92 

デフオッガー . 

.232 


正しい姿勢 ... 

…….8白 

ウインドウ□ックスイッチ ........ 

… .77 


配胃 . 

…….91 

ウオーーングライト . 

.343 


エレクト U ックバワー 


ウオッシヤー 



ステアリング . 

.….198 

あの補給 . 

.327 


エンジン 


スイッチ ... 

. 171 


イグニッションスイッチ.... 

，….127 

タンク容量 . 

.387 


エンジン回転計 


をの前の準備■点検 . 

.215 


(タコメータ ー). 

，….14己 

運転 



エンジンびかからない ........ 

，….368 

寒;令時の運転 . 

.2] 已 


エンジン藝告丹 .. 

，….344 

正しい姿勢..… . 

… .89 


エンジンスイッチ 

127 

手順 . 

.118 


エンジンルームカバー ........ 

，….300 




オーバーヒート .... 

，….378 




かけち . 

，….127 




ボンネット . 

，….294 
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五十音順さ < いん 



エンジンイモビライザー 



電子キーの電池に関する 



システム . 

…88 


^告 . 

…326 


エンジンオイル 



バッテ U —に関する警告 ..... 

…377 


をの前の準備■点検 . 

..215 


ムーンルーフに 


囚 

mm . 

..383 


関する警吉 . 

パワーウインドウに 

……83 

応急用タイヤ 



関する藝告 . 

……7白 

空気圧 ... 

..387 


1 オドメーター . 145.147 


応急用タイヤ . 

..3已8 

囚 




オーディオ 


力ーテンシールドエアバッグ... 

白1 


CD プレーヤー . 

..239 

外気温表示 . 

...274 


MP3/WMA ディスク . 

..24己 


カスタマイズ機能 . 

...3白0 


ステア U ングスイッチ . 

..2已4 


ガソ U ンスタンドでの情報 ....... 

...412 


mm ... 

..2己2 


カップホルター . 

...266 


ラジオ . 

..237 





オートマチックトランスミッション 

日 

キー 



(A/T) 



イグ—ッションスイッチ ..... 

…127 


S モード . 

.. 138 


エンジンスイッチ . 

…127 


オートマチックトランス 



キー ... 

……22 


=ッシヨン.. . 

.. 13曰 


キーナンバ ー.... 

……22 


シフトレパーび 



キーレスエント IJ 一 



シフトでさない . 

..370 


(ワイヤレスドア□ック） .. 

……36 


才ーパーヒート（エンジン） ..... 

..378 


キーを無くした . 

… 37] 


才ーバーへッドコンソール ....... 

..268 


電モキー ... 

……22 


オープナー 



電子キーの電池び切れた ..... 

…372 


給油口 . 

…84 


力-カルキー ... 

……23 


トランク ... 

…4已 


給油 □. 

84 


ボンネット… .... 

..2白4 





おモさまの安全のために 






ウインドウ□ックスイッチ.. 

…77 





エアバッグに関する警告 ...... 

お子さまのシートベルト 

…96 





mm.... . 

…62 





シートベルトに関する警告.. 

…63 





チャイルドシート . 

.. 100 





チャイルドシートの固定 ...... 

.. 109 





チャイルドプ□テクター. ..... 

…40 
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五十音順さ < いん 


緊急時の巧処 

エンジンびかか5ない . 368 

オーノ（ーヒートした . 378 

キーを無くした . 371 

警告丹びついた… . 343 

警告方ッセージび 

表示された . 347 

けん弓I ... ..336 

故障したとさは . 332 

シフトレパーび 

シフトでさない . 370 

スタックした . 380 

電モキーの電池び切れた ........ 372 

発炎筒 . 334 

バッテリーびあびった . ..374 

パンクした..… . 3己8 

B 空気圧（タイヤ） . 387 

区間距離計 . 145.147 

グ□ーブボックス . 263 

0計器 

木ータ ー... . 145,147 

；>(ーター明るさ調整 .] 已日 

警告灯 

PCS 警告灯 . 344 

SRS エアバッグ. .. . . 344 

アンチ□ックブレーキ 

システム （A 巨 S). 344 

エンジン . 344 

シートべ J レト妻民着用 ............... 34己 

充電…… . 343 

パワーステアリング ............... 344 

半ドア ... ..345 

プリテンシヨナー . 344 

ブレーキ ... 343 

ブレーキアシスト ... ..344 


マスターウォーニング ....346 

燃料残量. . 34己 

油圧 ... 343 

油量警告灯 . 344 

警告表示 

4WD. ...348 

エンジンオイル圧力 ................ 347 

ク U アランスソナ ..... 349 

ステア U ング□ック ................ 348 

スマートエント U —& 

スタートシステム . 3已3 

ドア ....... 3已〇 

ナビ-ブレーキアシスト... ..... 349 

パーキングブレーキ . 350 

ビークルスタビ U ティ 
コント□-ル (VSC)..........348 

バ U アブルギヤレシオ 
ステアリング（V白 RS)....... 34白 

プ IJ クラッシュセーフティ 

システム.… . 348, 351 

レーダークルーズコント□ール 

... 34目,3已] 

警告ブザー 

シートベルト非着用 . 34已 

スマートエント U— & 

スタートシステム ... 353 

ブレーキ . 343 

化粧用（バニティ）ミラー . 272 

けん弓1 . 33曰 

百交換 

タイヤ .. . . 3已8 

電球 . 302 

電子キーの電池 . 323 

ヒューズ .3] 已 

工具 . 3已8 
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五十音順さ < いん 


388 
309 
100 
2曰7 
264 

163 

..91 

278 

..81 

271 


後退灯 

W 数 ... 

電球の交換 . 

子供専用シート . 

か物入れ . 

コンソールボックス . 

つンライト 

(自動点灯-消灯装置） ....... 

巧 ヴィにァバッグ . 

ヴンシェード 

I」ヤ . 

ルーフ . 

ヴンバイザー . 

H シ-卜 

正しい姿勢….. . 

シー トヒーター . 

チヤイルドシートの固定 

調整 ... 

調整に関する警告 . 

手入れ. .. 

へッドレスト . 

シートベルト 

お子さまの着用 . 

緊急時シートベルト 

固定機構 ... 

シートベルト警告丹 ....... 

シートベルト 
プ U テンシヨナー . 

清掃-手入れ . 

正しい着用..… . 

チヤイルドシートの固定 

調整… ... 

妊娠中のかたの着用. ...... 

室内灯（ルームライト） 

W 数 . 

402 


スイッチ . 260 

シフトレバー 

オートマチックトランス 

ミッション..…… . 13已 

シフトレバーび 

シフトでをない . 370 

シフト□ックシステム . 370 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 297 

車載ジャッキ.. ... 3已8 

ジャッキ八ンドル . 358 

車幅灯 

W 数 . 388 

電球の交換 . 306 

ライトスイッチ . 163 

車両型式 . 389 

車両仕様（スペック） . 382 

収納装備 . 262 

助手席シートベルト 
非着用警告灯 . 345 

日水温計 . 145.147 

スイッチ 

AFS OFF スィッチ . 165 

VSC OFF スィッチ . 200 

ウインドウ□ックスイッチ ....... 77 

エンジンスイッチ ... 127 

ク U アランスソナースイッチ18日 

ドア□ックスイッチ . 39 

パワーウインドウスイッチ ....... 77 

フォグライトスイッチ . 168 

プ U クラッシュブレーキ 

OFF スィッチ . 208 

ライトスイッチ . 163 

ワイパー&ウォッシヤー 

スイッチ. ... 171 


9已99176 2 2己 
8704己8己 6 64 
21 "2 : 3 


1 8 8 9 1 2 9 
6 8 5 0 6 6 8 
2:1:: 3 























































五十音順さ < いん 


巧 チェ—ン（タイヤチェ—ン) 

チャイルドシート 

に日 FIX バーでの固定.... 
シートベルトでの固定... 

チャイルドプ□テクター ..... 
駐車ブレーキ 
(パーキングブレーキ） ...... 


置 


ツール . 358 


ディスプレイ 


警告メッセージ ................. 

....... 347 

トリップ 


インフォ ーシヨン ...... 

… ] 已9 

手入れ 


外装 . 

....... 284 

シートベルト . 

…….288 

内装 . 

…287 

テールランプ 


W 数.. .... 

.. …388 

スイッチ . 

…163 

電球（バルブ） 


W 数 . 

.. …388 

交換 . 

....... 302 

電子 キー 


電池び切れた . 

…372 


スタック 

スタックした . 380 

ステア U ングホイール 

調整 . 6巳 

スピードメーター . 145,147 

スペック（車両仕様） . 382 

スマートエントリー& 

スタートシステム 

エンジンの始動 . 130 

ドアの施錠-解錠 . 26 

トランクを開ける . 27 

因清掃 

が装 . 284 

シートベル . 288 

内装 ... 287 

積算距離計 . 145.147 

洗車 . 284 

前照灯 

W 数 . 388 

スイッチ ... 163 

ディスチヤージへッドライトに 

関する警告 . 314 

電球の交換 . 303 

3速度計 . 145.147 

因タィャ 

空気圧 . 387 

交換…… ... 358 

応急用タイヤ . 358 

チェーン ... 21己 

点検 . 290 

パンクした.. . 358 

冬用タイヤ . 215 

□ — 了 —シ3ン… .29u 

タコメーター . 145,147 


5 
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五十音順さ < いん 


目ド’ァ 

ドアガラス..… . 77 

ドアカーテシライト.…. . 259 

ドア巧一..… . 74 

ドアポケット . 270 

ドアロック..… . 39 

ドアガラス . 77 

ドアミラー 

調整 .........74 

盗難防止システム 

エンジンイモビライヴー 

システム . 88 

時計 . 273 

トラクシヨンコント□ール . 198 

トランク . 4已 

トリップメーター . 145.147 

旧荷物 

積むとさのを意... . 213 

囚燃料 

ガソ U ンスタンドでの情報... .4 に 

給油 . 84 

種類 . 382 

燃料計 . 145.147 

mm...... . 382 

〇パ-キングブレ-キ 

(駐車ブレーキ） . 143 

パーソナルライト 

W 数 . 389 

スイッチ . 2色0 

発炎筒 . 334 

パックアップライト 

W 数 . 388 

電球の交換 . 309 


バッテリー 

バッテ U —びあびった . 374 

冬の前の準備点検 ... 21己 

バニティ（化粧用）ミラー . 272 

パニティライト 

W 数 . 389 

バニティライト ... 272 

バルブ谭嫩 

W 数 . 388 

交換 . 302 

パヮーゥィンドゥ . 77 

パンク 

パンクした ... 3已8 

番号丹 

W 数 . 388 

電球の交換 . 310 

八ンドル 

調整 . 目已 

の ビークルスタビリティ 

コント□ール ... 198 

VDIM . 198 

尾灯 

W 数 . 388 

スィッチ . 163 

ヒユーズ . 31百 

表示灯 . 1曰2 

ヒルスタートアシスト 
コント□—ル . 2□已 

回 フォグライト 

W 数 . 388 

スィッチ . 168 

電球の交換 . 3日已 

フック 

けん弓 I フック.. ..... 336 

冬用タイヤ . 21已 
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五十音順さ < いん 


ブレーキ 

パーキングブレーキ . 143 

ブレーキアシスト . 198 

フ□アマット . 281 

フ□ント足元照明 . 259 

フ□ントシート 

調整 . 49 

フ□ントターンシグナルライト 

W 数 . 388 

電球の交換 . 307 

レノ'::- . 142 

フ□ントパーソナルライト . 2日0 

フ□ントフォグライト 

W 数 . 388 

スイッチ . 168 

電球の交換 . 305 

フ□ントワイパーデアイサー ..... 234 

H へッドライト 

W 数 . 388 

スイッチ . . 163 

ディスチヤージへッドライトに 

関する警告 . 314 

電球の交換 . 303 

へッドレスト 

調整 ......56 

巧 ホイール . 290 

方向指示灯 

W 数 ... 388 

スイッチ . . 142 

電球の交換 . . 307,308 

ボンネット . 294 

E 1 マルチインフォメーシヨン 

I ディスプレイ . 1已9 


巧ミラ- 

インナー S ラー . 72 

ドァ S ラー . 74 

バニテイ（化粧用） S ラー.…272 

巧 ムーンルーフ . 80 

ra メ—夕— 

木一勺一. ... 145,147 

メ ー タ ー 明るさ調整 . 1已日 

メンテナンス 

；>(ンテナンスデータ ................ 382 

H ラィト 

W 数 . 388 

室内好 . 2已白 

電球の交換 . 302 

パーソナルライト ... 260 

バニテイライト . 272 

フォグライト... .. 168 

へッドライト... .. 163 

方向指示灯 ... 142 

巧 リヤアームレスト . 277 

リヤウインドウデフォツガー ...... 232 

U ャヴンシエード’ . 278 

リヤターンシグナルライト 

W 数 . 388 

電球の交換 . 308 

回 ルームライト 

W 数 .. . . 38白 

スイッチ . 260 
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五十音順さ < いん 


EQ 冷却水 

冬の前の準備•点検…….. ....... 215 

容量 . 38巳 

冷却装置 

エンジンオーバーヒート ........ 378 

レータークルーズ コント □ール.. 178 

日ヮィパ- 

スイッチ . 171 

ワイパーデァイヴー . 234 

ワイヤレスドア□ック 

電池交換 ... 323 

U モコン ... 36 
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症状別さ < いん 

症状別をくいん 


タイヤびパンクした 


P .3 巳8 


バンクしたと去は 


エンジンびかか！5ない 


P .3 目8 

エンジンびかからないとさは 

P . 88 

エンジンイモビライヴーシステム 

P .374 

バッテ U - びあがったときは 


シフトレバーび動かない 



シフトレバーびシフトできないとさ 
は 


水温計の針び 
赤いゾーンに入った 


エンジンルームか日 
蒸気び立ちのぼった 



オー八ーヒートしたとさは 


キーを 無 < した 


パッテ U —びあびった 


ドアび施錠でさない 


P .371 

キーを無くしたとさは 


P .374 

バッテ U —びあびったとさは 


P .2 巳 

P . 36 

P . 39 

ドア 


めかるみや砂地などで \ 

動けなくなった ノ 

P .38 日 

スタックしたとさは 


警告打び点灯、点滅した \ 

P .343 

警告灯びついたとさは 


407 












































症状別さ < いん 


甫時巧が式メーター 




■警告な一覧 


(©) 

フレーキ警告口 

P. 343 

ぶ 

運転席シートベルト非着 
巧警告な P. 345 





(©) 

A 目 S& ブレーキアシ 
スト警告灯 P. 344 

ぶ 

PASSENGER 

助手席シートベルト非着 
巧警告'灯 P. 345 





PCS 

PCS 警告灯 

P. 344 

ム 

マスターウォーニン 
グ P. 346 





が 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P. 344 

©! 

パワーステアリング 
警告灯 P. 344 






エンジン警告口 

P. 344 

口 

充電警告灯 

P. 343 
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症状別さ < いん 


曲 

燃料残量警告灯 

P . 34已 

付 

半ドア警告な 

P . 34已 





4WD 

4 WD 警告灯 

P . 344 


油圧警告な 

P . 343 






デイスチヤ-ジヘッドライトオ-卜 
レべリング1告な P . 344 


油量警告な 

P . 344 


警告メッセージび表示された 



警告メッセージび表示されたとをは 


警告音び鳴った 


■警告巧の点な、点滅、またはマルチインフォメーションディス 
プレイ * の警告メッセージを確認ください。 

♦警告巧び点な、点滅している（一 P . 343) 

♦警告メッセージび表示されている（一 P . 347) 


■警告巧の点な、点滅や、マルチインフォメーションディスプレ 
イ * に警告メッセージの表おびないとを、または車外で警告音 
び鳴つたときは、次のことを確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停車/駐車中 

ドアを開けたとを 

P . 29 

車外に出たとを 

スマートエント IJ -& スタート 
システムでロックセンサー部に 
触れたとを& 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P . 140 

シフトダウンしたとを 

P . 140 

ブレーキを踏んだとを 

P . 122 



:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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症状別さくいん 



症が別さくいん 


ガソリンスタンドでの情報 


給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。 




P . 294 


総由 □ 


P . 84 



BT071AL001 


燃料の容量 
(参考値） 


71 L 


燃料の種類 


無飽レギュラーガソリン （4 GR - FSE エンジン車） 

無飽プレミアムガソ U ン （2 GR - FSE エンジン車） 

P . 8已. 382 


標準タイヤ 


タイヤび冷えている 
とをの空気圧 



前輪 後輪 

21 已 /60 R 1 巨 9 已 H 

2已〇 (2.5) kPa (k 呂 /cm ろ 

23 巳/ 4 巳 R ]8 94 W 

240 (2.4) kPa (k 呂 /cm ろ 


応急巧タイヤ： 42日 (4.2) kPa ( k 呂 / cm 吕) 


エンジンオイル容量 
(参考値） 


オイルのみ交換時 
FR :己.目 L 
4 WD : 6.0 L 

オイルとフィルター交換時 
FR : 6.3 L 
4 WD ； 6.4 L 


エンジンオイルの 
種類 


トヨタ純正モーターオイル 

- SM 日 W -2 日 （API SM 、 EC / ll_SAC GF -4 、SAE OW -20) 

• SM 日 W -3 日 (API SM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 日 W -3 日） 

• SM 1 日 W -3 日 ( APISM 、 EC/ILSAC GF -4 、SAE 1 日 W -3 日) 
- SL 己 W -20( A 円 S し EC、SAE 5 W -20) 

• SL ] 0 W -30( A 円 S し EC、SAE 1 OW -30) 


412 














































お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国巧通 • フ U — コール 

IP0800-700-7700 

オープン 時間3 日日曰日:孤〜 18: 弧 

所在地〒4日0 - 0002 をち屋巿中巧区名駅四 T 目10の27 
第二豊田ビル西館7階 

「個人情報保護方針」については、 
http : // WWW . toyota . CO . j P にて掲載しております。 


1-3 巧自動軍巧巧を化 

http://toyota.Jp 
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